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BioCoherenceの簡単な歴史
2024年夏、BioCoherenceの最初の公にされたバージョンが発表されようとしています。私たちはどのようにここに辿り
着いたのでしょうか。このソフトウェアは私の頭の中から生まれ、現在までに1400以上の独自のバイオマーカー、40の
画面、心電図のスキャン分析、ライブバイオフィードバックを用いたテスト、そして再調整モジュールを特徴としてい
ます。

二つの交差する道を振り返ってみましょう。

私たちがエネルギー評価と治療装置に初めて接触したのは2011年のことです。クリスティーヌと私は結婚しており、3

人の子供がいました。その年、私たちの二女アイシスは、当時グルテン不耐症であったため、義務教育を始めることに
なりました。私たちがフランス南部のピレネーにある小さな村スールニャに住んでいる間、彼女が学校で昼食をとるた
めの解決策を探していました。詳細は省きますが、専門医に行ったところ、彼は私たちに唯一の解決策は大腸内視鏡検
査であると言いました。そして、それは彼女を治すことはできないとも言われました。そこで、私たちは別の解決策を
探し始めました。友人が小さな村で働いている奇妙な男を指し示してくれました。この奇妙な男は、一回のセッション
で完全な健康診断と再調整を行いました。彼は30分ほどで全ての問題を特定し、彼女は1か月後に治りました。

クリスティーヌと私は顔を見合わせ、医学に何か問題があることに気づきました。なぜ病院はこの解決策を私たちに提
供できなかったのか？なぜそれは明らかに非常に秘密だったのか？しかし何よりも、このことは一体何だったのか？

2011年の終わりに、私たちはこの実践者とともに非営利団体を設立し、これらの実践を研究し検証しようとしました。
それからケアセンターを設立し、さらに二つ目のケアセンターを設立しました。2012年の終わりには、この装置の製造
元と連絡を取り、フランスでの流通を開始しました。私たちは他の人々とも出会い、しっかりとした流通網、実践者の
ネットワーク、そして学校を確立しました。

しかし、私にとって、科学者、エンジニア、ソフトウェアデザイナー、音楽家、作家、そして何よりも強迫的な創造者
として、商業的または管理的な役割に留まることはできませんでした。私はすでにいくつかの会社を設立しており、そ
れらのために常にコンピューターシステム全体をプログラムしてきました。実際、私は約10歳の時にソフトウェアの作
成を始め、15歳の時に最初のものを販売しました。その後、私は科学を学び、音響工学の学校に進学し、1996年にクリ
スティーヌとともにウェブエージェンシーを設立しました。そして、その後いくつかのスタートアップを立ち上げまし
た。私たちが流通させるケア装置に戻ると、デザイナーとして、私はこれらの健康診断とケアシステムの設計に貢献し
たいと考えていました。これは私が多くの経験を持ち、よく理解しているものです。

この最初の道は、科学、情報技術、ビジネス、そしてそれらの医療への応用です。

しかし、これはBioCoherenceに至るための唯一の道ではありません。

もう一つの道は瞑想です。

11歳か12歳の時、私は魔法、あるいはむしろ手品に夢中でした。私はパリの魔法店で一日中過ごし、すべての客（ショ
ービジネスのプロフェッショナル）に会っていました。実を言うと、私はお店にトリックを作り、作り、販売したこと
もあり、13歳の頃のことだと思います。そしてそこで、私は世界中で働くマジックプロのピエールに出会いました。私
たちは親友になりました。ピエールは子供の頃から「離脱体験」や「アストラルトラベル」を行っており、私を魅了し
ました。私はそれを聞いたことがありませんでした。彼はそのテーマに関するいくつかの本を私に渡し、それを彼には
完全に自然なものとして話しましたが、しばらくしてから連絡が途絶えました。

それ以来、私は表面的な現象の背後にははるかに大きな世界が存在することが自然に思えていました。しかし、パリ
で、過度に物質主義的な時代に、何も知らない家族の中で、私はどのようにこの問題に深入りできるのでしょうか？

年月が経つにつれ、それは特権的で魅力的な議論のテーマであり続け、好奇心の源でありましたが、それ以上のもので
はありませんでした。私たちはティーンエイジャーの頃に瞑想を試み、そして大人になってからもそうしましたが、あ
まり成功しませんでした。それから、人生は今という瞬間の中で形を成し始め、そのすべての要求を伴ってきました。
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2011年に戻ると、その年は重要な年であり、道が交差する年でした。アイシスが回復を始めると、私たちはペルピニャ
ンの家庭医に紹介されました。彼は物事を異なる視点で見ていました。もちろん、行きましょう。私は彼に何でも話
し、瞑想の話が再び出てきました。私は彼に、体外に出ようと試みたがあまり成功しなかったと伝えました。彼は、耳
の中で異なる周波数の音に基づいたテクニックを知っていると答えましたが、それ以上のことはあまり知らないようで
した。しかし、音は私に響き、私はバイノーラルビートを探し出し、発見しました。そしてそれ以降、これまで面倒だ
った進展が大幅に加速しました。数ヶ月以内に、宇宙は内側にも外側にも広がっていきました。その重要な年以降、私
たちの周りのすべてが再編成されています。

私は映画プロジェクト「現実において」のためのインタビューのシリーズを始めました。私は約40人の魅力的な人々に
出会い、撮影しました。最終的には、彼らの本を翻訳するためにフランスの出版社を設立し、現在までに約20作品を出
版しました。

クリスティーヌは、彼女自身も驚くことに、霊感を持つようになりました。それは良いことです。ああ、私の娘もそう
です。良い科学者のように、私はいくつかの検証プロトコルを実施しています。それはすべて非常にリアルに見えま
す、はい、認めましょう。その年、7年間の準自給自足の家族生活を経て（私たちは2004年にパリを離れ、クリスティ
ーヌが設計した家を自分たちで建てるために）、ディズニ―ランドがどっさりとやってきました。そして、世界ははる
かに広がります。家は存在する者たちで満ち、各々が前の者よりも幻想的です。狂っているが、逸話の連続の中で、こ
の新しい現実を信じることができないというのは不可能です。

これらは二つの道が交差するところです；一方では、エネルギー評価と癒しの装置とソフトウェア、その素晴らしい可
能性と様々な制限とフラストレーション；もう一方では、瞑想、内面的な個人の発展、世界の境界の拡大、そして自己
と自分の責任を意識する力の巨大さです。

したがって、2017年、私は二つの最初の提携を行い、クリエイターのためのプラットフォームとして意図された瞑想ア
プリプロジェクトを始めました；しかし、それはあまりにも複雑で、完成しませんでした。2018年、私は瞑想に伴うバ
イノーラルビートや他の音を生成するアプリを作成しました；しかし、これもあまりにも複雑で、完成しませんでし
た。繰り返されるパターンが見え始めています。これは私の初めての「複雑すぎて、完成しなかった」アプリケーショ
ンではありません。さて、すべてを再構築し、簡素化しましょう：ああ、勝ちました！2021年、私たちはクリスティー
ヌの最初の2冊の本に基づいた33のガイド付き瞑想を持つ、より単純で完成したアプリを発表します。

一つの詳細が残ります：私はもっと提供したいと思っています。私は瞑想を選択し、適応させるための信頼できる測定
システムを得たいと思っています。言ったように、これは最終的に私に3年かかりました。2022年、私は心電図の測定
に基づく最初のツールを用いた年次マスタークラスを発表できます。2023年には、1年以上の作業の後、インターフェ
ースは多くの視覚化で飾られ、新しい画面が作成されました。さらに6ヶ月の研究を経て、2024年4月には相互作用を求
めるソフトウェアが完成しました…

この最初のバージョンに至るまで、私は実装するアイデアを大幅に（そして痛みを伴う、想像できるでしょうが）選定
しました。しかし、私がほぼ40年間創造してきた中で、創造のために創造する意味はないことに最終的に気づきまし
た；共有するために創造する必要があります。そしてこれを行うためには、このソフトウェアを理解しやすくするため
に、思っていた以上に多くの時間を費やさなければなりませんでした。私はそれを成し遂げましたが、まだ存在しない
すべてのことに対してフラストレーションを感じています。私は引き続きアイデアやツールを取り入れ、共有すること
を約束します。そして、それらが常に美しく、簡単で、直感的であることを保証します。

Médéric Degoy、BioCoherenceソフトウェアのデザイナー。
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ブリッジの構築
BioCoherenceは、いくつかの重要なコンセプトに基づいて設計されています。これらの概念は、基本的なロジックの指
針となるため、一般的な知識を持つことが重要です。

私たちの仕事は、つながりのない領域間に橋を架けることです。例えば、サイバネティクス、システム理論、エネルギ
ー、エントロピー、ネゲントロピー、創発、ヒューリスティック、シンクロニシティ、エルゴディシティ、リソース理
論、カスケード理論、胚発生、プロロギー理論、共鳴の原理、コヒーレンスの原理、スケール波、時間結晶、身体と心
の関係、物質とエネルギーと情報の意味の関係、物理的エントロピーと情報エントロピー、無意識とアーキタイプなど
です。

特に断りのない限り、引用はウィキペディアより。

サイバネティクス

「自然および人工システムにおける制御とコミュニケーションに関する一般的な科学。

「サイバネティクスとは、複雑系における情報メカニズムの研究。サイバネティクスは、複雑なシステムにおける情報
メカニズムを研究する学問。サイバネティクスの目的は、自動制御、エレクトロニクス、数学的情報理論という黎明期
（1942年から1953年）の分野を、「動物と機械の両方における制御とコミュニケーションの理論全体」として統一した
ビジョンを提供することでした。

ノルベルト・ウィーナーによって定式化されたサイバネティクスは、とりわけパロアルト学派のシステム療法や、自己
組織化の生物学的理論の源流となっています。

興味深いメモ：

• 「1894年、ルートヴィヒ・ボルツマンはエントロピーと情報との間に関連性を見いだし、エントロピーは我々がアク
セスできない情報と結びついていると指摘しました。

• 「生理学もまた、ボルツマンに多くの要素を与えました。例えば、クロード・ベルナールによって強調されたホメオ
スタシスの原理。"

• "サイバネティクスは、現象を聴診して、その自律性と特殊性を、特に形態を通して把握し、その後、別のタイプの
分析、すなわちモデリング、力学%u2026に進むという点で、現象学の延長でもあります。"

• "フィードバックは、自己調整的な論理を設計するために不可欠であるため、このアプローチによって強調されま
す。こうして、システムを強調する循環メカニズムであるフィードバック・ループが出現するのです。"

• "創発 "という用語は、新しい形態だけでなく、システムの自発的な再編成の間に現れる新しい特性やプロセスを指
定するためにすぐに使用されます。この種の現象は、システムの再編成以上に、より高度に複雑な組織化を伴うこ
ともあります」。

• 「二次サイバネティクスでは、観察者は観察されたシステムの中に自分自身を含みます。

サイバネティクスは、生態学、精神分析学、情報科学、システミクス、認知科学、人工知能、インターネット%u2026

の根底にあります。

バイオコヒーレンスへの応用

最も深いレベル（コンピュータの存在そのもの、オペレーティング・システム、インターネット）から最もフラッシュ
なレベル（システム論理、レベル1、2、3の分析と新しい特性の出現、すべての要素のリンク、リンクと共鳴の計算）
に至るまで、あらゆるレベルのソフトウェア全体において。

特にバイオフィードバック測定では、フィードバックの原理がソフトウェアの中心にあります。
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興味深いことに、サイバネティクスはシステムの制限と制約に焦点を当てています。これは、可能な選択肢を示すもの
です。しかし、等質性の原則は、多くの異なる経路を経てゴールに到達することが可能であることを規定しています。

システム理論

「システム理論とは、あらゆる種類の現象を定義、研究、説明する方法であり、何よりもこの現象をシステムとして考
えることから成り立ちます。従来のアプローチとは異なり、全体、つまりシステム自体の機能や活動を考慮することな
く、システムを部分に分解することに重点を置いています。

システム思考は、大局的、巨視的、全体的、総合的なアプローチを好みます。システムをさまざまな視点や組織レベル
から観察し、研究します。

システミクスは、20世紀半ばに徐々に台頭し、デカルト的な分析的伝統や、全体を独立した部分に切り分けようとする
傾向があり、現実を理解する上で限界を示した還元主義の他の形態と対立する形で構築されました。"

興味深い注釈：

• 「相互作用（または相互関係）とは、非線形の因果関係を意味します。この概念は、生物学における共進化や共生
を理解するために不可欠です。相互作用の特殊な形態は逆作用（またはフィードバック）であり、その研究はサイ
バネティクスの研究の中心となっています"

• 「全体性。システムがまず第一に要素の集合であるならば、それをこれに還元することはできません。諺にもある
ように、全体は部分の総和以上です。

• 「組織とは、システムとは何かを理解するための中心的な概念です。組織化とは、その要素の階層的なレベルへの
分割に従って全体を配置することです。組織化の度合いによって、全体が同じ性質を持つことはありません。した
がって、全体性の特性は、それが含む要素の性質や数よりも、それらの要素の間に確立される関係に依存するとい
う考えに達します：「開放系とは、物質、エネルギー、情報の交換を通じて、自己組織化能力を発揮する系のこ
と。

• オープンシステムとして、生物はネゲントロピー・ループ（エントロピーを減少させ、より高い秩序を作り出すこ
と）を作り出すことができます。

• ダイナミック・システム」に関して、この分野を特徴づける第一の考え方は、見かけの無秩序の背後には、目に見え
る秩序よりも複雑な秩序があるということです。第二の考え方は、この秩序は自己組織化によって生じ、以前には
なかった新しい特性や性質が出現するというものです。"

バイオコヒーレンスへの応用

- 要素そのものの評価と同じかそれ以上に重要な要素間のつながりを強調すること。

創発

"創発 "とは、"全体は部分の総和以上である "という格言に要約される哲学的概念です。還元主義や二元論（二元論や
生命論）とは対立します。

特性は、より基本的な特性から "続く "場合、"新しい "またはそれらに "還元できない "まま、"創発 "として修飾するこ
とができます。このように、ジョン・スチュアート・ミルは、水の性質は水素や酸素の性質には還元できないと述べてい
ます。

興味深い点

• 「システムのミクロレベルとマクロレベルの関係という文脈で、"同期的創発 "と言うことがあります。この場
合、"創発 "は概念的な還元不可能性を意味します。"創発的な特性や法則は、より小さなスケールの構成要素間の関
係を規定する法則には還元できない法則によって支配される複雑なシステムのシステム的特徴なのです。"

ブリッジの構築
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バイオコヒーレンスへの応用

- 創発の論理: 分析はいくつかの段階を経て行われ、それぞれの段階で下位レベルには存在しない上位レベルの特性が
明らかになります。最終段階では、資源が発見されます。

エネルギー

"エネルギーとは、作用、力、持続時間に関連する概念です。"ある作用を実行するには、この変化に反対する慣性力や
抵抗力に打ち勝つために、ある力を十分な時間維持する必要があります。

バイオコヒーレンスへの応用

バイオマーカーのエネルギーは、バイオマーカーの種類によって異なる方法で測定されます。各バイオマーカーに固有
の最小/最大スケールで配置され、花の縦軸になります。

エントロピー

これは明確かつ複雑な概念ですが、何よりも分野によって全く異なることを説明する用語です。

• 物理学者にとって、エントロピーとは攪拌、無秩序のこと。
• 情報理論にとっては、エントロピーはさまざまなタイプの情報の可能な生の量の尺度です。
• コンピュータ・サイエンスでは、エントロピーは可能な情報の範囲、つまり空間の大きさです。

エントロピーの概念を要約すると、システムの無秩序に比例し、その反対のネゲントロピーはシステムの秩序の程度に
比例します。

バイオコヒーレンスへの応用

バイオマーカーの異なるレベルでの変化を測定し、花の横軸を構成する撹拌因子を推測します。

リソース理論

クリスティン・デゴイによって開発された資源理論は、あらゆる生命システムにおいて、他の部分を養う完璧に達成さ
れた部分が存在することを仮定しています。システム・ロジックでは、これらはリソース・パーツであり、必要とする他
のサブシステムと積極的にリンクしています。

クリスティンは、有機的、心理的、エネルギー的、非物理的（すなわち、システム全体と相互作用する物質で構成され
るが、通常の物質と同じ物理法則に従わない）など、あらゆるレベルのリソースを特定しました。

バイオ・コヒーレンスへの応用

最高レベルの創発的要素として、リソースの特定によって、対処すべき優先事項の首尾一貫した計画を構築し、それを
用いてシステム全体を最適化することができます。

ブリッジの構築
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カスケード理論

ポール・シュミットが提唱し、後にフィリップ・マッツァが発展させた、疾病の元となる原因を探索する原則の流れを汲
むカスケード理論は、システム論理の一部です。これは、苦しんでいる器官やシステムは、因果関係やエネルギー的な
相互関係の連鎖の一部であり、効果的な治療のためにはこの連鎖をたどる必要があると仮定しています。

バイオコヒーレンスへの応用

リンクと首尾一貫したシステムを特定することで、バイオ・コヒーレンスは完全な因果関係の連鎖を再構築し、障害の
発生源に作用することができます。しかし私たちは、因果の連鎖の概念を複数の連鎖に拡張し、要素が首尾一貫してい
るシステムは、その要素のバランスを持続的に調整するために、すべてのレベルで同時に介入する必要があるという事
実に着目しています。

胚発生

「胚の形成過程において、細胞は異なる細胞層に組織化されます。中間層は中胚葉と呼ばれる組織を形成します。内胚
葉は消化管とそれに付随する腺（膵臓）を作り、中胚葉は筋肉、骨格、血管を作ります；

外胚葉は表皮と神経系を作ります。

バイオコヒーレンスへの応用

私たちは、これらの要素は成体においても特定の共鳴によってつながったままであると仮定し、クリスティン・デゴイ
によって開発された8つのコーパスを考慮に入れます。これらの関係は、結果の解釈に統合されます。

プロロジ理論

Christine Degoy著『Prologie, rediscovering the meaning of life』より抜粋：

「ケアと充足の両方に対する統一されたアプローチ。統合的で横断的な性質を持っており、システム的で、その人のす
べての構成要素の共鳴を指向し、多くの利用可能なリソースが相乗効果をもたらすものです。"

プロロギーは、完全なパラダイムシフトを提供し、病気の最中であっても、充実感を得るための強力なテコとして身体
を統合します。プロロジーの強力な原則は、システム理論のアプローチと組み合わせたライフプロジェクトに基づいて
います。

発生学は、個人的なプロジェクトのサポートという観点から人体をマッピングすることを可能にし、成熟の成長と人生
の習得における連続的な範囲の時間的組織を発見することを可能にします。

発生学に基づくマッピングは、人間の本性の3つの柱である意志、愛、知恵と組み合わされ、病気に対する新しい理解
を生み出します。実際、プロロジカルな解読では、病気は故障ではなく、システムの変容と見なします。人間の物質・
エネルギー・情報システムが前進し続けるために改善を必要とするとき、その人はあらゆる進化の機会を利用して、ス
キルや行動、ニーズや欲求、さらには人生や自分を取り巻く世界についてのビジョンを修正し、発展させていくので
す。

それぞれの臓器は、個人のライフ・プロジェクトの成就に役割を果たし、進化に必要な変容の度合いに応じて、さまざ
まな裁量で自らを更新していきます。

プロロジック・アプローチの目的は、全人的な充足を達成するために、自分のライフ・プロジェクトを尊重しながら、バ
ランス、エネルギー、快適さを回復することです。
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バイオコヒーレンスへの応用

このソフトウェアは、ライフ・プロジェクトと共鳴しながら進行中の問題と変容の完全な評価と識別を可能にします。
これは、対立や障害に基づく生物学的解読とは対照的に、目的とエネルギー解放に基づくポジティブなリーディングで
す。

共鳴の原理

「共振とは、特定の物理システム（電気的、機械的など）が特定の周波数に敏感に反応する現象です。共振するシステ
ムは、周期的な形で、"共振周波数 "として知られる周波数に近い周波数が印加されると、エネルギーを蓄積することが
できます。"

バイオコヒーレンスへの応用

オーディオ瞑想中、特定の周波数で発せられる音や音の連続は、特定の器官や精神構造にエネルギーを与えます。

コヒーレンスの原理

「物理学におけるコヒーレンスとは、波動系の相関特性の集合です。2つの波の間のコヒーレンス、2つの異なる瞬間に
おける同じ波の値の間のコヒーレンス（時間的コヒーレンス）、2つの異なる場所における同じ波の値の間のコヒーレ
ンス（空間的コヒーレンス）があります。コヒーレントビームの例：レーザー光"

バイノーラル・ビート

「バイノーラル・ビートとは、特定の物理的刺激の結果として脳内で知覚される明らかな音のことです。この効果は
1839年にハインリッヒ・ヴィルヘルム・ダヴによって発見されました。

被験者のそれぞれの耳に、わずかに異なる周波数の2つの音が独立して提示されると、脳は音の大きさが低周波のパル
スとして知覚される現象を生じます。2つの周波数の差が4ヘルツの場合、被験者には1秒間に4回の拍動が聞こえま
す。"

バイオコヒーレンスへの応用

オーディオ瞑想では、対処すべき優先事項に従って特定のバイノーラル・ビートが統合されます。これらはアルファ、
ベータ、ガンマ、シータの特定の周波数で脳を訓練します。

スケール波

マーク・ヘンリーは1、「3つの空間的次元と時間的次元から独立した、5番目の次元のスケールが存在する」と説明して
います。この新しい次元によって、観測または測定された時空間現象が作用するスケールを決定することが可能になり
ます。しかし、新しい次元があれば、その中を伝播する波が必ず存在します。もちろん、これがスケール波です。その
役割は、同じ物理的対象物の異なるスケールの記述と発現の間の一貫性を保証することです。このスケール波は、量子
物理学や相対論物理学の学術書には出てきません。しかし、私たちにとっては非常に身近なものです。私たちがしなけ
ればならないのは、個人が自分を構成するさまざまな部分をどのように認識できるかという問題を受け入れることだけ
です。スケール波のおかげで、同じ個人が自分自身を表現するためにどのようなスケールを使おうとも、自分の統一性
を感じることができるのです」。

1. https://marchenry.org/2014/09/15/ondes-dechelle/
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鱗片波はジョエル・シュテルンハイマーによって理論化され、彼はそれをプロテオディーズで実用化しました。

時間結晶

「時間結晶とは、時間と空間における周期的な構造のこと。このような構造のアイデアは、2012年にフランク・ウィル
ゼックが提唱しました。ウィルゼックによると、移動しながら周期的に元の状態に戻る粒子群からなる構造を考えるこ
とが可能で、それが「時間結晶」を形成するとのこと。この表現は、原子構造が空間のさまざまな方向に繰り返しパタ
ーンを示す「古典的」結晶で観察されることに由来する造語。一方、時間結晶では、パターンは発振器のように時間的
に周期的に繰り返されます。外部からの周期的な励起によってのみ、エネルギーを吸収する時間的結晶を出現させるこ
とができます。"

バイオコヒーレンスへの応用

要素間のリンクが特定されれば、繰り返されるパターンを特定することができます。これらのパターン（思考、動作、
痛み、様々な不調の連続である可能性があります%u2026）は、その動きを永続させるために、一般的なシステムから
絶えずエネルギーを吸収する構造を形成するという考え方です。ソフトウェアのアルゴリズムは、その繰り返しを断ち
切るための特定の結節点を見つけることができます。

心と体の関係

「発生という概念は、1960年代にドナルド・デビッドソンによって心の哲学の分野に導入されました。あるタイプBの性
質（例えば心的性質）があるタイプAの性質（例えば身体的性質）の上に生じるとき、タイプBの変化はすべてタイプ
Aの変化と等価です。したがって、これら2つのレベルの間には共分散の関係があります。"

"サイモン・ブラックバーンによれば、現代の物理学的な自然観には、色や痛みなど、私たちの世界体験の質的側面を構
成するあらゆるもののような質的特性が欠けています。"

"ガレン・ストローソンのような汎心論哲学者の中には、この観点から、すべての物理的対象は、実際には、生活経験の
特性に類似した精神的特性であると主張する者もいます。"

物質-エネルギー-情報の重要性の関係；物理的、エネルギー的、情報と重要
性のエントロピー

世界の経験の質的側面」に戻るために、物質を見てみましょう：

- 物質は波と粒子の両方で構成されています。物質的（粒子）ともエネルギー的（波動）とも表現できます。現実に
は、ギターの弦を折り曲げたような磁場を作り出す、自己完結型の静止波について話しているのです。このようにし
て、波動は%u2026

- エネルギーを生み出します。エネルギーは交換することができますが、それ自体はマイナスでもプラスでもありませ
ん。しかし、それは%u2026

- エネルギーや物質に符号化され、...の記号を表す情報。

- それは究極的には、意識の存在である私たちにとって重要な唯一のものです。

このことは、「エントロピー」という概念に視点を戻します。物質のレベルでは、エントロピーは攪拌であり、エネル
ギー・ポテンシャルです。情報のレベルでは、エントロピーは媒体（エネルギーまたは物質）上で伝達される情報の可
能な量です。しかし、究極的な意味のレベルでは、エントロピーは実際に伝達されうる重要な情報の量です。
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例えば、核爆弾を作動させるボタンを想像してみてください。情報レベルでは、1ビットの情報で十分です。物質とエ
ネルギーのレベルでは、その効果は巨大ですが局所的です。また、重要性という点では、対象によって異なります。都
市（空間と時間における巨大な効果）か、実験トンネル（実験結果に限定された効果）か。このように、エントロピー
の量は、同じ作用に対して、異なるレベルで根本的に異なることがあるのです。

シンクロニシティ

「一見信じられないような偶然の一致が起こると、宇宙が私たちにサインを送っていると思うことがあります。しか
し、ユングにとってこれはシンクロニシティ（共時性）であり、偶然ではない意味によって結びついた異なる出来事の
同時性と定義することができます。言い換えれば、この特異な科学は、一連の出来事（2つ以上）の時間的な偶然の一
致として要約することができます。しかし、内容的なつながりはあります。

「ユングによれば、私たちがシンクロニシティについて語るとき、私たちは内的な出来事と外的な出来事の結合を指し
ています。したがって、これらの出来事を経験する個人は、それらの統合に意味を見出します。ユングは、認識可能な
パターンの探索としてシンクロニシティまたはハプニングを確立しました。"

バイオコヒーレンスへの応用

パターン認識は、私たちが世界を理解するための不可欠な要素です。シンクロニシティは、先験的な無関係な出来事の
対立を通して意味が現れることとして理解されています。情報の意味を引き出すのは、この意味を通してのつながり、
意義を通してのつながりなのです。このような関係の出現は、バイオマーカー間のリンクの計算によって強調されま
す。極端に言えば、コヒーレントなシステムは、シンクロニシティに相当するもの、すなわち、より高いレベルの意味
の出現を示します。

一般的意味論

「一般意味論は、アルフレッド・コージブスキーによって開発された、すべての人のための非アリストテレス的な思考
形態を提案します。

一般意味論は古典的意味論（語彙の意味とその変化の研究）の枠組みを拡張しようとするもの。コリチブスキーの目的
は、アリストテレスやデカルト、アリストテレス物理学やニュートン物理学の以前の論理学よりも効果的に人間の問題
を解決できるように、彼の時代の科学的進化のレベルにも対応する論理学を概念化することでした。古代から17世紀に
かけて概念化されたこれらの論理学は、コージブスキーの世紀の発見に特有の問題を説明し、対処するためには、もは
や有効なものではありませんでした。コージブスキーは精神医学に、アンリ・ラボリットは生物学（行動抑制の理論）
と攻撃学（攻撃条件下での生物の反応の研究）に適用しました。

科学と正気』の中でコージブスキーは、この非アリストテレス的論理と20世紀の2つの科学革命、量子物理学と相対性
理論との間に対応関係があると説明しています1。前者は通常の理性の範疇を覆し、後者は「非ニュートン」物理学と
「非ユークリッド」2幾何学を導入したと指摘。後者のように、非アリストテレス的の「否」は否定として理解される
のではなく、アリストテレス論理学の一般化と克服として理解され、後者を含みながら、「一般」という言葉は一般相
対性理論と同じ意味で理解されます3。量子物理学との類推により、コージブスキーは、観察者は現実の表現に不可欠
な部分であり、一般意味論ではこれを考慮しなければならないと主張しています。

バイオコヒーレンスへの応用

すべては意味。これは、物質-エネルギー-情報-意味の連鎖を抽象化した究極のレベルです。BioCoherenceのために開発
されたアルゴリズムは、この点を強調しようとしています。
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ヒューリスティクス

"ヒューリスティクス "とは、不完全な知識に基づいて問題を解決することで、"発明や発見をする技術 "です。この種
の分析は、限られた時間内に許容可能な解決策を導き出します。これらは最適解から逸脱する可能性があります。ダニ
エル・カーネマンにとっては、困難な問題に対して、しばしば不完全ではあるものの、適切な答えを見つけるのに役立
つ手順。"

バイオコヒーレンスへの応用

ヒューリスティクスは「ルールを見つける学問」です。ここでもまた、パターンを認識することが問題であり、リンク
を強調することで、システム内の1つの要素の特定の状態ではなく、一般的な組織を見ることができます。

エルゴディティ

「エルゴディティとは、同じ対象について複数の異なる別々の統計分析が十分に比較可能な結果をもたらす場合に存在
するもの。この理論は、力学系理論やカオス理論と密接に関連しながら、数多くの発展を遂げてきました。

バイオコヒーレンスへの応用

最近のディープラーニングやニューラルネットワークの進歩により、パターン認識は分析に不可欠な要素となっていま
す。

計算不可逆性

計算不可能性とは、スティーブン・ウルフラムが著書『A New Kind of Science』（2002年）の中で提唱した主要な考え方
の一つです。

多くの物理システムは非常に複雑で、効率的に測定することができません。最も単純なプログラムでさえ、多様な振る
舞いを示します。そのため、実験を行う前に、ある物理系で何が起こるかを初期条件だけで正確に予測できるモデルは
ありません。Wolframでは，このような計算機科学の形式言語における還元不可能性の問題から，システム（または
「プログラム」）を「ショートカット」したり，その振る舞いを簡単な方法で記述したりすることができないことを
「計算機的還元不可能性」と呼んでいます．この考え方は，理論の予測が事実上不可能な場合があることを示していま
す．Wolframは，多くの現象は通常計算不可能であると主張しています．

計算不可説は，既存の主流科学の限界を説明するものです．計算不可能な場合には，観察と実験しかありません．"

バイオコヒーレンスへの応用

この概念は、例えば、なぜ生命がそのように展開するのかを説明します。私たちがシミュレーションの中で生きている
としましょう。まるでビデオゲームのキャラクターのように。なぜ結論に飛びつかないのでしょうか？なぜなら、この
原則によれば、結論に飛びつくことは不可能だからです。エピローグを知るためには、出来事のすべての段階を経なけ
ればならないのです。ゲームをプレイ」する必要があるのです。なぜなら、ゲームをプレイすることなく、その結末を
語ることは誰にもできないからです。

私の考えでは、神秘主義や実存的な疑問が提起する複雑な疑問のほとんどは、これで説明できます。仮に輪廻転生が真
実だとしましょう。ではなぜカルマなのでしょうか？単純に、可能性のあるすべての選択肢を計算することが重要であ
り、その選択肢を計算するための最良のシステムは、選択肢を認識できるものだからです。この観点からすると、カル
マは復讐のための道具ではなく、ある出来事がもたらす可能性のある結果（予測は不可能）を横断的に知るための道具
なのです。そして、人生は私たちに同じような状況を提示しますが、それは異なる視点から見たものであり、私たちが
意識的に段階を踏んで結果を観察すること次第なのです。このビジョンでは、運命や避けられない出来事というものは
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存在しません。唯一の現実は、提示された出来事に直面して私たちが下す決断だけであり、その結果は私たちが決断を
下すまで予測することは不可能です。現実には、私たちの人生はすべて私たち自身の手の中にあるのです。

無意識、集合的無意識、アーキタイプ

「アーキタイプとは、スイスの精神科医カール・グスタフ・ユング（1875-1961）によって開発された分析心理学の概念
で、ユングはそれを、すべての文化に共通するが、さまざまな象徴的な形で表現される、精神を構造化する普遍的なテ
ーマを含む同じ「先験的に与えられた表現形式」を使用する人間の傾向であると定義しています。

ユング心理学にとってアーキタイプとは、ユングのもうひとつの概念である集合的無意識と結びついて、歴史を通じて
人間の経験から生まれた行動や表象の基本的なパターンを表現するものであり、人類文化の創始的な精神的プロセスな
のです。

無意識といえば、ある朝、夢の後に見たと著者が主張する発明や発見のリストです：

• デカルトは、1619年11月10日に見た3つの夢が、新しい哲学、科学的方法の基礎を明らかにしたと主張しました。
なるほど、科学的方法そのものが「夢」に由来するのですね。

• E.現代のロックミシンの針を夢見たと言われるE.ハウ。
• 科学者F.A.ケクレは、蛇の一団が尾を飲み込む夢を見たとき、一見不可能に見えるベンゼン（C6H6）の化学構造を
発見しました。

• ニールス・ボーアは原子の構造を発見し、1922年にノーベル物理学賞を受賞。太陽系のように原子核の周りを回る電
子が夢の中に現れたと回想。

• ロシアの化学者ドミトリ・メンデライエフは、56の元素を分類するのに3日間もかかって疲れ果て、眠ることにしま
した。「夢の中で私は、すべての元素があるべき場所に収まっている表を見ました。目が覚めると、すぐにそれを
紙に書き留めました」とメンデレーエフは日記に書いています。「後で訂正が必要だとわかったのは一箇所だけで
した」。

• インドの数学者スリニヴァーサ・ラマヌジャンは、整数論、解析学、その他の純粋数学の分野に多大な貢献をしたこ
とで知られていますが、ヒンズー教の女神ナマギリ・ターヤルが夢の中で数学的な洞察を与えてくれたと主張してい
ます：「突然、手がスクリーンに書き始めました。私はとても注意深くなりました。この手は楕円積分をいくつも
書きました。それが頭にこびりついて。目が覚めてすぐに、それを書き留めました

• アルベルト・アインシュタインの相対性理論にインスピレーションを与えた牛の野原。アインシュタインは夢の中
で、ある農夫に牛が電気柵に囲まれていると言ったのですが、農夫は違うものを見たのです。アインシュタインは
目が覚めたとき、同じ出来事でも視点が違えば変わるということに気づき、相対性理論が形作られ始めたのです。

• 進化論といえばチャールズ・ダーウィンが脚光を浴びていますが、科学者アルフレッド・ラッセル・ウォレスも負けて
はいません。ウォレスは現在のインドネシアを8年間探検し、何千もの動物標本を集めて研究しました。1855年、
ウォレスは生物は進化すると結論づけましたが、1858年に熱にうなされる夢を見て、「動物は環境に適応すること
で進化する」という啓示を受けるまで、その方法を理解していませんでした。

• オットー・ローウィの研究以前は、神経伝達が本質的に化学的なものなのか、電気的なものなのかが問題でした。イ
ースターサンデーの前夜、ローヴィは完璧な実験装置を夢想しました。心臓の鼓動する部屋を2つ用意し、一方に
は神経を残したまま、もう一方には神経を残したまま。実験者は最初の心臓を電気的に刺激し、鼓動を遅くしま
す。神経伝達が基本的に電気的なものであれば、2番目の心臓が遅くなる理由はありません。しかし、神経伝達が
化学的なものであれば、理論的には化学物質がチューブを伝わって、もう一方の部屋にある2番目の心臓の鼓動を
遅くすることができるのです」。ローウィはこの考えに注目しますが、朝起きたときに自分の筆跡を解読すること
はできません。翌日の夜、夢は彼の脳裏によみがえります。ヘンリー・デールと共同で、ローヴィはこの実験装置を
用いて化学的神経伝達を実証し、1936年にノーベル賞を受賞。

• フランシス・クリックとともに生命の構成要素であるDNAの二重らせん構造を発見したジェームズ・ワトソンは、ら
せん階段の夢を見たらしい。別の情報源によると、彼は2匹の蛇が絡み合い、その頭が反対側の端にある夢を見た
らしい。

• ある朝、作者のアイデアが明らかになった歌、本、ビデオゲーム、映画は数知れず。

理性的な頭脳（その理性は夢からきていることを忘れてはなりません）は、ここからいくつかの結論を導き出すことが
できます：

ブリッジの構築
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1. 夢は、発明家が心とは異なる方法で思考を統合することを可能にします。結論：私たちの中には別の思考プロセス
があり、それは私たちがすでに自分の中に持っているものすべてを糧とし、原型の中に表現されるものです。無意
識は私たちに興味深い情報をもたらしてくれます。

2. 夢は異なる次元の知識への入り口なのです。結論：夢は、おそらく他の現実や他の意識的存在から、これまでアク
セスできなかった情報をもたらしてくれる言語なのです。

この2つの可能性は互いに排他的ではありません。無意識の原型である夢の言語は、私たちの意識的な問題に対する有
効な情報源であり、進化なのです。

瞑想を10年以上続けてきた私たちの個人的な経験では、瞑想によって無意識が意識とよりうまくコミュニケーションで
きるようになります。瞑想は、そうでなければ夢の奥底でしか表現しない「小さな声」に耳を傾けるよう、意識を訓練
します。私たちは、無意識により多くのスペースを与えることのパワーを見てきました。この2つの側面は、まったく
異なる分野の知識にアクセスできるため、よりよい問題解決のために協力し合うのです。

もうひとつの個人的な結論は、内的コミュニケーションは筋肉のように鍛える必要があるということです。クリスティ
ンの最初のビジョンは非常にぼやけていて、確信が持てないものでしたが、何年ものトレーニングの結果、彼女は通常
の五感と同じくらい具体的な新しい "感覚 "を身につけました。この情報の起源がどのようなものであれ、他の感覚と
同じように現実的なものであることは何千回となく証明されています。しかし、訓練を積まなければ、幻想と現実を切
り離すことは非常に難しい。結局のところ、私たちは5つの身体感覚をマスターし、信頼するまでに何年もかかるので
す。これらの5つの感覚は、外界からの現実を反映する刺激を、私たちのニューロンのパターンに変換しているだけな
のです。私たちが理解するようになったのは、具体的な外界の現実を翻訳する「微妙な」感覚も存在し、それを訓練す
る必要があるということです。

バイオコヒーレンスへの応用

ガイド付き瞑想は、問題解決や内なる自己開発において、無意識と意識を作用させるために、さまざまなアーキタイプ
を呼び出します。

真の心臓コヒーレンス

ダン・ウィンターは、真の心臓コヒーレンスを、分析（すなわち2次FFT）の "調和 "部分にピーク・カスケードが現れる
ことで定義しています。FFTまたはフーリエ変換は、信号から周波数を抽出するために使用されます。2次FFTは音楽的
に調和のとれた周波数を抽出します。この数学的操作によって、心電図に存在する周波数の明らかな大部分が互いに調
和していることを検出することができます。

この「調和」部分のピークはいくつかの周波数で見つけることができ、記録時の基本的な感情に対応するこのピークの
周波数帯が特定されています。

フラクタル、圧縮、位相共役

「周波数間の比が黄金比のべき乗であるとき、無限の状態が最大に圧縮される」(gsjournal2)

ここで圧縮とは、周波数がそれらの間のd'または数の倍数である場合に得られる、周波数の最大加算（したがって、そ
れらの間に構成的な-共役な-位相を持つ）として定義されます。

フラクタル性とは、類似した構造が異なるスケールで見られるという事実のことです。

2. https://www.gsjournal.net/Science-Journals/Research Papers-Quantum Theory / Particle Physics/Download/4543

ブリッジの構築
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エルフィーの測定

ダン・ウィンターは、再び、最適エネルギー「インプロージョン」の基本方程式を理論化しました。この方程式は、宇
宙で見られる共鳴周波数の多くを予測します。この方程式は、宇宙で見られる多くの共振周波数を予測するものです。
私は、対応する量を、一方ではエルフ族（特にエルフ建築）に、他方では方程式そのものに敬意を表して「エルフィ」
と名付けました。

このように、エルフィーのスケールはエルフィーの数に比例するだけでなく、エルフィー全体の値も含まれます。これ
らの整数値には、長さ、時間、周波数など、多くの既知の量が含まれます。詳しくはElfie.linkを3ご覧ください。

3. https://elfie.link

ブリッジの構築
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3.1.
モジュールの概要

• BioCoherence Scan は、生の心電図から数十のマップ、グラフ、バイオマーカーを計算し解釈する明示的な方法まで
の完全な分析モジュールです。

• BioCoherence Test は、パルスのライブ進化からアイテムリストを評価するオープンな方法です（バイオフィードバ
ック）。

• BioCoherence Balanceは、リソースを特定し優先順位を選択し、それに基づいてPDFレポートやカスタム瞑想を作成
します。

3.1. モジュールの概要
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1.スキャン: バイオマーカーと技術分析
ECGパルス、バイオマーカー、およびスペクトルに取り組む。

BioCoherenceは、生の記録されたECGパルスに対
する数学的操作を通じて、バイオマーカーを独自
に構築します。

• このモジュールでは、生の記録にアクセスし
たり、測定エラーがあった場合にビートを無
効にしたりできます（アプリは自動品質検出
アルゴリズムに基づいてビートを自動的に無
効にします）し、時間的イベントに取り組む
ことができます。

• また、バイオマーカーに関する1次、2次、3次
の情報を確認し、カテゴリ別にブラウズする
こともできます（1400以上のバイオマーカー
があります...）。

1.1.時間グラフモジュール

バイオマーカーが時間とセッションを通じてどのように進化するかを確認してください。

BioCoherenceは、バイオマーカーと非常にダイナ
ミックに連携し、いくつかのタイムフレームにわ
たってその進化を評価し、タイムフレーム間で比
較します。

• このグラフでは、各バイオマーカーがビート
レベルで表示され、短期、中期、長期の移動
平均と比較されます。

• 録音内を移動するには、上部のスクロールを
使用します（再生ボタンを押して表示し、停
止ボタンを押してセッション間で比較しま
す）。グラフ内をクリックして現在のマーク
を移動することもできます。

• 左上の範囲セレクターでズームスケールを変
更できます。

• このモジュールでイベントを操作できます：
イベントはグラフの下部に表示されます。イ
ベントを作成または編集するには、グラフの
下部にあるボタンをクリックします。

3.1. モジュールの概要
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1.2.バイオマーカー モジュール

バイオマーカーの幅広い情報への深い掘り下げ。

各バイオマーカーは、バイオマーカーパネルから
ワンクリックでアクセスでき、ダイナミクスに関
するすべての情報をコンパクトで便利な方法で表
示します。

• 主な情報はバイオマーカーのフラワーであ
り、これによりその主な質を即座に評価でき
ます。フラワーは、主なエネルギーと主なエ
ントロピー（または動揺）の複合体です。9つ
の異なる花びらがあり、それぞれはその主な
質を理解するための簡単な言葉が付いていま
す。

• ダイナミックな質は2番目の列に表示されま
す。注意、意図、地平線はその長期的なダイ
ナミクスに関する情報です。

• 主なサイクルと代替サイクルもこの列に表示されます。これはバイオマーカーの主な呼吸です。サイクルは期間
（秒）と周期（分あたり）で表示されます。サイクルが整数Elfie値1と一致する場合、これは良いエネルギーのイン
プロージョンとの共鳴を示し、Elfieテーブルへのリンクが強調表示されます。

• リンクパネルは、他のバイオマーカー（ここでは他の臓器）との関係を示します。リンクの質は、主なロープの複
合体です（スレッドはすべてのリンクの数、強度はその堅牢性、リーチはこのバイオマーカーにリンクされている
ファミリー内のバイオマーカーの数を示します）。受信元と送信先は、他のバイオマーカーをリストします。これ
をクリックすると、それらの情報ページが開きます。

• 下部には、マップとグラフのボタンがあり、関連ページへの直接アクセスを可能にします。

1. https://elfie.link

3.1. モジュールの概要
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2.スキャン：器官マップ
BioCoherenceのために、ナビゲーションとリンクが見やすく、理解しやすくなるように、数十枚の独占的で美しく
描かれた体のマップがデザインされています。

500近くのバイオマーカーが臓器システム、臓
器、または臓器の部分に特化しているため、私た
ちはすべてをマッピングして理解する必要がある
と感じました。

• 歯、椎骨、神経、脳などを一般的に見るため
の12の美しく作成されたマップやズームイン

• BioCoherenceのコア機能の1つは、バイオマー
カー間のリンクである3次情報です。各マップ
は、マップ上の臓器間のリンクを美しくハイ
ライトし、他のマップの臓器へのリンクを1ク
リックで表示します。

• 視覚的なリンクと2つの列により、他の臓器と
のエネルギー関係（受け取る、または送る）
を即座に評価できます。

• 左側のセレクターには、このマップ上のすべ
ての臓器とそのバイオマーカー評価がリストされています。

モジュールの開き方
「体」をクリックし、その後「臓器」を選択すると、モジュールが開き、体の一般的な概要が表示されます。この概要
には、主要な臓器、主要なホルモン、運動器系の主要な部分、血液、細胞などの最も重要なバイオマーカーの選択が含
まれています。
臓器をクリックするか、メニューリストから選択すると、その臓器が白いハローに囲まれ、他の臓器との主なリンクが
この画面に表示されます（選択された臓器からエネルギーを受け取る場合は赤で円が描かれ、エネルギーを送る場合は
緑で円が描かれます）。
他の体のマップに詳細がある臓器とのリンクが存在する場合、それらは黒い背景にそのマップの名前で識別されます。
それをクリックすると、その詳細なマップが開きます。

2.1.注目すべき原因：エネルギー

すぐに最もエネルギーのある部分と最もエネルギーのない部分を強調します

3.1. モジュールの概要
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各 ボディマップには、エネルギー、エントロピ
ー、コヒーレンスのサブメニューがあり、マップ
メニューとパーツメニューの下にあります。

• エネルギー モジュールは、このマップの最も
エネルギーの少ない要素と最もエネルギーの
多い要素を表示し、それらの関係リンクも示
します。リストの下にある ボタンと-ボタンを
クリックすることで要素の数を変更でき、任
意のバイオマーカーをクリックするとその情
報が表示されます。

2.2.注目すべき原因：エントロ
ピー

直ちに最も興奮している部分と最も静止している部分を強調表示します

各 体のマップには、エネルギー、エントロピー、
コヒーレンスのサブメニューがあり、マップメニ
ューとパーツメニューの下にあります。

• このエントロピー モジュールは、このマップ
の最も動揺した要素と最も静的な要素を表示
し、それらの関係リンクを示します。リスト
の下にある および-ボタンをクリックすること
で要素の数を変更でき、任意のバイオマーカ
ーをクリックしてその情報を表示できます。

2.3.著名なシステム：コヒーレ
ンス

すぐに最も共鳴しているシステムをハイライトします。

各 ボディ マップには、エネルギー、エントロピ
ー、コヒーレンスのサブメニューがあり、マップ
メニューやパーツメニューの下にあります。

• このコヒーレンスモジュールは、最も位相が
一致しているシステム、共鳴しているシステ
ム、およびそれらの関係リンクを表示しま
す。任意のバイオマーカーをクリックする
と、その情報が表示されます。

3.1. モジュールの概要
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2.4.脳
脳の構成要素とそれに関連するホルモンのリンク
がここでグラフィック的に強調されています。ま
た、エネルギー的な観点から最も注目すべきも
の、よりまたは少し興奮しているもの、そしてコ
ヒーレンスにあるものを表示することも可能で
す。
この地図には、目とその構成要素も追加しまし
た。

2.5.心血管系
心血管系の要素間のリンクはここにグラフィカル
に強調表示されており、エネルギー的な観点から
最も顕著なもの、最もまたは最も不安定なもの、
そして調和の取れたものを表示することも可能で
す。心血管系の解剖学的ボードには、心臓とその
すべての詳細、血液系（静脈、動脈... 循環と血圧
の交感神経制御を含む）、血液（血漿、ヘモグロ
ビン）およびホルモン（アドレナリンとノルアド
レナリン）が含まれています。

2.6.消化器系
消化器系の要素間のリンクは、口から肛門までこ
こでグラフィック的に強調表示されています。ま
た、エネルギー的な観点から最も顕著なもの、最
もまたは最も静かなもの、そしてコヒーレンスに
あるものを表示することも可能です。

3.1. モジュールの概要
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2.7.膜
膜の解剖学的配置は少し異常です。私たちはこれ
らの大きな空洞間の共鳴リンクを強調したいと考
えました。実際、これらは全体的なバランスにお
いて重要な部分であり、ホリスティックな観点か
らは通常あまり考慮されていません。これらは半
グローバルな読み取りレベルを提供し、プロロジ
カルな解釈の観点からも重要です。

2.8.椎骨
ここでは椎骨間のリンクがグラフィカルに強調表
示されています。また、エネルギーの観点から最
も注目すべきリンク、より活発または静かなリン
ク、そして調和の取れたリンクを表示することも
可能です。

2.9.神経系
神経系の要素間のリンクはここでグラフィカルに
強調されており、エネルギー的な観点から最も注
目すべきもの、よりまたは少し興奮したもの、そ
してコヒーレンスの中にあるものを表示すること
も可能です。神経系には脳と脳の詳細、神経と特
定の神経の詳細、そして脊髄にリンクされた神経
が含まれます。

3.1. モジュールの概要
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2.10.歯
歯と歯茎のリンクはここでグラフィカルに強調表
示されており、最もエネルギー的に重要な歯、よ
りまたは少し動揺している歯、そして調和のとれ
ている歯を表示することも可能です。

2.11.運動器系
筋骨格系（骨、筋肉、さらにはホルモンやいくつ
かの臓器）の要素間のリンクがここでグラフィカ
ルに強調されています。また、エネルギー的な観
点から最も注目すべきもの、最も活発または静的
なもの、そして調和しているものを表示すること
もできます。
各解剖学的プレートで行った選択は、要素間の関
連性を強調するように設計されています。この画
面では、脊椎、骨髄、骨格、軟骨、筋肉、筋膜、
カルシウム代謝の部分に加えて、副甲状腺、
hdh、ノルアドレナリン、髪、皮膚、歯などの興
味深いホルモンや臓器を追加しました。

2.12.呼吸器系
呼吸器系の要素間のリンクはここでグラフィカル
に強調されています。また、エネルギー的な観点
から最も顕著なもの、より活発なもの、そしてコ
ヒーレンスのあるものを表示することも可能で
す。この画面では、前頭洞、聴覚管、そして心臓
も見られます。

3.1. モジュールの概要
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2.13.女性生殖器
女性生殖器および関連する臓器（腎臓、膀胱、仙
骨、副腎、および関連ホルモンであるプレグネノ
ロンなど）間のリンクはここにグラフィカルに強
調表示されています。また、エネルギー的な観点
から最も顕著なもの、より活発または静かなも
の、そしてコヒーレンスを持つものを表示するこ
とも可能です。

2.14.男性生殖器
男性生殖器と関連する臓器（腎臓、膀胱、仙骨、
副腎、さらにはテストステロン、DHEA、HGHな
どの関連ホルモン）との関係はここでグラフィッ
クに強調されています。また、エネルギー的な観
点から最も顕著なものを表示し、より多かれ少な
かれ興奮しているもの、そしてコヒーレンスのあ
るものを表示することも可能です。

3.1. モジュールの概要
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3.スキャン: TCM 経絡、ポイント、レシピ
経絡、鍼灸ポイント、中医学レシピ

マスターズ オブ ザ エネルギー エバリュエーショ
ンシンス 5000イヤーズ、トラディショナルチャ
イニーズ メディスン イズ エクステンシブリー ユ
ーズド アンド ドラマティカリー エクステンデッ
ド イン BioCoherence.

• 経絡 は 12 または 20 パーツで表示されます。
体の主要なエネルギーチャネル、 グラフは彼
らのリンクと地図は彼らのパスを示していま
す。

• 鍼灸ポイント は 地図上で動的にアニメーショ
ンされています。 私たちの独自のアルゴリズ
ムによって 350 以上のポイントが計算されて
います。

• レシピ は エネルギーの問題に対処するための
伝統的な方法で、 TCMの方法です。 私たちは
この原則を劇的に拡張し、エネルギー、エントロピー、および数百のレシピのコヒーレンスを計算して、現在の評
価におけるそれらの有用性を評価し、したがってそれらの可能な必要性を示しています。診断の問題に役立つ評価
の形です。

3.1.膀胱経絡とリンク

経絡をクリックして情報を取得します。

経絡をクリックすると、グラフには他の経絡との
関係が表示され、バイオマーカーにはその主な特
性が示され、他の経絡とのリンク（受け取る、ま
たは送る）が表示されます。

• 左側のメニューで経絡を閲覧でき、ドロップ
ダウンメニューでそれらのバイオマーカーを
持つすべての経絡を表示できます。

3.2.エネルギーによる経絡と一
般的な関連問題

一回のクリックでエネルギーの最良と最悪を特定する

3.1. モジュールの概要
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エネルギーのメニューは、最もエネルギーが強い
経絡と最もエネルギーが弱い経絡を直接表示し、
問題を特定するのに役立ちます。

• 経絡をクリックすると、経絡の現在のエネル
ギー状態に関連する追加の結論が表示され、
他の経絡の状態と関連付けられる可能性のあ
る条件が表示されます（TCMの知識に基づ
く）。

3.3. TCM ポイント

350以上のポイントが計算されます

The ポイント モジュールは、TCMの鍼灸ポイント
を表示します。

• 経絡をクリックすると、この経絡内のすべて
のポイントと、経絡の重要なポイントに関す
る伝統的な情報が表示されます。

• ポイントをクリックすると、そのバイオマー
カーを見ることができます。

3.4. TCMレシピ、コヒーレンス
による

コヒーレンスは、完全に位相が一致しているレシピを見る方法です。

私たちは、鍼灸のレシピを逆エンジニアリングし
て、評価ツールにしました。

• 「Coherence」をクリックすると、すべてのポ
イントが完全に同調しているレシピ（つま
り、それらのポイントが共鳴し合い、単一の
ポイントのように一緒に動いている状態）が
表示されます。レシピをクリックすると、地
図上のポイントを見ることができ、道順を取
得できます。優先順位に追加されると、その
レシピはバランス部分で使用され、効果を再
調整するのに役立ちます。

3.1. モジュールの概要
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4.スキャン: エネルギーモジュール
エネルギーレベルで評価するために必要なすべてのもの

これらのグラフは、チャクラ、時計、平面、運動
量、原子、影響、そして生物のような情報を見る
ことを可能にします。

4.1.アーユルヴェーダ：ドーシ
ャとサブドーシャ

身体のエネルギーのアーユルヴェーダ評価。

アーユルヴェーダの実践者は、身体のエネルギー
体質とどのように働くかを知っています。3つの
主要な体質は、ヴァータ、ピッタ、カパであり、
それぞれに5つのサブドーシャがあります。
BioCoherence分析では、時間カーソルを動かす
と、各ドーシャとサブドーシャの動きを見ること
ができます。これらのシステムはすべて動的で
す。彼らの動き方は、私たちの評価の一部です。

4.2.エネルギーグラフ：チャク
ラ、プレーン、時計、モーメン
ト

身体の主なエネルギー源

これらの4つのグラフは、身体の主要な機能の適
切なエネルギー評価を可能にします。

• チャクラは、7または12のチャクラ、全体のオ
ーラ、およびそれらの間の関係を示すことが
できます。

• 平面は、身体の主要なエネルギー均衡を強調
します：水平、垂直、軸方向の平面が示さ
れ、深い地球の場との関係と天の場とのリン
クが示されています。

• 時計は、経絡とその主要な機能時間との関係
を示し、適切な時間の整合性を評価するため
の記録時間が含まれています。

3.1. モジュールの概要

30



• モメンタムは、3つの主要な慣性とその構成要素を示すために作成したグラフです：制約のあるもの、均衡を取る
もの、そして動きを助けるもの。

4.3.エネルギーグラフ：微小世界

非常に小さいですが、非常に便利です

この 3 つのグラフは、グローバルシステムに影響
を与える可能性のある微量元素を示しています。

• 原子は、周期表と元素間の共鳴を示していま
す。

• 影響は、TCM 5元素の星であり、それぞれの
建設的または破壊的な影響が計算され、矢印
を通じて強調表示されています。

• 生物は、200の外部生物（ウイルス、バクテリ
ア、真菌、寄生虫）の評価とそれぞれのリン
クを示しています。

3.1. モジュールの概要
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5.スキャン：マインドモジュール
心、精神、そして影がこのモジュールの焦点です。

300以上のバイオマーカーが私たちの思考の中で
起こっていることに専念している中で、Mindモジ
ュールはそれらの読み取りを便利な方法で整理す
ることを目的としています。

• Mindは、人格、集中、および脳波に関するも
のです。

• Personalityは、ユングの人格タイプ（後にマイ
ヤーズ・ブリッグスまたはMBTIとして普及）を
再構築します。この画面のために、私たちは
人格評価で発見した4つの軸に基づいたユニー
クで新しい論理的ビジュアライゼーションを
作成しました。

• Focusは、従来のHRV学術指標と、建設的/破
壊的バランスビジュアライザーを再編成しま
す。

• Brainwaves? はい、私たちのセンサーは心臓だ
けでなく、全身の電気を最大64Hzまで読み取
ることができます。私たちは、脳波の特定の情報を抽出して、心の最も活発な集中状態を把握するためのアルゴリ
ズムを設計しました。

5.1.シャドウモジュール

感情、傷、そして衝動

影、または潜在意識は、私たちの行動において不
可欠な部分です。

• 感情は、ECGの主要なリズムから抽出されま
す。

• 傷は、TCMの影響に関連しています。5つの傷
（または元々設計された8つの傷）は、30年以
上にわたり一般的に使用されています。
BioCoherenceでは、それぞれの建設的または破
壊的な関係を追加することで、その意味を拡
張します。

• ドライブは、感情を意味のある方法で整理す
るまったく新しい方法です。

5.2.シャドウ: ドライブ

感情を整理する新しい方法。

3.1. モジュールの概要
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Drives は、28の対立するグループに意味のある方
法で感情を整理する全く新しい方法です。これら
は、3つの主要なグループ（ME Inside、ME

Outside、OTHERS）にきれいに配置され、それぞ
れが3つのサブグループ（Emotion、Feeling、
Action）で構成されています。

• ME inside は、私の内面的な機能に関する感情
に対処します。

• ME Outside は、私の内面的な働きと周囲で起
こることに関連する感情に対処します。

• OTHERS は、周囲の他の人々に関連する感情
に対処します。

• Emotionは、それらの起源の根源です。
• Feeling は、それらをどのように解釈するかで
す。

• Actionは、それらをどう扱うかです。

瞑想技術（観察的思考など）を使用することで、発生する感情の明確化とその影響をよりよく理解できます。
感情間の共鳴リンクは、グラフをクリックすると表示され、何が起こっているのかを理解するのに役立ちます。

5.3.スピリットモジュール

音楽とスケールの調整

精神は、私たちの中で空間と時間を超越する部分
です。

• 音楽は、ECGの主要周波数の読み取りであ
り、多くの音楽理論と結びついています。音
階と主要和音は、短期（1小節）、中期（2小
節）、長期（3小節）、および非常に長期（4

小節）で計算されます。それらは、あなたが
いる場所から、行ける場所へ音楽的に連れて
行くためのカスタム瞑想を構築する際に使用
されます。

• アライメントは、ダン・ウィンターの方程式と
エルフィ整数値2に基づいています。

• アライメントの中で、集中コヒーレンスは、
ダンが言うように、「リアルハートコヒーレ
ンス」です：これは、セプストラム（2次FFT）を通じて焦点の量を計算します。つまり、ECGに見つかったグロー
バル周波数がどれだけ音楽的に調和し、位相が一致しているかを計算します。

• アライメントの中で、リアルハートコヒーレンスは、同様の計算を行いますが、それはそれらの間の黄金比の倍数
である周波数に対して行われます。

•
• アライメントの中で、埋め込まれたインプルージョン%は、整数エルフィ値に近い周波数の部分を示し、現在最良
のエネルギーインプルージョンサイクルに埋め込まれているエネルギーの量を示します。

2. https://elfie.link

3.1. モジュールの概要
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6.バランスモジュール
優先事項、リソース、レポート、ガイド付き瞑想。

バランスは、最大の品質を達成するためのツール
のコレクションです。

• 優先事項は、今注意が必要なことです。
• リソースは、信頼性を持って構築できるもの
です。

• レポートは、分析のすべての重要な部分のた
めのPDF文書です。

• バランスは、ガイド付き瞑想、周波数、バイ
ノーラルビート、再評価の生成であり、すべ
てはバイオフィードバックを介してリアルタ
イムで最適化されています。

6.1.リソース

リソースの力：それらはすでにあなたのものであり、すでに助けるために利用可能です

リソースはこの記録の主要な柱であり、主要なエ
ネルギードライバーです。バランスモジュール
は、関連する周波数、バイノーラルビート、オー
ディオガイダンスの声を選択するために主にリソ
ースに基づいて構築されており、優先事項の作業
を開始する前にエネルギーを蓄積します。

• リソースは自動的に特定されますが、必要に
応じて変更できます。リソースを変更するに
は、それをクリックし、このカテゴリーで最
も重要な別のリソースを選択します。

6.2.優先事項

何に注意が必要ですか。

3.1. モジュールの概要
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優先順位は、注意が必要なバイオマーカーです。
記録後に自動的に計算されますが、優先順位を追
加または削除するのはユーザーの自由です。

• 優先順位は、任意のバイオマーカーのフラワ
ー、任意のページ、または優先順位モジュー
ルから追加または削除できます。 ボタンをク
リックするだけです！

• 優先順位の下にあるコメントボタンは、ユー
ザーが任意のテキストを追加できるようにし
ます。

• バイオマーカーに関連する追加の優先順位の
リストを表示する追加ボタンがあります。必要に応じて、臓器、経絡、経穴、漢方レシピ、チャクラ、ドライブ、
運動...から選択できます。

6.3. PDFレポート

すべての重要な情報をPDFとして1クリックでエクスポート

PDFレポートは、1回のクリックで印刷、保存、ま
たは送信できます。内容は以下の通りです：

• クライアント情報
• 記録情報
• 注釈
• パーツとセッション
• リソースと優先事項
• 主要経絡（エネルギー、エントロピー、一貫
性）

• 主要臓器（エネルギー、エントロピー、一貫
性）

• 主要MTCレシピ（エネルギー、エントロピ
ー、一貫性）

プロによってカスタマイズ可能です。

6.4.バランス：カスタム瞑想

今こそ行動を起こす時です。

3.1. モジュールの概要
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バランスはカスタム瞑想を作成するための全体モ
ジュールです。

• ユーザーは、自分に関連するスタイルを選択
でき、これにより異なるガイド付き瞑想シリ
ーズからカードが選ばれます。

• 新しい瞑想の前に毎日再評価することが推奨
されます：すべてのバイオマーカーは進化
し、瞑想はそれに応じて再計算されます。

• 主要なパラメータ（ダイブ速度、個性、音
楽、リソース）は、計算されたバイオマーカ
ーの主な特徴から計算されます。音楽は、ユ
ーザーの現在のメロディとコードから、望ま
しい状態へ、和音の進行で生成されます。

• 優先順位は、ユーザーの周りを周回する惑星として表示され、瞑想がそれらに近づくように、ますます遠くへと離
れていきます。

• 追加のツールは、タイムクリスタルメルターで、これは整数時間-エルフィー値の周りで計算され、適切な瞬間にユ
ーザーに決定と進行中の作業を思い出させます。特定の時間ノードで自分自身のためのマイクロ瞑想、5秒から30

秒のことを考えてください。目標は、習慣のタイムクリスタルを溶解し、21日間で全体のシステムを再プログラム
することです。

•

3.1. モジュールの概要
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7.テストモジュール
バイオフィードバックを使用して、任意の情報のリアルタイム評価を取得する

テストはあらゆる種類の情報を評価するためのユ
ニークな方法です。

• リアルタイムでのバイオフィードバックを使
用して、テストは 互換性の個別評価です。

• テストは要素のリストで構成されています。
各要素はスキャンから事前に計算され、体の
反応に対してライブでテストされます。

7.1.ライブ評価後のテストリスト
ライブ評価の後、リストに表示される2つの情報
を確認できます。1つは、自動事前評価（該当す
る場合）で、これはバイオマーカーのニーズと各
リスト要素の明示された効果に基づいています。
もう1つは、テスト中の生体反応に基づくバイオ
フィードバック応答で、サムズアップまたはダウ
ンの形で示されます。

7.2. A テストリスト
A test is made of a list of elements to be evaluated and
ordered.

7.3.テストリスト

検索、編集、共有、テストの選択

3.1. モジュールの概要
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Testsは、作成者がリストを作成し共有できるオー
プンプラットフォームです。キーワード、作成
者、またはテストタイプで検索したり、既存のテ
ストを複製して自分のものを作成したり、現在の
レポートのすべてのテスト結果をワンクリックで
表示したりできます。

7.4.テスト：バイオフィードバ
ックライブ評価
テストを開始すると、情報がユーザーに送信さ
れ、身体的な応答が評価されます。

7.5.テスト: 編集
誰でもプロは、自分自身のためにテストを作成し
たり、後で共有するためのテストを作成すること
ができます。テストリストの各要素について、バ
イオマーカーに対する自動評価のアクションを指
定したり、バイオフィードバック評価のために任
意の情報を追加したりできます。

3.1. モジュールの概要

38



8.モジュールを理解する
このモジュールの下にスキャン結果が表示されます。

異なるスキャン章を確認して、詳細を取得してく
ださい。

3.1. モジュールの概要
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3.2.
詳細ガイド

このマニュアルでは、アプリケーションのすべての側面をカバーしており、各章にはスクリーンショットやビデオが掲
載されているため、最適な使用方法を理解するのに役立ちます。

ビデオやフォーラムに章ごとにアクセスするには、biocoherence.net/tutorials にアクセスしてください。

3.2.詳細ガイド
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9.紹介
このガイドの一般的なプレゼンテーション

この紹介では、既存のレポートを開く方法、HealthからECGをインポートする方法、またはSensorを使って新しいレポ
ートを作成する方法について見ていきます。また、アプリケーションの初期コンセプトについても見ていきます。

9.1.ソフトウェアインターフェースの概要

コンピュータ、タブレット、またはスマートフォン上のインターフェース; フォーラム、コンテキストに応じたマ
ニュアルアクセスおよびコンテキストに応じたヘルプリクエスト。

記録後にレポートを開くと、データを効率的にナビゲートし分析するためのいくつかの
インターフェース要素があります。

インターフェースの上部には、レポートのさまざまな部分へのアクセスを提供するメニ
ューがあります。ナビゲーションバーを使用すると、記録内を移動できます。メインメ
ニューは、いくつかのセクションに分かれています。要約に戻るには、提供されたボタ
ンをクリックするだけです。

主なセクションは次のとおりです：

• スキャン分析：このセクションでは、身体、エネルギー、バイオマーカー技術分
析、マインド分析、記録を通じた進行など、さまざまな画面が表示されます。

• テスト：現在、このセクションには1つのエントリしかありませんが、さらに多くの
オプションが追加される予定です。リストテスト、周波数テスト、ライブテストが
含まれます。

• センサー接続：バッテリーアイコンをクリックすると、センサーへのBluetooth接続を開始し、直接録音を開始でき
ます。

記録内のナビゲーションは、コンピューターの画面の上部または電話の画面の下部にあり、画面サイズによって異なり
ます。セッション前、セッション後などのセクション間をナビゲートでき、特定のクライアントに対して実行されたす
べてのアクションを確認できます。インターフェースは、詳細なリアルタイム分析のためのビートごとのナビゲーショ
ンも可能にします。

レポートの保存には、顧客情報、レポートタイトル、クラウドにレポートを保存する能力が含まれます。これにより、
複数のデバイスからのアクセスが可能になり、データがローカルコンピュータから安全に保護されます。録音が誤った
プロファイルで開始された場合は、クライアントを変更することもできます。

インターフェースの上部にある一般メニューは、いくつかのオプションを提供します：

• ホームページに戻る
• テストリストの編集
• コンタクト管理
• 連絡先詳細およびアカウントの修正
• サブスクリプションの変更
• アプリケーションデータの更新
• Elfie計算機の使用

3.2.詳細ガイド
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最近のニュースやヘルプリクエストオプションは、すべてのページからアクセス可能です。技術的な問題が発生した場
合は、「意見と提案」を入力したり、質問をしたり、スクリーンショットを添付してサポートリクエストを送信するこ
とができます。

ヘルプリクエスト、フォーラム、オンラインマニュアル

アプリケーションは、各項目の文脈に応じたヘルプや統合ビデオも提供しています。疑問符のシンボル（？）が表示さ
れた場合、それをクリックすると小さなヘルプテキストが開きます。このテキストは、動画やマニュアルページへのア
クセスを提供する場合があります。また、共同フォーラムへのアクセスも提供します。特定の問題がない場合や、この
時点でコメントをしたい場合、または実務者間での明確化が必要な場合は、疑問符をクリックしてこの共同フォーラム
を開くことができます。そこで質問をしたり、他のユーザーの質問に回答したりできます。

「アドバイスと提案」機能を使用してヘルプをリクエストする

「お知らせと提案」機能は、インターフェースの任意のページからアクセス可能で、技術的な問題が発生した場合にヘ
ルプを要求することができます。効果的に使用する方法は次のとおりです：

1. 右上隅のメニューを開き、「お知らせと提案」メニューにアクセスします。
2. テキストボックスに質問や問題を記入します。
3. システムが知識ベースを検索し、質問に対する回答を探します。
4. 回答が見つかれば、画面に直接表示されます。
5. 回答が見つからない場合は、サポートリクエストを送信できます。

サポートリクエストを送信するには、2つのオプションがあります：

• スクリーンショットを取る：これにより、画面上で何が起こっているかをよりよく理解できます。スクリーンショ
ットを取ったら、上部のツールを使用して画像に注釈を付けることができます。たとえば、問題のある領域を円で
囲み、説明的な吹き出しを追加できます。

• チケットを書く：スクリーンショットを取ることなく、問題の説明を単に記述することもできます。

スクリーンショットに注釈を付けたり、説明を記述したりした後：

• 「検証」をクリックします。
• 必要に応じて、最初の検索を明確にするために少しテキストを追加します。
• メッセージを送信します。

リクエストは、その後、サポートチームができるだけ効果的に支援できるように、必要な情報をすべて含むチケットに
変換されます。特定の質問や解決すべき問題がある場合は、常に「アドバイスと提案」メニューを使用してください。

リクエストのフォローアップ
「アドバイスと提案」メニュー内には、3番目のボタン「チケットを追跡」があり、すべての現在のリクエストを表示
し、情報を追加したり、私たちの返信を表示したりできます。

ホームページに戻る

ホームページに戻ると、最後に開いたレポートが表示され、迅速にアクセスできます。インターフェースには、スキャ
ン分析、ライブテスト、スキャン結論、結果を共有する機能など、重要なセクションが含まれています。

インターフェースは、スムーズなナビゲーションと、記録を分析し共有するための包括的なツールを提供するように設
計されています。

3.2.詳細ガイド
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9.2.レポートを開く

アプリを発見する

はじめに

この章は、スマートフォンとコンピュータで利用可能なBioCoherenceアプリケーション
に捧げられています。このアプリケーションを使用することで、さまざまなバイオマー
カーを追跡・分析し、心身のバランスを向上させることができます。

ホーム画面

アプリケーションを開くと、ホーム画面に移動します。新しい測定を開始するか、サン
プルレポートを開くかの2つの選択肢があります。最初にサンプルレポートを開いてイン
ターフェースに慣れることをお勧めします。このホーム画面には、さまざまな情報を提
供するメニューもあり、次のセクションで詳しく説明します。

サンプルレポート

サンプルレポートを開くと、計算がすぐに始まることに気づきます。これにより、以下のセクションに分かれたメイン
メニューに移動します。

• バランシング: 優先事項、リソース
• レポート: PDFレポート、ガイド付き瞑想
• 詳細分析: バイオマーカー、エネルギー、身体、心、進行状況

コンピュータアプリケーション

コンピュータアプリケーションはスマートフォンと似た体験を提供し、ナビゲートするためのスペースが広くなってい
ます。メニューやセクションは同じですが、ディスプレイは大きな画面に最適化されています。

ナビゲーション

スマートフォンやコンピュータを使用している場合、画面の上部または下部にナビゲーションエリアが用意されていま
す。これにより、セクション間を移動でき、特にワークアウト前後の記録を比較したり、特定の期間にわたる日々の進
行状況を追跡したりできます。記録を戻したり進めたりするには、「再生」を押して記録をナビゲートします。

バイオマーカー分析

「バイオマーカー」セクションを選択すると、脈波などのデータを調べることができます。この分析は、マーカーの種
類や記録時間によって異なる場合があります。コンピュータでは、「テスト」や「進行状況」といった追加のタブが利
用可能で、セッションの進行に伴うバイオマーカーの進化を詳細に確認できます。

結論

この章では、BioCoherenceアプリケーションの一般的な概要を提供しました。各画面や機能についてさらに深く理解す
るために、補足的なビデオをご覧いただくことをお勧めします。

3.2.詳細ガイド
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9.3.センサーでの録音

BioCoherenceを使用してクリーンなECG記録を作成するためのいくつかの方法がありま
す。ホームページから新しい記録を開始し、「記録」をクリックすることから始めるこ
とができます。もう一つのオプションは、「進行状況」ページから開始するか、画面の
上部にあるバッテリーアイコンをクリックすることです。これらのアクションは、自動
的にアプリケーションをBluetoothセンサーに接続し、記録を開始します。

記録中は、期待される結果を示すアニメーションが表示されます。ただし、このアニメ
ーションは測定値とリアルタイムで更新されません。データは記録の終了時に計算され
ます。アニメーションは、良好な記録を取得するために必要な時間を過ごすのを助けま
す。理想的には、少なくとも2分間はかかります。

画面の上部には「エネルギー」、「活動」、「リンク」とラベル付けされた3つのスラ
イダーがあり、徐々に満たされます。これらのカーソルは、収集された情報がすべての
必要な変数を計算するのに十分であることを保証するために完全に満たされる必要があります。これらのカーソルが
100％に達すると、記録は十分と見なされます。

記録の品質を確保するために、各センサーに親指を置いてください。信号の質が良くない場合は、電極ジェルを使用す
るか、指を少し湿らせてください。信号の質は自動的に評価されます。たとえば、指を外すと、記録はすぐに停止しま
す。指を戻すと、再接続には約1秒かかりますが、再キャリブレーションが必要になる場合があります。

十分な圧力をかけずに動いたり急な動きをしたりすると、画面が赤い背景に変わり、データが考慮されていないことを
示します。デバイスは再キャリブレーションを待機し、緑の点が戻り赤い背景が消えることで示されます。その後、良
好な品質のデータの記録を再開します。

カーソルが100％満たされたら、「停止」をクリックしてください。アプリケーションはその後、すべてのデータを計
算し、スキャン記録のさまざまな主要章を確認できるようになります。

9.4.顧客管理

概説

BioCoherence Proは、無制限の顧客とネットワークを構築でき、各顧客は自分専用のア
プリケーションを介して接続できます。この章では、顧客との情報の管理と共有に関す
る手順をガイドします。

顧客選択

顧客を選択する必要があるすべてのページでは、この選択を行うためのボタンが右上隅
にあります。顧客を見つけるには、検索フィールドにその顧客の名前を入力するだけで
す。システムは、対応する顧客と各顧客の利用可能な記録の数を表示します。

記録管理

顧客を選択すると、その顧客の利用可能な記録が表示されます。記録は異なるピクトグラムで識別できます：

• ピクトグラムは、その記録がローカルコンピュータに保存されていることを示します。
• 別のピクトグラムは、記録がクラウドにあることを示します。
• 3番目のピクトグラムは、顧客がこの記録にアクセスできることを示します。

3.2.詳細ガイド
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レポートの共有

レポートを開くと、顧客とアクセスを共有したいかどうかを選択できます。ホームページには、性別、メールアドレ
ス、写真など、顧客の情報を変更するためのボタンがあります。この情報は、性器やチャクラに特有の視覚化にとって
重要です。

招待状の送信

顧客に招待状を送信するには、彼らのメールアドレスを入力し、「メールを送信」をクリックします。また、招待リン
クやテキストをSMS、WhatsApp、またはデバイスで利用可能な他のアプリケーションを介して共有することもできま
す。メッセージは、言語をフラグセレクターで変更することで、英語またはフランス語で送信できます。

これらの機能を使用することで、BioCoherence Pro上で顧客との情報を簡単に管理および共有し、効率的かつ安全なコ
ミュニケーションを確保できます。

BioCoherenceにおけるユーザーおよびクライアント管理の詳細

BioCoherenceアプリは、ユーザーが自分のプロフィールとクライアントのプロフィールを管理できる包括的なユーザー
およびクライアント管理機能を提供します。このセクションでは、アプリ内でユーザーとクライアントを管理するため
の機能、つまり新しい連絡先の作成、ユーザー間の切り替え、ユーザーデータの管理について詳しく説明します。

現在のユーザー表示

• ユーザー表示: 現在のユーザーは、アプリインターフェースのホーム画面の上部に表示されます。これがあなた
（主要ユーザー）であるか、任意のクライアントまたは連絡先である可能性があります。

• プライバシー機能: ユーザーは、ぼかしアイコンをクリックすることで、すべての名前と写真をぼかすことがで
き、他の人が画面を見ている場合でもプライバシーを確保します。

ユーザー分析

• 分析表示: 「分析を開く」または「すべての分析を見る」をクリックすると、現在のユーザーに関連する分析のみ
が表示されます。

• ユーザーの切り替え: ユーザーを切り替えるには、二つの矢印アイコンをクリックしてユーザーディレクトリにア
クセスします。主要ユーザーは常にこのリストの最上部に表示されます。

ユーザーディレクトリ

• ユーザーディレクトリへのアクセス: 二つの矢印アイコンをクリックしてユーザーディレクトリを開きます。
• ユーザーの検索: ページの下部にある検索アイコン（虫眼鏡）を使用して、キーワードを入力してユーザーをフィ
ルタリングします。

• 新しい連絡先の作成: メニューを介して連絡先リストにアクセスし、「新しい連絡先を作成」をクリックして新し
いユーザーを追加します。正確な画面表示のために性別を指定します。招待する場合やレポートを共有する場合
は、メールアドレスを追加します。また、彼らのアプリでレポートにアクセスできるようにします。

連絡先管理

• 連絡先の編集: 現在の連絡先の詳細（名前、メールアドレス、性別を含む）を編集します。性別の選択は、特に性
別特有の分析に対する画面表示に影響します。

• メール統合: メールを追加すると、PDFレポートを直接送信でき、ユーザーのサーバー上にアカウントが作成されま
す。

• 追加情報: オプションのフィールドには、生年月日、体重、個人的なメモが含まれます。生年月日は現在の計算に
は使用されていませんが、将来的には生物学的年齢比較などの機能に使用される予定です。

3.2.詳細ガイド
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ユーザーファイル管理

• ファイル保存: 分析はユーザーファイルに保存されます。混乱を避けるために、分析が正しいユーザーの下に保存
されていることを確認してください。異なるユーザーの下で記録を開始した場合など、間違いがあった場合は、こ
の段階でユーザーを変更できます。

• クラウドアップロード: 分析は共有するためにクラウドにアップロードできます。これは、クライアントとのアク
セスを共有するために必要です。

ユーザーの招待と共有

• ユーザーの招待: ユーザーにメールやテキストで招待を送信し、彼らがレポートにアクセスし、アプリを使用でき
るようにします。

• レポートの共有: クライアントとPDFレポートを共有します。レポートは、含めるセクションを選択することでカス
タマイズできます。

デバイスの互換性と更新

• デバイスの互換性: アプリはさまざまなプラットフォームと互換性があり、機能を向上させるために定期的に更新
がリリースされます。

• アプリの更新: ユーザーは、最新の機能と修正を確保するために定期的に更新を確認する必要があります。

追加機能

• マルチビュー分析: 複数の変数をリアルタイムで記録間で比較します。研究や詳細な分析に役立ちます。特定の連
絡先の履歴を表示し、比較できます。

• Apple Health統合: Apple Healthからの記録をインポートします。デバイス上のインポートは、主要ユーザーのApple

Healthアカウントからのものです。自分のApple Watchで記録を行った場合、そのデバイスからのみインポートでき
ます。したがって、クライアントのApple Watchで記録が行われた場合、インポートは彼のデバイスで、彼のアプリ
と彼のログインを使用して行う必要があります。彼はその後、あなたと共有できます。

プライバシーとデータ管理

• ローカルデータストレージ: すべての計算およびデータはデバイス上にローカルで保存されます。クラウドストレ
ージはオプションであり、共有目的でのみ使用されます。

• データセキュリティ: アプリはインターネットアクセスなしで機能でき、データセキュリティとプライバシーを確
保します。

将来の開発

• シンプル版アプリ: 記録、周波数再生、およびレポート読み取りに焦点を当てた簡略化されたバージョンのアプリ
が利用可能になります。

この包括的なガイドは、BioCoherenceアプリにおけるユーザーおよびクライアント管理を通じて、ユーザーが自分のプ
ロフィールとクライアントのプロフィールを効果的に管理できるようにし、全体的なユーザー体験を向上させます。

3.2.詳細ガイド
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9.5.マルチパートレポート

レポートの詳細を調べるには、まず問題のレポートを開きます。その名前をクリックし
て開くと、含まれているさまざまな要素が表示されます。コンピュータの画面の上部、
または電話の下部に、レポートのさまざまなセクションが表示されます。デフォルトで
は、全レコードが表示されますが、たとえば最初または2番目のセクションのみを表示す
ることもできます。

セクションの詳細は、「Progression」タブを介してアクセスできます。このタブは、ホ
ームページインターフェースの中央にもあります。このタブは、記録の過程におけるさ
まざまな変数の進化を示します。たとえば、5分間隔で記録されたものや、4分30秒のも
の、40秒および20秒などさまざまな長さの記録を見ることができます。

これらの記録にコメントを追加することも可能です。この機能により、セッションの開
始と終了を文書化したり、特定のアクションに注釈を付けて、セッションの過程におけ
るマーカーの進化を観察することができます。

さまざまな記録は直接アクセス可能であり、バイオマーカーの状態をセクションごとに比較し、モメンタム、チャクラ
などの変化を観察することができます。これらの機能は、レポートの異なるセクションの詳細で比較的なビューを提供
します。

3.2.詳細ガイド
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10.理解する：バイオマーカー
脈波技術分析

これらのスクリーンは、脈波の技術分析を可能にし、周波数と調和の抽出、録音の編集、波の直接分析、バイオマーカ
ーの進化グラフなどを行います...

10.1.バイオマーカーの詳細

イントロダクション

この章では、ユーザーインターフェースにおけるバイオマーカーの詳細を探ります。チ
ャクラの例を取り上げて、それらがどのように機能し、関連情報がどのように表示され
るかを説明しましょう。

チャクラへのアクセス

チャクラに特化したページにアクセスすると、さまざまなチャクラが表示されます。特
定のチャクラをクリックすると、関連するバイオマーカーが画面の右側に表示されま
す。

エネルギーと動揺

最初の重要な要素はエネルギーであり、エネルギーレベルと動揺に応じて評価されるリソースです。画面の左側にはエ
ネルギーが視覚化され、下部には動揺が表示されます。両方の側面は、エネルギーと動揺の状態を表す9つの異なる花
びらで表現されています：

• ここでは、高エネルギーと低動揺はリソースを示します。

追加情報

他の情報も表示されます：

• 注意レベル
• 意図レベル
• 時間の視野（短期、中期、長期）
• 要素の主なサイクル

進化と平均

バイオマーカーの進化をセッションの過程で追跡することが可能で、これには4つの部分があります。例えば、エネル
ギーの変動を観察することができ、上昇と下降のフェーズがあり、全体の平均を評価することができます。

優先順位

各バイオマーカーのページでは、1,400以上の異なるバイオマーカーが提供されています。ボタンを使って、バイオマ
ーカーを優先順位に自動的に追加することができます。「優先順位に追加」をクリックすると、この項目はさらなる治
療（瞑想や再調和周波数など）のためにマークされます。追加と削除のプロセスは簡単なクリックで行えます。

3.2.詳細ガイド
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リンクの質

同じファミリーの要素間のリンク（例：チャクラ）が示されます：

• 繊維の数（リンク）
• 共鳴ポイント
• 拡散の割合（例：リンクされたチャクラの33％）

ダイレクトアクセスボタン

ナビゲーションを容易にするために2つのボタンがあります：

• チャクラへのダイレクトアクセス
• フルスクリーンのバイオマーカー分析ページへのダイレクトアクセス

ヘルプと情報

各ページには疑問符があり、花びらやさまざまな共鳴や調整の意味に関する追加情報を提供します。

要するに、このインターフェースはバイオマーカーの詳細で個別化された管理を可能にし、チャクラや他の関連要素の
分析と最適化を促進します。

バイオマーカーのエネルギーと動揺情報
エネルギー

左側の垂直スケールは、バイオマーカーの平均エネルギーを示します。低い値（下）は低エネルギーバイオマー
カーを示し、高い値（上）は高エネルギーバイオマーカーを示します。いくつかのバイオマーカー（例：鍼灸ポ
イント、感情...）では、エネルギーが負または正であり、全体の均衡に影響を与える可能性があります。この場
合、低エネルギーはスケールの中央で示されています。

動揺
下部の水平スケールは、バイオマーカーの平均動揺を示します。低い値（左）は主に静的なバイオマーカーを示
し、高い値は主に動揺しているバイオマーカーを示します。

バイオマーカーの花びら
8つの花びら（開いた花を含む、すべての花びらが均衡にある）は、バイオマーカーの主なエネルギー/動揺ゾーンを示
します。
静的

低エネルギー、低動揺。これはバイオマーカーにとって可能な限り最低の活動です。通常、慢性の長期的な状態
に関連しています。

低エネルギー
低エネルギー、通常の動揺。このバイオマーカーは低いが機能的な活動を持っています。

緊張
低エネルギー、高動揺。これは苦痛の兆候です。

安定化
通常のエネルギー、低動揺。このバイオマーカーは安定した柱です。

柔軟
通常のエネルギー、通常の動揺。開いた花は最適な機能状態を示します。
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学習
通常のエネルギー、高動揺。これは学習過程を示し、通常は外部情報に反応して行われます。

リソース
高エネルギー、低動揺。これは主なリソースの特徴です。

適応
高エネルギー、通常の動揺。これは通常、外部刺激に反応して行われる適応プロセスを示します。

不安定化
高エネルギー、高動揺。これは急性で解決が難しい状況を示します。

バイオマーカー調整情報
これはバイオマーカーの非線形分析です。
注意

バイオマーカーの管理の強さを示します。

意図
低い値は分散を示します（多くの同時バイオマーカー調整の存在）。高い値は焦点を示します（強く存在するバ
イオマーカーの主要な調整）。負の値は混乱を示します（明確な調整がない）。過剰値は過敏を示します（調整
が強すぎる）。

時間の視野
低い値は短期的な動揺を示します（バイオマーカー調整における短期的な管理が長期よりも多い）。高い値は長
期的なリラックスを示します（バイオマーカー調整における長期的な管理が短期よりも多い）。

バイオマーカー共鳴情報
これは同じグループ内のバイオマーカー間の共鳴の非線形分析です。
スレッド

グループ内の他のバイオマーカーとの共鳴の総数を示します（主要なロープのスレッド数）。

強度
グループ内の他のバイオマーカーとのリンクの総強度を示します（主要なロープの幅）。

リーチ
このバイオマーカーが同じカテゴリの他のマーカーとどのくらいの割合でリンクしているかを示します（主要な
ロープが個々のロープに分かれる）。

リソース
リソースは他のバイオマーカーとの強いリンクです。リソースは、2つのシステム間のエネルギー交換を示しま
す。エネルギー交換の主な方向が示されます（受け取る、または送る）。リソースは、最も強力なリソースから
受け取ったもの、または最もニーズのあるリソースに基づいて最初に順序付けられます。

3.2.詳細ガイド
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10.2.パルス波の編集と検証（生データ記録）

このセクションでは、記録の問題が発生した場合の脈波の編集方法と、生の波形を確認
する方法について見ていきます。始めるには、「バイオマーカー」セクションに移動
し、「脈波」を選択してください。そうすれば、各心拍の波形をポイントごとに見るこ
とができます。このビートごとの可視化は、各波の進化を比較し観察するのに役立ちま
す。

平均波に加えて、私たちが見慣れているものですが、実際の波形はこの平均周辺でしば
しば非常に揺れていることに注意することが重要です。例えば、記録中に問題が発生し
た場合、波の一部が検出されない場合、ソフトウェアは自動的にこのセクションを無効
にします。ただし、考慮に入れるべきだと判断した場合は、このセクションを再度有効
にすることができます。

そのためには、対応するセクションをクリックするだけです。また、単一のクリックで
個々のビートを有効または無効にすることもできます。無効にされたビートは、花の計算やグラフにおいて考慮されな
くなります。

最後に、脈波の下にはRR間隔、PR間隔、QRS間隔などの技術統計のセットがあります。これらのデータは、さらなる
分析に貴重な情報を提供することができます。

10.3.セッションの過程におけるバイオマーカーの変化の監視

バイオマーカーの時間による進化を分析するには、「バイオマーカー」タブにアクセス
し、「セッション」を開いてから「ダイナミクス」を選択します。バイオマーカーの時
間に対する完全な進化が表示されます。

再生モードでは、カーソルをポイントごとに移動させて進化の異なる部分を観察できま
す。画面の下部には、セッションの各部分間の区切りを示すマークがあります。より正
確な分析のためにズームを調整し、セッションの異なる部分（第2、第3など）をナビゲ
ートできます。

イベントは、希望する場所をクリックすることで追加できます。たとえば、注目すべき
アクションを実行した場合、このイベントをマークできます。追加後、イベントは画面
の下部にマークとして表示され、クリックすることで再度アクセスできます。また、イ
ベントを編集して新しい位置を確認することで移動させることもできます。

イベントは、実践の重要な側面を記録するために使用され、さまざまな部分の概要にも表示されます。進化グラフは、
非常に短期（瞬時の進化のための青い背景）、中期、長期、非常に長期のいくつかのセグメントに分かれています。非
常に長期は、より長い期間の平均を提供し、計算には約90回の拍動が必要です。

非常に短期と中期の関係の分析は重要です。時には、非常に短期の曲線が中期の曲線の上または下にあります。曲線が
下にあるときは赤でマークされ、上にあるときは緑でマークされます。これらの指標は、テスト中の瞬時のトレンドを
評価するための重要な情報を提供します。

最後に、情報の統合が「花」の形で提供され、エネルギーと動揺レベルを示します。この概要は、さまざまなセクショ
ンにわたる進化を観察するために部分ごとに分析することもできます。

3.2.詳細ガイド
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10.4.周波数と調和解析

FFTと呼ばれる数学的操作のおかげで、波は周波数に変換され、次にこれらの周波数が分析されてその高調波が見
つかります。

この章では、波形から計算された周波数と調和について見ていきます。私たちはバイオ
マーカーの領域、すなわち技術的なリストの中に留まります。

まず、周波数を開いてください。0 Hzから60 Hzの間に表示されるのが見えます。この表
示の上部には、最も低い周波数、すなわち0.03 Hz未満の非常に低い周波数、低い周波
数、そして0.4 Hz前後の高い周波数があります。これらの周波数範囲には、一般的に非
常に興味深い情報が含まれています。

まず0-3 Hzの範囲を見ますが、他の周波数帯域に関する情報を見つけることも可能で
す。

次に、ハーモニックセクションに進んでください。このセクションでは、周波数に対し
て計算を行い、どれが最も強いかを判断します。ここで得られる情報は、さまざまなバ
イオマーカーにも関連しています。この技術的な分析により、録音をスキャンし、優勢
な周波数を特定することができます。これらの表示では肉眼で関連情報を区別することは難しいですが、アプリケーシ
ョンがバイオマーカーを計算するために使用する基礎の一つです...

FFT（高速フーリエ変換）は、フーリエ変換を迅速かつ効率的に計算するアルゴリズムです。信号処理、スペクトル分
析、データ圧縮で広く使用されています。フーリエ変換は、関数または信号を異なる周波数の正弦波の和に分解する数
学的ツールです。信号を時間領域から周波数領域に変換します。

3.2.詳細ガイド
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10.5.因果連鎖
BioCoherenceにおける因果連鎖機能は、異なるバ
イオマーカー間の相互関係を包括的に分析する方
法を提供し、ユーザーが不均衡の根本原因を特定
し、最も効果的な介入を決定できるようにしま
す。以前の手法とは異なり、同じカテゴリー内の
関係のみを表示していたのではなく（例：他の臓
器に関連する臓器）、因果連鎖はこの分析をすべ
てのバイオマーカーカテゴリー（経絡、チャク
ラ、原子、病原体など）を含めるように拡張しま
す。この機能により、ユーザーは次のことができ
ます：

• 不均衡の根本原因を特定する。
• 互いに共鳴しているバイオマーカーを特定す
る。

• バランスを回復するための最良の補助者を見
つける。

• 調和のためのカスタマイズされた優先リスト
を作成する。

因果連鎖へのアクセス
因果連鎖にアクセスするには：

1. 分析を開き、バイオマーカーセクションに移
動します。

2. 興味のあるバイオマーカー（例：臓器、経
絡、またはドライブ）を選択します。

3. 関係メニューの下にある因果連鎖サブメニューをクリックします。

これにより、選択したバイオマーカーと共鳴しているすべてのバイオマーカーを表示する新しいインターフェースが開
きます。

因果連鎖インターフェースの理解
因果連鎖インターフェースは、相互接続されたバイオマーカーのネットワークマップを表示します。主な要素は次のと
おりです：

1. 中心バイオマーカー

• 選択したバイオマーカーはマップの中心に配置されます。
• それと共鳴している他のすべてのバイオマーカーがその周りに表示されます。
• 周囲の任意のバイオマーカーをクリックすると、それを中心に配置し、その周りで再計算できます。

2. 共鳴バイオマーカー

• 現在中心バイオマーカーと共鳴しているバイオマーカーのみが表示されます。
• これらは臓器、経絡、チャクラ、原子、病原体など、異なるグループに分類されます。グループは画面の下部に表
示されます。グループ名をクリックすると、関連するバイオマーカーが表示されます。各グループは1つまたは2つ
の数字を表示できます：
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• 常に、このグループ内の関連バイオマーカーの数
• ある場合のみ、白い円の中にある数：このグループ内の大きなリンク（最良の補助者）の数。

3. 関係の強さ
バイオマーカー間の各接続は色分けされています：

• 大きなリンク（白、緑、または青）：最強の共鳴を持ち、最も助ける能力がある最良の補助者（エネルギー、興
奮、質の最良の改善）

• 緑：中心バイオマーカーに対するポジティブな影響（例：エネルギーの増加、エントロピーの減少）。
• 青：中心バイオマーカーがそれにエネルギーを送ります。
• 微細なリンクは注意、意図、視野に関連する特定の関係を示します。上部の凡例にその意義が示されています。

4. エネルギーとエントロピーのマッピング

• バイオマーカーは、エネルギーレベル（低から高）および興奮（エントロピー）（低から高）に基づいてグラフィ
カルマップ上に配置され、花の花弁のように整理されます。

• これにより、ユーザーはどのバイオマーカーが安定性または不均衡に寄与しているかを視覚的に評価できます。

5. フィルタリングと最良の補助者
ユーザーは、特定の特性に基づいて表示されたバイオマーカーをフィルタリングできます：

• 注意を高める
• 意図を高める
• 視野を広げる
• 主要なサイクルと整合する
• 最良の補助者（最も有益な影響を提供するバイオマーカー）

6. ナビゲーションと履歴

• 任意のバイオマーカーをクリックすると、それが分析の中心に配置され、ユーザーはその因果連鎖を探索できま
す。

• 履歴パネルは探索の経路を追跡し、ユーザーが以前のバイオマーカーに戻ることを可能にします。
• ユーザーは元のバイオマーカーに戻るか、関連するバイオマーカーをさらに探索できます。

3.2.詳細ガイド
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詳細ガイド：因果連鎖を使用した分析

ステップ1：根本原因の特定

• 優先リストに表示されるバイオマーカーから始めます。
• 因果連鎖を開いて、その影響を与えているバイオマーカーを確認します。

ステップ2：最良の補助者を見つける

• 最良の補助者フィルターを使用して、中心バイオマーカーにポジティブな影響を与えるバイオマーカーを特定しま
す。

• 緑の接続を探します。これらはそれに対する最も強力な有益な関係を示します。
• 青の接続は、このバイオマーカーによって助けられ、エネルギーを受け取る他の要素を示す可能性があり、現在の
状態を説明できる因果リンクを明らかにします。

ステップ3：カスタム優先リストの作成

• バイオマーカーをクリックして、優先リストに追加します。
• 関連するバイオマーカーを探索し、関連するものをリストに追加し続けます。
• これにより、調和プロセスが症状だけでなく、根本的な原因にも対処することが保証されます。

ステップ4：発見の適用

• ハーモニックブースト機能を使用して、選択した周波数を再生します。
• 適用可能な場合は、TCMポイント、臓器、経絡、または原子を調和プロセスに統合します。
• 各バイオマーカーの上に選択したプロトコルを追加することで、ハーモニックブーストを改善します。
• 進捗を複数回のセッションにわたって監視し、改善を追跡します。

使用例

シナリオ：肺の不均衡に対処する

1. 優先リストから肺を選択します。
2. 因果連鎖を開いて関連するバイオマーカーを確認します。
3. 最良の補助者を特定します：例えば、臓器：胃、肝臓 - 経絡：腎臓、膀胱 - 原子：タンタル、オスミウム - ドライ
ブ：信頼の欠如、過敏症

4. 最も関連性の高いバイオマーカーを優先リストに追加します。
5. 調和周波数（ハーモニックブースト）とプログラム（パーソナルガイド）を再生し、時間の経過とともに進捗を追
跡します。

因果連鎖の利点

• 全体的な分析：異なるバイオマーカー間の相互接続の完全なビューを提供します。
• パーソナライズされたアプローチ：調和を個人のユニークなエネルギー状態に合わせ、特定の症状から始めて関連
する因果連鎖項目を見つけることを可能にします。

• より深い洞察：実践者やユーザーが不均衡の根本的な原因を理解するのに役立ちます。
• 効率的な優先順位付け：迅速な結果を得るために最も影響力のあるバイオマーカーに焦点を当てます。

因果連鎖は、BioCoherenceにおける強力なツールであり、深いレベルでの不均衡を分析し対処する能力を向上させま
す。バイオマーカー間の関係をマッピングし、最良の補助者を特定することで、ユーザーは特定のニーズに合わせて作
成された非常に効果的なハーモニックブーストおよびパーソナルガイドプログラムを作成できます。

3.2.詳細ガイド
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10.6.有病率
この画面では、特定の状態にあるすべてのバイオ
マーカーを一目で見ることができます。

• 花びらの状態別（柔軟、適応、低エネルギ
ー、リソース...）

• 質別（注意、意図、地平線）

メインページには、各状態にあるバイオマーカー
の数が表示されます。それをクリックすると、関
連するバイオマーカーのリストが表示されます。
メニューのセレクターを使って、バイオマーカー
のカテゴリをフィルターできます。たとえば、臓
器の有病率のみを表示したり、特定の経絡のポイ
ントやドライブ（感情）を表示したりできます。

有病率は、迅速に概観を得るのに役立ち、記録内
のいくつかの再評価にわたる進行状況を確認する
のに役立ちます。

10.7.ポリグラフ
この 画面 は主に 学術的 バイオマーカーを使用し
ています。
一目で VHF、 HF、 LF および VHF の比率や、最
大 7 の重要な曲線の線形グラフを見る便利な方法
を提供します。

これは、すべての画面が （録音中に画面を切り替
えるだけで） リアルタイムで使用できるため、録
音中に使用できます。これらのマーカーはすべ
て、ECGに関する学術研究から来ています。最大
7 のバンドを選択して表示でき、平行または同じ
線上にセンター配置できます。

• バンドモードでは、 7 のラインは、Bpm、
HRV、Mayer waves、VHF、HF、LF、および
VLFです。

• 比率モードでは、 7 のラインは、SDNN （総
パワー）、SI （ストレス指数）、IC （中央化
指数）、LF/HF （パワー、迷走神経-交感神経
相互作用）、LF/VLF （リラックス）、VLF/

HF （ストレス）、およびVLF HF （全体的な
活動）です。

• システムモード: CNS、オルソ、シンパ、パラ、IRSA、免疫、HRV。
• 脳波: Delta、Theta、Alpha、Beta、Beta1、Beta2、Gamma。

グラフの下のカテゴリをクリックして、これらの項目を表示します。色付きの凡例の項目をクリックして、それらを表
示または非表示にします。Centeredをクリックすると、同じベースライン上にすべてが表示されます。グラフの下の花
をクリックすると、完全なバイオマーカーの詳細にアクセスできます。

このグラフを使用して研究を行うと、新しい洞察や新しいバイオマーカーの基盤になる可能性があります。さらに、バ
イオマーカーのタイムラインとバイオマーカー Dynamics 画面上のイベントを使用して、任意のバイオマーカーを分析
できることを覚えておいてください。

3.2.詳細ガイド
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11.理解する：エネルギー
エネルギースクリーンは、生物時計、チャクラ、インパルス、原子、影響、アーユルヴェーダ、微生物に関するグラフ
ィックスを特徴としています...

11.1.原子

元素の周期表

原子ページでは、さまざまな原子に関する情報を得るために元素の周期表にアクセス
できます。この表の原子をクリックすることで、他の原子との結合、つまり共通の共
鳴を見ることができます。この情報は画面の下部でも表示されますが、表で直接見る
方が直感的です。

現在、アプリケーションは各原子の共鳴に関する一般的な評価を提供しています。将
来のバージョンでは、異なる原子間の結合に基づいて、全体の分子の共鳴を再構築で
きるようになるかもしれません。この機能は、特定の元素の過剰または不足を確認す
るために行っている健康診断の一環として特に役立つ可能性があり、比較可能なマル
チパート記録のおかげで、ある元素が製品や療法の適用後に安定しているかどうかを
確認することができます。

11.2.アーユルヴェーダエネルギー評価

ドーシャとサブドーシャ

アーユルヴェーダは、伝統的な中国医学とは異なる伝統的な医学システムですが、特に
12の経絡に相当する15のサブドーシャの形でいくつかの類似点があります。これらのサ
ブドーシャは、カパ、ピッタ、バータの3つの主要な影響に分類されます。

これらの影響は一般的に認識され、私たちの通常の花の形をした視覚表現を使用してこ
れらの影響を示すことができます。また、サブドーシャと呼ばれる個々の要素を表示す
ることも可能です。サブドーシャの1つをクリックすると、それに対応するグループを
表示できます。たとえば、1つのサブドーシャは皮膚グループおよび四肢グループの皮
膚に対応する場合があります。別のサブドーシャは異なるグループに対応することがあ
ります。

アーユルヴェーダによる3つのドーシャ

1. バータ

◦ 説明：空気とエーテルに関連し、バータは体内の動きを支配し、血液循環、呼吸、神経インパルスを含みま
す。

3.2.詳細ガイド
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2. ピッタ

◦ 説明：火と水で構成され、ピッタは消化、代謝、エネルギー生産を制御します。

3. カパ

◦ 説明：地球と水で構成され、カパは体の構造、安定性、関節の潤滑を担当します。

15のサブドーシャ

バータのサブドーシャ

1. プラーナ・バータ
◦ 機能：呼吸と心を制御します。

2. ウダナ・バータ
◦ 機能：発話と表現を制御します。

3. サマナ・バータ
◦ 機能：消化と食物の吸収を調節します。

4. ヴィヤナ・バータ
◦ 機能：循環と体液の移動を監督します。

5. アパナ・バータ
◦ 機能：廃棄物の排出を調整します。

ピッタのサブドーシャ

6. パチャカ・ピッタ
◦ 機能：胃と腸での食物消化を制御します。

7. ランジャカ・ピッタ
◦ 機能：血液の形成を担当します。

8. サダカ・ピッタ
◦ 機能：感情や精神的機能に影響を与えます。

9. アロチャカ・ピッタ
◦ 機能：視覚と視覚的認識に影響を与えます。

10. ブラジャカ・ピッタ
◦ 機能：皮膚の健康を調節します。

カパのサブドーシャ

11. クレダカ・カパ
◦ 機能：胃壁を潤滑し、保護します。

12. アヴァランバカ・カパ
◦ 機能：心臓と肺を支えます。

13. ボダカ・カパ
◦ 機能：口と唾液の機能を調節します。

14. タルパカ・カパ
◦ 機能：脳と神経系を潤滑します。

15. シュレシャカ・カパ
◦ 機能：関節を潤滑します。

これらのドーシャとサブドーシャは、体と心のバランスと健康を維持するために協力しています。

3.2.詳細ガイド
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11.3.チャクラの視覚化

この章では、エネルギータブを探索し、チャクラセクションから始めます。このセクシ
ョンでは、チャクラ情報を詳細に表示し、対話することができます。

開始するには、専用ボタンをクリックしてチャクラを表示することを選択できます。画
面の下部にある小さな「12」ボタンをクリックすることで、7つまたは12のチャクラを
表示できます。

チャクラが表示されると、特定のチャクラをクリックすることで選択できます。このア
クションにより、そのチャクラに関するすべての情報、エネルギーリンク、および関連
する鍼灸点にアクセスできます。鍼灸点は、チャクラの入出力ポイントを示し、エネル
ギーレベルに応じてさまざまなサイズで画面に表示されます。

さらに、チャクラオーラも表示され、そのプレゼンテーションは選択したチャクラの一
般的なエネルギーに応じて変わります。このようにして、各チャクラのエネルギー状態
の正確な視覚的表現を得ることができます。

11.4.影響

5つの元素：木、火、土、金属、水

別の重要なエネルギーの概念は「影響」の概念です。この画面は「影響」と呼ばれ、
伝統中国医学（TCM）によって評価された五つの要素間の関係を視覚化します。これ
らの関係は、創造、破壊、侮辱、または過熱のものである可能性があります。

例えば、木は金属に圧力をかけることで影響を与えることができ、水は火を重くする
ことができます。一方で、木は火を生み出すのを助けます。これらの関係はTCMのル
ールと経絡評価に従って推論されます。

伝統中国医学（TCM）の五つの要素は次の通りです：

1. 木：肝臓と胆のうに関連しています。
2. 火：心臓と小腸に関連しています。
3. 土：脾臓と胃に関連しています。
4. 金属：肺と大腸に関連しています。
5. 水：腎臓と膀胱に関連しています。

これらの要素間の主な関係は次の通りです：

• 生成の循環（Sheng）：木 > 火 > 土 > 金属 > 水 > 木。
• 制御の循環（Ke）：木 > 土 > 水 > 火 > 金属 > 木。

これらの循環は、体内のバランスと調和を確保します。

11.5.モーメンタム

制約、バランス、および動き

3.2.詳細ガイド
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このセクションでは、エネルギー管理の文脈におけるモメンタムについて見ていきま
す。この機能にアクセスするには、「エネルギー」メニューに移動し、「モーション」
をクリックしてください。ここでは、20種類の利用可能なモメンタムが、制約、バラン
ス、動きの3つの主要なカテゴリに分類されていることを発見するでしょう。

モメンタムの原則

私たちの体は常に動いています; 動きは生命です。しかし、私たちは無数の要素で構成
されており、その中には私たちの一部であるもの、外部の制約であるもの、一般的な利
益に逆らおうとするものが含まれています。私たちは、私たちを遅くするもの、私たち
のバランスを取るもの、私たちを推進するものの3つのカテゴリにインパルスを分けま
した。

1. 制約

制約は、動きを妨げる要素です。これには以下が含まれます:

◦ 地理的ストレス（詳細情報はグラフ内の任意の要素をクリックしてください）。
◦ 地理的放射線。
◦ 地理的水：地下の電気的な流れを引き起こす水脈、断層など。
◦ 有害なエネルギー。
◦ 重金属。
◦ 病原体。
◦ ミアスマ。
◦ 毒素。

2. バランス

バランスのセクションでは、安定性を維持するのに役立つ側面をカバーしています。これには以下が含まれます:

◦ 感情的バランス。
◦ エネルギーバランス。
◦ 睡眠の質。
◦ テレイン（全体的な身体のバランス）。
◦ 垂直バランス。

3. 動き

動きは、あなたにダイナミズムを与える要素を包含しています。主な要素は以下です:

◦ 身体。
◦ 活力。
◦ 血圧。
◦ 体液。

あなたはまた、一般的な動きを観察し、記録の異なる段階やセクションに応じてそれを比較することができます。

これらの要素間の関係に注目することは興味深い点です。たとえば、ここでは、身体が感情的バランスにリンクしてお
り、血圧が異なる場所に情報を受け取り、送信することができ、分析全体の質に関する貴重な洞察を提供する可能性が
あります。

この情報を組み合わせることで、あなたのエネルギーと推進のさまざまな側面をよりよく理解し、管理することができ
ます。

3.2.詳細ガイド
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12.理解する: 体
ボディスクリーンにおけるナビゲーションおよび評価方法の使用

体のスクリーニングには、3つの主要な分析タイプが含まれています：TCM経絡、関連するTCMレシピを持つ鍼ポイン
ト、および臓器。

12.1. TCM経絡

14 または 20 経絡、リンクおよび関連症状

アプリケーションの「ボディ」セクションでは、経絡、経穴、および臓器に関する3つ
の主要な情報シートを提供しています。この章では、経絡のナビゲーションと評価に焦
点を当てます。

1. 経絡表示:

◦ アプリケーションでは、14経絡または20経絡のいずれかを選択できます。
◦ 20経絡モードでは、標準経絡に加えて特異経絡が表示されます。
◦ 14経絡モードでは、主な12経絡に加えて、2つの経脈（督脈と任脈）が表示され
ます。

2. ナビゲーションと視覚化:

◦ 画面の上部をクリックすると、経絡の経路とその主な特性が表示されます。
◦ 花のアイコンをクリックすると、追加情報が表示されます。
◦ 経絡間をナビゲートし、彼らの間のリンクを視覚化するためにクリックします。
◦ セッションのさまざまな部分で経絡の進化を追跡できます。
◦ 左または上のメニューを使用して、携帯電話でナビゲートします。

3. 経絡評価:

◦ 経絡のリストをクリックすると、その評価が表示されます。
◦ サブメニューでは、エネルギー、エントロピー、およびコヒーレンスの3つの基準を提供します。
◦ これらの基準のロジックは、すべてのコアページに適用されます。

4. 評価基準:

◦ エネルギー
▪ 2列で表示：最もエネルギーのある経絡と最もエネルギーのない経絡。
▪ クリックごとに表示される経絡の数を増やしたり減らしたりする可能性があります。
▪ 現在のエネルギー状態と伝統的中国医学（TCM）の症状に基づく追加情報。
▪ 他の経絡との情報を相互参照して、より正確な詳細を得ます。

◦ エントロピー
▪ 最も興奮した経絡と静的な経絡を表示します。
▪ 各状態に関連する可能性のある症状を提供します。

◦ コヒーレンス
▪ 共鳴している経絡を表示します。
▪ コヒーレンスのある経絡は、同じリズムで共鳴するシステムを形成します。

3.2.詳細ガイド
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5. 情報の使用:

◦ エネルギー-エントロピー-コヒーレンスのロジックは、評価の主な要素を分類するために使用されます。
◦ これらの要素は、評価される人の機能を理解するのに役立ちます。

これらの指示に従うことで、アプリケーションを効率的にナビゲートし、評価基準を使用して経絡、エネルギー状態、
エントロピー、およびコヒーレンスに関する詳細情報を取得できます。

TCMにおける経絡について:

伝統中国医学（TCM）では、経絡は気（生命エネルギー）が流れるエネルギーチャネルです。主な経絡は12本、特異
経絡は8本あり、うち2本は調節経絡です。以下に説明します：

12本の主な経絡:

1. 肺（LU）: 呼吸と免疫系を調節します。
2. 大腸（LI）: 固体廃棄物を排出し、腸の機能を調節します。
3. 胃（ST）: 食物を消化し、栄養素を吸収します。
4. 脾臓/膵臓（SP）: 栄養素の変換と輸送、エネルギーのサポート。
5. 心臓（HT）: 血液と血管を支配し、心を制御します。
6. 小腸（SI）: 純粋な物質と不純物の分離、栄養素の吸収。
7. 膀胱（BL）: 液体廃棄物を排出し、体液を調節します。
8. 腎臓（KI）: 生命の本質を蓄え、水を調節し、骨と耳を制御します。
9. 心包（PC）: 心臓を保護し、感情と血液循環を調節します。

10. 三焦（TEまたはSJ）: 三つの温度（上、中、下）を調節し、エネルギーと液体の循環を制御します。
11. 胆嚢（GB）: 胆汁を蓄え、排出し、意思決定を助けます。
12. 肝臓（LV）: 血液を蓄え、気の流れを調節し、腱と筋肉をサポートします。

8本の特異経絡:

1. 任脈（Ren Mai）: 陰経絡を調節し、生殖を制御します。
2. 督脈（Du Mai）: 陽経絡を調節し、中枢神経系を制御します。
3. 衝脈（Chong Mai）: 血液と主要経絡のエネルギーを調節します。
4. 帯脈（Dai Mai）: 垂直経絡を囲み、性器と腹部を調節します。
5. 陰交脈（Yin Qiao Mai）: 陰陽のバランスを調節し、睡眠と覚醒を制御します。
6. 陽交脈（Yang Qiao Mai）: 陰陽のバランスを調節し、四肢の動きに影響を与えます。
7. 陰維脈（Yin Wei Mai）: 陰経絡を調節し、感情に影響を与えます。
8. 陽維脈（Yang Wei Mai）: 陽経絡を調節し、身体の防御に影響を与えます。

2本の調節経絡:

1. 任脈（Ren Mai）: すでに特異経絡の中で言及されています。
2. 督脈（Du Mai）: すでに特異経絡の中で言及されています。

これらの経絡は、エネルギーバランスと全体的な身体の健康を維持するために協力します。
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12.2.器官マップ

10以上の詳細な器官チャートとリンク

このセクションでは、私たちの体の評価アプリケーションにおける臓器の機能について
探ります。臓器カテゴリにアクセスすると、まず全身の視覚化が表示されます。特定の
臓器をクリックすることで一般的な評価に入ることができ、その臓器が体の他の部分と
の関係を示します。たとえば、強調表示されている臓器は興味のあるものです。心臓を
クリックすると、さまざまな臓器とのつながりが表示され、これらの関係も地図上で確
認できます。

特定のシステム、たとえば呼吸器系をクリックすることで、神経伝達物質、舌、口、お
よびさまざまな組織とのつながりを含む接続を簡単にナビゲートできます。口をクリッ
クすると消化器系にズームインし、地図が口と消化器系の他の側面との関係を示すよう
に修正されます。

脳の地図など、異なる地図を選択することもできます。この地図は脳のさまざまな部分
を表示し、リスト形式で完全な評価を提供します。特定の部分を見つけたい場合、地図はそれを示します。たとえば、
松果体をクリックすると、その位置と信号を受信し送信する腺が表示されます。セロトニンやプロラクチンなどの各要
素は、他のホルモンとの接続や接続の欠如を確認するために探索できます。

臓器セクションでは、エネルギー、エントロピー、およびコヒーレンスを表示するオプションも提供されており、使用
される画面によって変わります。全身画面では、これらのパラメータが最も関連性の高い要素に対して表示され、それ
らのエネルギー資源や動揺のレベルを示します。たとえば、歯や椎骨を調べることで、最もエネルギーがあるか動揺し
ているものを特定でき、完全な健康診断に役立つ貴重な情報を提供します。

最後に、関連する項目を特定した際には、専用アイコンをクリックすることで優先リストに追加できることをお知らせ
します。これにより、それらを次の調和のためのバランス選択に含めることができます。

12.3.鍼灸ポイント

350以上の鍼灸ポイントを評価し、数百の中医学レシピの関連性を調査します。

ポイントと経絡の探求

ソフトウェアで身体を探求する際、経絡、ポイント、臓器にアクセスできます。特定の
経絡をクリックすると、表示が変わり、全体の経絡ではなく各経絡上のポイントの詳細
が表示されます。この機能により、各ポイントの正確な評価が可能になります。

ポイントの選択と情報

各ポイントをクリックすることで、その特定のポイントに関する詳細情報を取得できま
す。また、経絡を選択して、そのポイントの状態を表示することも可能です。経絡を切
り替えることで、異なるポイントとそれらの位置を地図上で確認でき、効率的なナビゲ
ーションに特に役立ちます。
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経絡のナビゲーションと追跡

画面上部のセレクターで経絡のタイトルをクリックすることで、経絡をナビゲートできます。また、セッションの過程
でポイントの進化を表示することもできます。この機能は、特定のポイントの時間経過に伴う進化を追跡するのに非常
に貴重です。

経絡特有の情報

経絡を選択すると、経絡タブで利用可能な情報とは異なる情報にアクセスできます。ここでは、伝統的中国医学
（TCM）で重要な大使ポイント、拡散、噴出、川など、8つの主要なポイントが見つかります。また、経絡の電力供給
と接続に関する情報も利用可能です。

地図上のポイントの表示

ポイントをクリックすると、その正確な位置が地図上に表示されます。左側のメニューでは、エネルギー、エントロピ
ー、コヒーレンスなどのオプションが提供されます。エネルギーを選択すると、最もエネルギーがあるポイントと最も
エネルギーがないポイントがそれぞれ紫色と黄色で表示されます。

TCMレシピ論理

このアプリケーションは、いくつかのポイントを組み合わせて症状を修正するTCMレシピ論理を使用しています。た
とえば、特定のポイントが一緒に共鳴し、エネルギーレベルが低すぎるか高すぎる場合、これは不均衡を示しているか
もしれません。何千年にもわたって発展したTCMレシピは、逆流性食道炎などの特定の症状を治療するために適用さ
れます。このアプリケーションでは、逆の論理を適用しています。特定のポイントが一緒に共鳴し、エネルギーレベル
が低すぎるか高すぎる場合、これが貴重な洞察を提供する可能性があると仮定しました。たとえば、非常にエネルギー
が高いか非常に低いエネルギーのポイント、またはあまりにも動揺しているかあまりにも静的なポイントは、通常、逆
流性食道炎や胸焼けなどの状態を治療するために使用されるコヒーレントシステムに不均衡を示す可能性があります。
ある個人の特定の3つのポイントが非常に静的であるケースを考えてみてください。これは、これらのポイントに関連
するレシピや治療がその人に必要であることを示すかもしれません。このアプローチは、診断のための追加のアイデア
を提供することができます。

レシピの適用

レシピは、鍼灸やバランス調整フェーズ中に音や電気周波数を使用して適用できます。ポイントが一緒に共鳴するコヒ
ーレントシステムは、正確な診断に特に関連しています。ポイントの同期は、分析されている人に対するTCM治療の
関連性が増すことを示唆しています。

結論

この章では、TCMソフトウェアにおけるポイントと経絡の使用について詳細に説明し、ナビゲート、選択、解釈する
方法を説明して、正確な診断と効果的な治療を可能にします。
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13.理解する: 心理
心、精神、影

これらの画面は、分析の精神的、精神的、無意識の部分に専念しています。 それらには、性格、音楽の調和、感情、
アライメント、傷、モーターが含まれています。

13.1.整合

エルフィー波管理における整合性とコヒーレンス

アライメントは心の重要な要素であり、特にエルフィー波を扱う際に重要です。アラ
イメントはこれらの波の異なるスケールに現れ、それを理解するためには視覚化ツー
ルの使用が役立ちます。例えば、心臓のコヒーレンスは視覚的に表現でき、個人のエ
ネルギー状態に関する視点を提供します。

インターフェースでは、下部にある3つのスライダーでパラメータを視覚化できる一
方、上部にはインプロージョンスパイラルの視覚化が表示されます。エルフィー波ス
ケールは、値205、206、および214で示され、現在のスケールレベルを示しています。
特定の値（例えば214エルフィー）に関する詳細情報を得るには、単にクリックしてそ
の特性と影響の詳細を表示します。

各スケールは特定の波長において顕著な値を示し、エネルギー相互作用に関する貴重
な情報を提供します。これらのスケールを観察することで、他のスケールレベルとの
接続の度合いを判断することが可能です。例えば、分析により、個人がマクロスケールよりもマイクロスケールでより
エネルギーが充実していることが明らかになる場合があり、これは小さな構造内でより集中したエネルギーを示唆して
います。

スパイラルの視覚化により、異なるスケールを通じてエネルギーの経路を追跡できます。スパイラルを下に移動し、各
レベルでの値を観察することで、エネルギーが時間とともにどのように進化するかを理解することが可能です。これ
は、異なるスケールでの進化を研究できる拡張記録において特に関連性があります。

この分析の重要な側面は、ターゲットコヒーレンス、特に心臓のコヒーレンスであり、これは個人のエネルギーがエル
フィー値とどの程度同期しているかを測定します。これらの値は、すべてのスケールでエネルギー伝送に最も適合した
ものと見なされます。カーソルは、これらのパラメータを調整して最適なコヒーレンスを達成する上で重要な役割を果
たします。

結論として、エルフィー波管理におけるアライメントとコヒーレンスは、異なるスケールでのエネルギーを理解するた
めの複雑でありながら基本的な概念です。視覚化ツールとカーソルは、これらのパラメータをナビゲートし最適化する
上で貴重な支援を提供し、より良いエネルギー管理と伝送に貢献します。

詳細情報はhttps://elfie.linkまたはソフトウェアの「エルフィー」メニューをご覧ください。

13.2.脳波

一般的な脳波活動の分析
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このセクションでは、「メンタル」インターフェースの最後のタブ、脳波に関するも
のを見ていきます。この機能はまだ実験段階にあります。ECGで脳波を読み取ること
ができると言うのは大胆なことで、さまざまな脳波に対応するECGの分析スペクトル
を検査し、時間の経過に伴うその進化を観察することを可能にします。結局のとこ
ろ、私たちのデバイスは全身の電気活動を測定しますが、脳波はECGよりも100倍弱い
レベルであるため、まだ実験的なアルゴリズムです。

脳波の表示は動的です。再生モードのとき、マルチバンド表示が目に入ります。この
表示のロジックは、バンドが広いほど、表す時間の期間が長くなるということです。
逆に、バンドが細いと、より短い期間を示します。

ここでは異なるバンドの説明をします：

• 最も短いバンドは、拍動や数拍のレベルで測定された非常に短期の測定に対応しま
す。

• バンドが広がるにつれて、ますます長い期間を表します。

短期の要素は非常に迅速に動くのに対し、長期の要素は遅い変動を示すことに注意することが重要です。

バンドをクリックすると、画面の下部に評価が表示され、あなたが知っている花の表現が表示されます。この評価を使
用して、アイテムを直接優先リストに追加し、脳波を追跡および分析しやすくすることができます。

詳しく知るために
脳波は、異なる精神状態および覚醒レベルに関連付けられた複数のカテゴリーに分けられます：

1. デルタ波 (0.5-4 Hz)：深い睡眠と再生に関連しています。
2. シータ波 (4-8 Hz)：深いリラクゼーション、瞑想、および軽い睡眠の段階に関連しています。
3. アルファ波 (8-12 Hz)：穏やかなリラクゼーション状態と覚醒瞑想に相関しています。
4. ベータ波 (12-30 Hz)：集中、警戒、および認知活動に関連しています。
5. ガンマ波 (30-100 Hz)：学習や記憶などの高度な認知プロセスに関連しています。

これらの波は、個人の活動や精神状態に応じて変動します。

13.3.ドライブ

51 感情、気持ち、行動を対面で、3つの主要なグループとそれぞれ3つのサブグループに分けて。

心のエンジンと無意識の理解

心とスキャンの無意識部分の最終要素は、モーターに関するものです。ドライバーは
約60の感情で構成されており、それらは建設的または破壊的である可能性がありま
す。これらの感情は、内なる自己、外なる自己、他者の3つのカテゴリーに分類されま
す。

1. 感情のカテゴリー：

◦ 内なる自己：私たちの内なる世界に関連するすべての感情を含みます。
◦ 外なる自己：私たちの外の世界に関連するすべての感情を含みます。
◦ 他者：他者との相互作用に関連するすべての感情を含みます。
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2. 感情の構造：

◦ 各感情カテゴリーは、感情、感覚、行動の3つの下位区分に分かれています。
◦ 感情：すべての気づきの基盤であり、その後、感覚を生み出します。
◦ 感覚：感情から生じ、行動につながります。
◦ 行動：感情-感覚プロセスの最終結果です。

3. 水平的組織：

◦ 感情は水平方向にも分類されます。上部には建設的な感情があり、下部には破壊的な感情があります。
◦ 例えば、抑うつは手放すことに対立し、健康不安は瞑想状態に対立し、心の痛みは喜びに対立し、自己妨害は
満足に対立します。

4. 相互接続：

◦ 感情はさまざまな場所で相互接続されることがあります。例えば、冷静さは強迫的な執着に対立し、反省は厳
しさに対立します。

◦ これらの相互接続は、瞑想や自己理解に重要な情報を提供します。

5. カスタマイズ：

◦ 特定の感情を選択して取り組むことが可能です。例えば、組織が低エネルギー状態にある場合、それを強化す
ることを決定できます。

◦ 高エネルギーの決定など、特定の項目を個人の作業リストに追加できます。

要するに、これらの感情のドライバーを理解し整理することで、私たちの感情や行動をより良く管理し、よりバランス
の取れた意識的な個人の成長を促進することができます。

詳細を知るために

感情と感覚は、外部および内部の刺激に対する内的な反応です。

• 内なる自己は、自己認識、個人的な思考や感情を含みます。
• 外なる自己は、他者に対して投影するイメージや社会で示す行動に関係します。
• 他者の自己は、外の世界が私たちに示すすべてに対する反応の仕方に関係します。

他者との相互作用は、感情的な交換や社会的フィードバックを通じてこれらの2つの次元に影響を与えます。喜び、悲
しみ、怒り、および恐れなどの感情は、私たちの経験や行動を形作り、それが私たち自身や他者に対する認識に影響し
ます。これらのダイナミクスをよりよく理解することで、感情的知性や対人関係を改善できます。

以下は、各感情の詳細な説明です：

1. 敏捷性：変化に迅速かつ効果的に適応する能力。
2. 健康不安：自分自身や他者の健康についての過剰な懸念。
3. 善意：他者に対する親切さと同情の態度。
4. 心の痛み：喪失や失望後の深い悲しみと感情的痛み。
5. 冷静さ：心の安らぎと内面的な静けさの状態。
6. カリスマ性：他者を引きつけ、魅了し、影響を与える能力。
7. 集中力：特定のタスクや目標に注意を維持する能力。
8. 自信：自分自身の能力や他者の能力に対する確信と安心感。
9. 配慮：他者の感情やニーズに対する配慮と尊重。

10. 勇気：恐れ、痛み、危険、または不確実性に直面する能力。
11. 決断力：決意と決定を持って選択を行う能力。
12. 抑うつ：長期的な悲しみ、絶望、そして生活への興味の喪失の状態。
13. 意志力：障害にもかかわらず目標を追求する決意。
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14. 高揚感：幸福感と興奮の強い感情。
15. 口才：自分自身を明確かつ効果的に表現する能力。
16. 感情的な不安定さ：感情の過剰で予測不可能な変動。
17. 共感：他者の感情を理解し共有する能力。
18. 不安定な気分：気分の頻繁で予測不可能な変化。
19. 疲労：肉体的および感情的に極度の疲労感。
20. 悲嘆：通常、喪失による強い感情的痛み。
21. 正直さ：率直で誠実であることの質。
22. 希望：より良い未来へのポジティブな期待。
23. 絶望：未来への希望と自信の完全な喪失。
24. 過剰感情：刺激に対する過剰な感情反応。
25. 過敏性：感情的または感覚的刺激への反応の増加。
26. 不整合な思考：論理的、構造化された思考を維持するのが難しいこと。
27. 悲嘆の欠如：分離感と感情的無関心の感覚。
28. 自信の欠如：自分自身や他者の能力についての疑念。
29. 学習障害：知識やスキルを習得する能力に影響を与える障害。
30. 手放すこと：コントロールを手放し、物事をあるがままに受け入れる能力。
31. 忠誠心：人、グループ、または目的に対する忠実さと献身。
32. 瞑想状態：深いリラクゼーションと高まった意識の状態で、通常は瞑想を通じて達成されます。
33. 記憶：情報を保持し、思い出す能力。
34. 長期記憶：長期間にわたって情報を保存し、呼び出す能力。
35. 短期記憶：短時間の情報を保持する能力。
36. 強迫性障害：反復的で制御できない思考や行動。
37. 執着：アイデアや人への過剰で持続的な執着。
38. 組織力：活動を秩序正しく効率的に構造化する能力。
39. パフォーマンス：タスクや活動を成功裏に完了する能力。
40. 喜び：満足感と充実感の感覚。
41. 先延ばし：重要なタスクを後回しにする傾向。
42. 硬直性：思考や行動における柔軟性の欠如。
43. 無礼：他者に対する厳しいまたは無神経な行動。
44. 自己妨害：自分自身の成功を故意に妨げる行動。
45. 空間認識：周囲の空間やそこに含まれる物体を認識すること。
46. 停滞：進展や発展の欠如。
47. 驚き：予期しない出来事に対する感情的反応。
48. 反省：ある主題や状況についての深く、注意深い思考。
49. 内気：社会的相互作用における控えめさや不安。
50. 寛容さ：他者の違いを受け入れ、尊重すること。
51. 意志力：目標を達成するための決意、しばしば困難にもかかわらず。

13.4.感情

悲しみ、安心、愛、真実、平和、幸福感、満足
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無意識に関する章は、感情、傷、モーターの3つの主要な領域に分かれています。最初
に感情について始めましょう。

このページでは、7つの主要な感情を評価できます：悲しみ、安全、愛、真実、平和、
幸福感、満足感。これらの進化も追跡できます。バーをクリックすることで、バイオ
マーカーを花の形で視覚化し、その内部ダイナミクスやこれらの感情間のリンクを示
すことができます。ここでも、グラフは異なる地平線での評価を表しており、最も広
いバーは最長期間のものであり、最も細いバーは最短期間のものです。

この分析は技術的に非常に異なり、Drivesに見られるデータとは異なるデータに基づ
いています。したがって、これらを比較することは興味深いです。

これらの主要な感情は、2次調和分析および一般的な深い心のリズムに依存していま
す。これらは次のように説明できます：

1. 悲しみ: 喪失、失敗、または失望によって引き起こされる苦痛または憂鬱の感情。しばしば涙、エネルギーの欠
如、引きこもりとして現れます。

2. 安全: 保護と危険の不在の感情。自信と静けさを生み出し、身体的または感情的な脅威から安全を感じることを可
能にします。

3. 愛: 人、動物、または活動に対する深い愛情と愛着の感情。それは、優しいジェスチャー、ポジティブな思考、そ
して親密さへの欲求に翻訳されます。

4. 真実: 誠実さと真実性の感情。真実は、関係や状況に明確さと透明性をもたらし、混乱や欺瞞を避けます。

5. 平和: 静けさと内なる調和の状態。平和は、対立、ストレス、不安の不在として現れ、リラクゼーションと一般的
な幸福感を促進します。

6. 幸福感: 健康、快適さ、身体的および精神的満足の一般的な感情。健康、感情的バランス、個人的な充足感などの
側面を含みます。

7. 満足感: 欲望、ニーズ、または目標の充足から生じる満足と喜びの感情。それは充足感と達成感をもたらします。

13.5.焦点

ストレス指数、HRV...

このセクションでは、先進的な心電図分析に不可欠な情報を豊富に提供するFocus画面
を探ります。この情報は一般的に学術および研究の文脈で使用され、さまざまな科学
的マーカーが含まれます。

1. ストレス指数：この指数はロシアの研究者Bevskiによって開発されました。特定の
パラメータを使用して身体のストレスレベルを測定します。

2. 適応レベル：ロシアで開発された別の指数で、身体がさまざまな刺激や条件に適応
する能力を評価します。

3. 総合力、変動因子および心拍変動：これらのマーカーは心臓病学の分野でよく知ら
れており、心臓の機能やストレス反応のさまざまな側面を測定するために使用され
ます。

4. 心理的・感情的ストレス：この指標は心臓系に対する感情的および心理的な影響を評価します。
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Focus画面によって提供されるデータは、迅速な視覚化のためにカーソルとして表示できます。あるいは、ノート、
花、品質の形で提示され、より詳細な分析を可能にします。

Focus画面には、注意、意図、ホライズンコントロールの質に関する情報も含まれています。これらの指標は、ユーザ
ーの精神的および感情的な状態に関する追加情報を提供します。

この画面の興味深い側面は、構築（カタボリズム）と破壊（アナボリズム）の関係です。カタボリズムはエネルギー支
出を表し、アナボリズムはエネルギーの保存に対応します。この比率は動的であり、記録中に変化する可能性があり、
生物システムの一般的な呼吸を反映します。私たちは全体的存在であり、破壊は圧縮-膨張、破壊-再構築、分離-再統
合、複雑化-単純化の一般的な動きの一部であることを考慮してください。健康な複雑な生物は、これらの状態の間で
常に振動しているべきです。

これらの動的な変化を観察することは重要です。なぜなら、それらは構築と破壊の比率の進化を示すからです。この進
化的要因の追加は、生物システムの呼吸をよりよく理解するための手助けとなります。

最後に、Focus画面はアナボリズムとカタボリズムを表す2つの花を示し、これらのプロセスに関する視覚情報を提供し
ます。これらのデータは、セクションごとにまたは全体の記録で分析でき、ユーザーの生理的および心理的状態の全体
像を提供します。

13.6.音楽

音楽分析と整合性

このセクションでは、心の概念の第二部、すなわち心、精神、無意識について見てい
きます。主に心に集中し、特に音楽とアライメントの要素について詳しく見ていきま
す。

録音における音楽

心を分析する際、最初に録音に存在する音楽的要素を特定します。目的は、関連する
音楽的対応を見つけることです。選択肢は二つあります：すべての音楽的要素を視覚
化するか、それらを再生して時間の経過に伴う進化を観察することです。

細いバーは短期的な要素を表し、広いバーは長期的な要素を示します。もう一つの興
味深い指標は、録音における音楽的ハーモニーの一般的なレベルです。約100ビート
後、特定の短期、中期、長期、非常に長期的な音楽的和音を特定し始めることができ
ます。

これらの和音は2、3、または4つの音から成り、異なるスケールに広がる可能性があります。この情報が常に直接的に
役立つわけではありませんが、ガイド付き瞑想を再構築する際には重要になります。これは、参加者の現在の状態、す
なわち彼らの録音に存在する音楽を理解し、音楽的に彼らをどこに導きたいかを決定するのに役立ちます。

音楽的アライメントと調整

音楽的アライメントは、瞑想の目的に合わせてスケールや和音の種類を調整することを含みます。例えば、現在の和音
がマイナー7和音であり、メジャー和音に移行したい場合、この移行は瞑想全体を通じて徐々に行われます。同様に、
存在しない特定の周波数を目指す場合、その目標周波数に向かって徐々に進化する音楽を構築します。

アイデアは、参加者を現在の音楽的状態から取り込み、彼らの身体に存在するメロディを使ってより深い瞑想の状態に
導くことです。このアプローチは、参加者の音楽的言語に直接話しかけることによって瞑想への入り口を促進します。
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要するに、音楽的分析とアライメントはガイド付き瞑想のパーソナライズを可能にし、各個人にとって体験をよりアク
セスしやすく、効果的にします。

13.7. 2016年の性格タイプ

ユングのタイプ、またはMBTIまたはマイヤーズ・ブリッグスとして知られる、まったく新しい地図で

ユングのタイプに基づく性格の評価

このセクションでは、ユングのタイプに基づく性格の一般的な概要を知るために「精
神」タブを探ります。性格は4つの主要な軸を通じて分析されます。

性格軸

ユングのタイプは、4つの軸を使用して計算され、私たちはそれを論理的なグラフに初
めて配置しました：

1. NS (感覚/直感): この軸は、個人が情報を処理する方法を決定します。
2. FT (思考/感情): この軸は、個人が情報を処理する方法を評価し、心や思考に焦点を当てます。
3. IE (内向性/外向性): この軸はエネルギーを測定し、個人が外向的（外向性）であるかどうかを示します。
4. JP (判断/知覚): この軸は時間的空間に関係し、個人が短期指向（自発性）であるかどうかを示します。

各軸はセグメントに分かれており、詳細な評価を可能にします。たとえば、IE軸上では、個人は外向的または内向的と
して評価されることができます。

ユングのタイプと評価

ENTP、ENTJ、ESTJ、ESTPなどのユングのタイプは、これらの4つの軸上の位置に基づいて決定されます。たとえば、
評価の結果、支配的なESTJタイプが明らかになることがあります。

性格タイプのダイナミクス

静的な質問票による評価とは異なり、この方法では個人の無意識的で動的な反応を観察することができます。軸間を移
動する際に、評価が動くことがわかり、性格タイプが動的であることを示しています。これは、個人が状況に応じて異
なる隣接のタイプの間で振動することができることを意味します。

この静的でないアプローチは、ユングのタイプに対する行動と性格の理解に興味深い視点を開きます。

詳細な性格タイプ

ユングの性格タイプは、思考、感情、感覚、直感の4つの主要な心理的機能に基づいており、外向性と内向性の態度と
組み合わさっています。これにより、8つの性格タイプが生まれます：

1. 外向的思考: 論理的、客観的、事実重視。
2. 内向的思考: 反射的、分析的、独立的。
3. 外向的感情: 社交的、温かい、社会的価値重視。
4. 内向的感情: 控えめ、深い、自分の価値観によって導かれる。
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5. 外向的感情: 実用的、現実的、具体的指向。
6. 内向的感情: 芸術的、敏感、主観的経験に向けられる。
7. 外向的直感: 革新的、機会主義的、未来指向。
8. 内向的直感: ビジョナリー、内省的、洞察に導かれる。

これらのタイプは、個人が世界をどのように認識し、意思決定するかの異なる方法を理解するのに役立ちます。

ここでは、16のマイヤーズ・ブリッグス・タイプ指標（MBTI）性格タイプの簡単な説明を示します：

1. ISTJ (検査官) - 信頼性が高く、組織的、現実的、実用的。
2. ISFJ (保護者) - 献身的、思いやりがあり、忠実で、詳細に注意を払う。
3. INFJ (アドバイザー) - 理想的、共感的、洞察力があり、インスパイアリング。
4. INTJ (建築家) - 戦略的、独立的、分析的、決断力がある。
5. ISTP (職人) - 実用的、観察力があり、適応力があり、論理的。
6. ISFP (アーティスト) - 敏感、控えめ、自発的、調和的。
7. INFP (理想主義者) - 創造的、情熱的、利他的、内省的。
8. INTP (論理学者) - 革新的、好奇心旺盛、客観的、独立的。
9. ESTP (起業家) - エネルギッシュ、直接的、実践的、社交的。

10. ESFP (通訳者) - 熱心、自発的、温かい、楽しませる。
11. ENFP (インスパイア) - 想像力豊か、社交的、エネルギッシュ、ビジョナリー。
12. ENTP (革新者) - 独創的、エネルギッシュ、資源豊富、知的。
13. ESTJ (監督者) - 組織的、実用的、現実的、決定的。
14. ESFJ (相談役) - フレンドリー、誠実、協力的、社交的。
15. ENFJ (教師) - カリスマ的、利他的、共感的、モチベーションを高める。
16. ENTJ (指揮者) - ビジョナリー、主張的、戦略的、効率的。

これらの簡単な説明は、各MBTI性格タイプの一般的な概要を提供します。

13.8.その 5 傷

放棄、拒絶、屈辱、裏切り、不正

人間の無意識は、主に心理的な傷によって影響を受けます。これらの中には、拒絶、
放棄、裏切り、屈辱、不正の5つの主要な傷があります。これらの5つの傷は、最初の8

つの傷のモデルから派生しています。それらは、伝統的な中国医学における5つの要素
のように相互に影響し合う複雑なネットワークを作り出します。

現在私たちの内にどの傷が活動しているかを理解することは、有益な洞察を提供する
ことができます。拒絶、裏切り、不正がどのように相互に影響し合っているかを観察
することで、私たちの心理状態についての動的な洞察を得ることができます。この理
解は、より大きな自己認識と自己改善への鍵となることがあります。

5つの傷の起源

ジョン・ピエラコスは、1956年にバイオエネルギー分析研究所を共同設立し、存在的傷（または自己愛的傷）について
のウィルヘルム・ライヒの研究を引き継ぎ、放棄、拒絶、屈辱、裏切り、不正、侵入、無力感、不安定の8つを定義しま
した。
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リズ・ブルボーはその後、この理論を5つの感情的な傷に適応させ、私たちが自分自身でいることを妨げるものとしまし
た。彼女によれば、これらの傷は多くの感情的な問題や機能不全な行動の根底にあり、子供の頃に始まり、しばしば生
まれてから7歳までの間に発生しますが、癒されないままでいると大人の生活にも影響を与え続けます。

1. 拒絶の傷：この傷は通常非常に早い段階で形成され、時には出生前から存在し、欲されていないという感情にしば
しば関連しています。この傷を持つ人々は愛を受ける価値がないと感じ、拒絶される可能性のある状況を避けま
す。自己主張や自分の場所を取ることが難しいです。

2. 放棄の傷：これは、子供が身近な人から放置されたりサポートされていないと感じるときに現れます。この傷を受
けた人々は、孤独を強く恐れ、他人の注意と承認を常に求めます。彼らは感情的に依存するようになることがあり
ます。

3. 屈辱の傷：これは、子供が親や愛する人から自分の行動や行為について小馬鹿にされたり批判されたと感じるとき
に発展します。この傷を持つ個人は、恥ずかしさを感じやすく、尊厳を欠く傾向があります。彼らはまた、他人が
そうするのを防ぐために自分自身を屈辱的に扱うことがあります。

4. 裏切りの傷：この傷は、子供が信頼していた誰か、しばしば約束を守らない親から裏切られたと感じるときに発生
します。この傷を持つ人々は他人を信頼するのが難しく、すべてをコントロールしようとします。彼らは嫉妬深く
なったり、所有的になることがあります。

5. 不正の傷：これは、子供が不当に扱われていると感じるとき、しばしば過度に権威主義的または批判的な親から形
成されます。この傷を持つ人々は完璧を求め、硬直で不寛容になることがあります。彼らはしばしば自分の感情を
表現するのが難しいです。

リズ・ブルボーは、これらの傷が私たちの行動や世界の認識に影響を与えることを説明しています。癒すためには、こ
れらの傷を認識し、その起源を理解し、それを克服するために取り組むことが不可欠です。
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14.テスト
このモジュールは、ライブバイオフィードバックテストおよび既存の録音からのテストリストの評価に専念してい
ます。

テストモジュールは、あらゆる種類のライブテストを実行でき、その結果は特定のバイオマーカーの瞬間的な変化に基
づいて評価されます。また、現在のスキャンにおける特定のバイオマーカーの値に基づいて、任意のテストリストを事
前評価することもできます。

リストの事前評価
新しいリストを作成したり、他のユーザーによって作成された既存のリストを使用したりできます。リストを開くと、
そのすべての項目が現在開いているレポートに関連して優先順位付けされます。そして、ライブテストを行いたい項目
にチェックを入れることができます。

ライブテスト
項目が選択されたら、ライブテストにより、これらを顧客に表示し、センサーを使用して彼のシステムのバイオフィー
ドバック応答を測定できます。結果は、システムを強化する、システムを弱める、または中立の3つの可能な応答に分
類されます。
無限のオープンテストオプションもあり、これにより、クライアントまたは自分自身に対して任意の治療アプローチを
直接テストし、バイオフィードバックを使用して結果をライブで測定することができます。

14.1.テストリスト

Biocoherenceでのリストを使用したテスト

アプリケーション内のリストの管理と編集

リストを操作する際は、キーワード検索機能が手元にあります。現在リストの数は限
られていますが、将来的には何百、さらには何千のリストに拡張できるよう設計され
ています。これにより、自分自身のテストを編集および管理することが可能になりま
す。

テスト編集モード

1. 編集モードへのアクセス: 自分のテストにいる場合、小さな鉛筆のアイコンがテス
トの隣に表示されます。それをクリックすると、編集モードに入ります。

2. 項目の編集: 編集モードに入ると、各項目をクリックしてテキストや関連するアクションを変更できます。たとえ
ば、アーユルヴェーダ、臓器、ヴァータ、ヴィータなどのカテゴリに対するアクションを定義できます。

3. アクションの定義: VPKのようなカテゴリをクリックして、特定の要素（例：アミノ酸、膀胱、血液、脳、目）の
増加または減少の効果を指定します。

3.2.詳細ガイド
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自動評価

自動評価は、ユーザーの要素レベルとテストで定義されたアクションの一致に基づいています。これにより、リスト内
の項目を期待される結果に応じてランク付けすることが可能になります。

追加ツール

1. 追加とインポート: 新しいツールを追加したり、項目を行ごとに貼り付けてリストをインポートできます。
2. リストの削除: リストを完全に削除するオプションがあります。
3. 2Dロジックマップ: やがて、項目を2次元の画像に配置できるようになり、テストを視覚化し整理しやすくなりま
す。

一般的なリストのプロパティ

インターフェースの上部で、一般的なプロパティを変更できます：

• リストのカテゴリ
• 可視性（公開または非公開）
• アクセス（無料または有料）

有料リストは公開にして、他のユーザーが手数料でアクセスできるようにすることができます。これにより、自分の知
識を共有し、報酬を得ることができます。

所有していないリストの管理

自分が所有していないリストを操作している場合、それを複製できます。複製は、タイトル、説明、およびアクション
を変更できる編集可能なコピーを作成することを可能にします。

リストへのアクセス

画面の右側にある一般メニューから、「マイリスト」に移動して、既存のリストを編集したり、新しいリストを作成し
たりできます。この機能は、ホーム画面を含む任意の画面から利用可能です。

これらの手順に従うことで、リストやテストを効率的に管理し、アプリケーションが提供するさまざまな編集および整
理オプションを活用することができます。

リストベースのテストへの導入

BioCoherenceにおけるリストベースのテストは、完全にオープンなシステムであり、ユーザーが既存のリストを選択し
たり、新しいリストを作成したり、既存のリストを複製して他のユーザーと共有することができます。

リストとは何ですか？

テストリストは、アロマハーブやエッセンシャルオイルなどのエントリーのコレクションです。リストがレポートで開
かれ、利用可能な記録がある場合、各エントリーが評価され、優先順位が付けられます。パーセンテージは、エントリ
ーと記録との互換性を示し、0％から100％の範囲です。

色コード

• 緑: 非常に関連性が高く、高い互換性（例：85％）
• 他の色: 互換性の異なる段階（例：中間シリーズに対して40％）
• 紫: 低い互換性（20-30％）
• 灰色: 中立またはほぼゼロの互換性（約0％）
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• 赤: 不適合または否定的な反応

ライブテスト

事前評価の後、第二部はライブテストで構成されます。以下は、従うべき手順です：

1. 項目の選択: テストする項目を個別に選択します。
2. センサーに接続: キャリブレーションのためにセンサーを接続します。
3. テストの実行: テストは一つずつ実行され、視覚、音声、または他の情報がテストを受ける人に送信されます。
4. 観察: 正確な評価のために、テストを受ける人は提示された情報を見たり聞いたりしなければなりません。
5. 評価: システムは、提示された情報に基づいて身体の反応を分類します。

結果の表示

テストの終了時に、結果が再表示され、次のように分類されます：

• 成功したテスト: 良い身体反応
• 平均的なテスト: 混合反応
• 不確定なテスト: 否定的または一貫しない反応

提示された情報の重要性

テストされた要素（例：写真、エッセンシャルオイルが作用するシステムの詳細）に関する情報をできるだけ多く提示
することが重要です。これにより、バイオフィードバックシステムを通じて身体から直感的で測定可能な反応を得るこ
とができます。

レポートへの結果の統合

テスト結果はレポートに表示され、良好または平均的な反応を示す項目のみが表示され、拒否された項目は除外されま
す。レポートには以下が含まれます：

• 互換性のパーセンテージ: 初回スキャンに基づく計算
• 無意識の身体反応: 情報が提示されたときに測定される

将来の発展

周波数テストや任意の情報のライブテストなどの新しいテスト機能が、すぐに利用可能になります。

テスト編集モード

自分のテストにいると、小さな鉛筆が表示されます。この鉛筆をクリックすることで、テスト編集モードに入ります。
その後、各項目をクリックして関連するテキストやアクションを変更できます。たとえば、アーユルヴェーダや臓器な
どの項目に対するアクションを設定できます。やがて、他のタイプのアクションも利用可能になります。

アクションの編集

アクションを変更するには、関連する要素（例：VPK）をクリックし、特定の側面（例：ヴァータやヴィータ）を増加
または減少させる影響を定義します。また、アミノ酸、膀胱、血液を増加させたり、脳や目を減少させるなど、臓器に
対する効果を指定することもできます。これらの変更は、この入力の具体的なアクションを定義し、自動評価にとって
重要です。
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自動評価

自動評価は、ユーザーレベル（花の形で）を定義されたアクションと比較することによって行われます。このマッチン
グにより、得られた結果に応じてリスト内の項目をランク付けできます。

利用可能なツール

画面の下部にはさまざまなツールが表示されます。ツールを追加したり、項目を行ごとに貼り付けてリストをインポー
トしたり、リストを削除したりできます。やがて、これらの項目を2次元の画像に配置できるようになり、写真を撮っ
たり、画像をインポートして論理マップ上に配置することができるようになります。これにより、選択した項目に応じ
てテストがマップ上を移動できるようになります。

一般的なリストのプロパティ

一般的なリストのプロパティは画面の上部にあります。それをクリックしてカテゴリ、可視性（公開または非公開）、
および料金モード（無料または有料）を定義することができます。有料リストは準備が整ったら公開にし、ユーザーが
その使用に対して都度支払うか、月額料金で支払うことを可能にします。

共有と報酬

このシステムは、自分の知識や評価の種類を共有し、それに対して報酬を得ることを可能にします。自分が所有してい
ないリストを操作している場合、それを複製できます。直接編集することはできませんが、複製することで、タイトル
や説明を含む完全に変更可能なコピーを作成します。

リストへのアクセス

画面の右側にある一般メニューから、「マイリスト」にアクセスできます。ホーム画面などの任意の画面から、自分の
リストを編集することができます。このインターフェースから新しいリストを簡単に作成することも可能です。

結論

このシステムは、テストリストを管理および共有するための大きな柔軟性と自律性を提供し、編集および評価のための
強力なツールを提供します。

3.2.詳細ガイド
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15. BioCoherenceにおけるAI
BioCoherenceは、最新の最先端人工知能（AI）技術を利用して、理解、使用、分析をシームレスかつ完全に統合された
方法で促進します。

• AIヘルパーは、優先事項に対して説明、分析、テスト、および行動を起こすことができます。30以上の専門アシス
タントがバイオマーカー値を受け取り、ユーザーやプロとの簡単なチャットを開くことができます。

• プロにとって、リストアイテムの作成は、瞑想部分の執筆支援、自動アクションの特定、製品成分の検索などのお
かげで加速されます。

• BioCoherenceは、BioFeedbackやバイオマーカーに関連する数千の独自のアルゴリズムを統合しており、その中には
ディープラーニングや人工知能の支援を受けて取得されたものもあります。

15.1. AI ヘルパー
BioCoherenceにおける最もエキサイティングな開
発の1つは、AIヘルパーの導入です。これらのAI

駆動のアシスタントは、アプリ内の膨大な情報を
ユーザーがナビゲートするのを助けるように設計
されており、バイオフィードバックスキャンから
のデータを理解し活用するのが容易になります。

BioCoherenceのAIヘルパーは、ユーザーデータに
基づいて個別のガイダンス、説明、およびプログ
ラム作成を提供することで、ユーザーエクスペリ
エンスを向上させるように設計されています。こ
れらのAIモジュールは、新しいユーザーの学習曲
線を縮小し、専門家にクライアントとのインタラ
クションを効率化する方法を提供します。AIヘル
パーは、使用の文脈に応じて2つの異なるモード
で操作できます：

1. 録音なし：ユーザーはAIとチャットして、自
分のニーズに基づいて基本プログラムを作成
できます。ホームページから：ユーザーは特
定のバイオマーカーにリンクすることなく、
AIと一般的なガイダンスをやり取りできま
す。

2. オープン録音あり：AIヘルパーはユーザーのバイオマーカーを分析し、記録されたデータに基づいてインサイトや
推奨を提供します。

主な機能
AIヘルパーは、一般ユーザーと専門家の両方のために看護師やサポートスタッフとして機能するバーチャルクリニッ
クとして設計されています。これらのAIアシスタントは：

• スキャンからのバイオマーカーとクライアントのスキャンを読み取り、解釈します。
• 特定のバイオマーカーを表示し、その値を解釈します。
• エネルギーのバランスを助けるためにハーモニックブーストを再生します。
• 健康データとディスカッションに基づいて優先事項を修正します。
• 個別の癒しのためにハーモニックブーストリストに要素を追加します。
• リアルタイムで新しいテストをリクエストし、分析します。
• さまざまなバイオマーカーやテスト結果についての説明とアドバイスを提供します。
• 必要に応じてクライアントを専門的な相談にリダイレクトします。

3.2.詳細ガイド
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これは、ユーザーがAIと対話して自分の健康についてより深い洞察を得たり、自分の結果について質問したり、行動
可能な洞察、瞑想、ハーブ療法などの推奨を受け取ることができることを意味します：

• 個別の支援：各AIヘルパーは、自然療法、伝統中国医学（TCM）、エッセンシャルオイル、または瞑想などの特定
のドメインに特化しています。現在、25以上のAIヘルパーが存在します。彼らは、自分の専門知識に関連するバイ
オマーカーのキュレーションされたサブセット、特定のプロンプト、特定の知識とトレーニング、特定のリストと
リスト項目、特定の追加情報、および特定の能力を受け取ります。

• 基本プログラム作成：ユーザーは、AIとの対話を通じて個別のプログラムを作成できます。これらのプログラムは
「基本プログラム」セクションに保存され、すぐに起動できます。

• 言語サポート：AIヘルパーは複数の言語をサポートしており、ユーザーは母国語で対話できます。システムは多言
語のクエリを効果的に処理するように設計されています。

• カスタマイズ可能なアクセス：専門家は、クライアントがどのAIヘルパーにアクセスできるか、またどのデータに
アクセスできるかを制御できます。これにより、AIは専門家が設定した範囲内で動作します。

AIは自らの限界を認識するように設計されており、必要に応じてユーザーが専門的なガイダンスを求めることを奨励
します。

専門家向けのAIヘルパー
施術者にとって、AIヘルパーは以下のような知能アシスタントとして機能します：

• クライアントに複雑なバイオマーカーを説明するのを助けます。
• クライアントデータに基づいて追加のテストを提案します。
• 瞑想技術やハーブ療法を推奨します。
• クライアントに選択されたAIヘルパーを提供することによって、説明プロセスを軽減し、プロの決定を修正するこ
となく説明できる能力を持たせます。

プロがクライアントの記録に取り組むとき、AIヘルパーはクライアントデータを受信し、プロのアシスタントとして
機能します。

AIヘルパーへのアクセス
AIヘルパーには以下の方法でアクセスできます：

• ホームページ：一般的なガイダンスまたは基本プログラム作成のため。
• オープン録音：特定のバイオマーカーを分析し、説明するため、分析に関する詳細な洞察を提供します。

AIヘルパーの使用事例
基本プログラムの作成：

• ホームページからAIヘルパーセクションに移動します。
• AIヘルパーを選択します（例：スリープコーチ、瞑想ガイドなど）。
• 自分のニーズを説明するために会話に参加します（例：「ストレスを感じており、リラックスするための助けが必
要です」）。

• AIは個別の基本プログラムを生成し、それを「基本プログラム」セクションに保存します。

バイオマーカーの説明：

• 録音を開き、「結論」の下にあるAIヘルパーセクションに移動します。
• 探求したいバイオマーカーに関連するAIヘルパーを選択します（例：経絡のためのTCM施術者）。
• AIは録音で計算されたバイオマーカーに基づいて詳細な説明と推奨を提供します。

例：カスタムティーまたはエッセンシャルオイルブレンド。ハーバリストまたはエッセンシャルオイルエキスパート
AIヘルパーを使用します。AIは関連するバイオマーカーを分析し、カスタムティーブレンドまたはエッセンシャルオ
イルレシピを提案します。
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AIヘルパーの制限

• AIヘルパーは録音や分析結果を修正することはできません。彼らは既存のデータに基づいて説明し、ガイダンスを
提供するように設計されています。

• 各AIヘルパーに提供される初期のバイオマーカーセットは、その専門分野に制限されています。ただし、AIは必要
に応じて会話中に追加のバイオマーカーをリクエストできます。

高度な機能
概要とレポート統合：

• 会話の最後に、AIヘルパーはディスカッションの要約を生成します。
• 専門家は、この要約をクライアントのPDFレポートに含めることを選択できます。

フィードバックと評価：

• 各インタラクションの後、ユーザーはAIヘルパーの有用性とクエリに対処する成功を評価できます。このフィード
バックはAIのパフォーマンスの向上に役立ちます。

クライアント向けのカスタマイズ可能なAIアクセス：

• 専門家は、クライアントのために特定のAIヘルパーを有効または無効にすることができます。
• 彼らはまた、クライアントが個人的なガイド、ハーモニックブースト、または完全なレポートなどの機能にアクセ
スできるかどうかを制御できます。

技術的ノート

• AIヘルパーのデータ処理：各AIヘルパーは、ドメインに応じてユーザーのバイオマーカーの5%から10%を受け取り
ます。これにより、集中した関連性のあるガイダンスが確保されます。

• AIヘルパーは大規模言語モデルに基づくツールであり、その応答は医療専門家によって検証されていません。回答
の正確性は常に確認する必要があります。

• 現在26のAIヘルパーが利用可能ですが、システムが稼働しているため、新しいヘルパーを追加するのは非常に簡単
です。AIヘルパーに追加したい分野があれば、ぜひご連絡ください。

結論
BioCoherenceのAIヘルパーは、専門家および個人ユーザーの両方にとって強力なツールです。高度なAI機能を活用する
ことで、複雑な分析を簡素化し、行動可能な洞察を提供し、ユーザーのニーズに合わせた個別のプログラムを作成しま
す。システムが進化するにつれて、新しい機能や改善がユーザーエクスペリエンスを向上させ続けるでしょう。

3.2.詳細ガイド
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biocoherence.net/n82.107

16.バランス
リソースと優先順位; レポーティング、瞑想生成、及び周波数。

これらの画面は、リソースと優先順位の自己識別と修正、PDFレポートの生成、ガイド付き瞑想や特定の周波数などの
リバランシングツールの作成を可能にします...

16.1.優先事項

分析後に対処すべき重要な要素を定義する

バランスセクションは、分析が完了し、目標が明確になった後、またはデバイスが自
動的に要件を決定することが信頼される場合に取るべき行動に関するものです。

優先順位

定義と目的 優先順位は、アプリによって注意または介入が必要とされる要素として特
定されたものです。これらは、ユーザーの健康が損なわれる可能性があり、特定され
たリソースからのサポートが必要な領域です（リソースに関する次の章を参照）。

選択プロセス アプリは、さまざまなバイオマーカーを評価するアルゴリズムに基づい
て自動的に優先順位を選択します。ユーザーは、各カテゴリ内の追加の潜在的な優先
順位を探求し、必要に応じてそれらを追加できます。「探求」をクリックして興味のあるバイオマーカーの事前選択を
取得するか、すべての画面をブラウジングして興味のある優先順位を選択できます。

カテゴリ リソースと同様に、優先順位は、臓器、感情、エネルギー点などのさまざまなグループに分類されます。ユ
ーザーは、これらのカテゴリを探求して追加の焦点を特定できます。

カスタマイズ ユーザーは、リストから優先順位を追加または削除でき、自分の健康の旅に合わせたアプローチを可能
にします。焦点と効果を維持するために、優先順位の数は管理可能（15-20）に保つことをお勧めします。

システムを最適化するために再計算を実行します。

優先順位とリソースの計算を再起動するには、ホーム画面の右上隅にある適切なアイコンをクリックしてください。リ
ソースを特定することから始め、これによりシステムは自動的にすべての必要なリソースを再特定できます。次に、対
応するオプションをクリックして優先順位を特定します。これにより、システムによって特定された優先順位が自動的
に追加されます。また、優先順位画面で「追加」と「優先順位を自動特定」をクリックすることもできます。これによ
り、現在の選択に新しい優先順位が追加されますが、削除はされません。

波形分析は論理的な進化における重要なステップです。ニーズに応じてバイオマーカー、リンク、優先順位を再計算
し、リソースを特定できます。完全なレポートにアクセスする際に問題が発生した場合は、常に再計算することができ
ます。
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優先順位を表示および修正する

優先順位セクションでは、システムは関連するすべてのものを表示します。これらの優先順位を削除するか、新しいも
のを追加することで修正できます。優先順位を追加するには、「追加」をクリックし、臓器、経絡ポイント、
TCM（伝統中国医学）レシピなど、提供されるさまざまなカテゴリから興味のある項目を選択してください。

必要なくなった優先順位を削除することで、優先順位のリストを整理することもできます。優先順位の編集は、システ
ムのすべてのページで同じインターフェースを使用しますが、ここでは定義したすべての優先順位がグループ化されま
す。

最後に、優先順位にコメントを追加できます。これらのコメントは最終レポートに統合され、各特定された優先順位に
追加の文脈を提供します。

任意のページから優先順位アイテムを追加または削除できます。関連するフラワーの右側にあるアイコンをクリックし
てください。このアイコンが緑色であれば、そのバイオマーカーは優先順位に存在します。赤色であれば、存在しませ
ん。

16.2.リソース

調和を確固たるものにするための柱

リソースを探る前に、クリスティーヌ・デゴイは彼女の研究に関するいくつかの洞察を
共有します。これは重要な焦点です：

「私たちは問題のあるシステムに関与する新しいマインドセットを開発しまし
た。10年間のセラピーの仕事とクライアントとの研究により、私は各存在の中に
一貫性があることを初めて明らかにしました。この自然な共鳴は重要であり、問
題の全スペクトルを探るのに役立ちます。これは深い内部のつながりを確立する
最も簡単な方法であり、システム内の一貫性を高めるポジティブな感染を促進し
ます。このアプローチは、個人が癒され、成長することを可能にし、彼らの身体
の自然な秩序を尊重します。私たちはこれを「リソースの道」と呼び、それは可
能性への開かれた扉です。
リソースは、私たちの存在の中で最も一貫しており、強力な部分であり、私たち
が人生の中で発展させてきた超能力に似ています。生涯のリソースの概念は、最
終的には私たちの人生の使命モジュールの一部になるでしょう。たとえ単一の臓器、経絡、鍼灸点、チャク
ラ、感情などでも、強力なリソースとなる可能性があり、私たちの人生と身体を調和させる幸せな感染に寄
与します。」 -- クリスティーヌ・デゴイ

優先事項 - その時々の人にとって必要な重要な要素を見た後、私たちはリソースに移ります。リソースは、小さなチケ
ットアイコンと星で表現され、身体の「星」要素です。それらはエネルギーに溢れ、非常に安定しており、身体が治癒
プロセスを通じて優先事項にエネルギーを分配するために頼ることができるものです。

アプリでは、各バイオマーカーのリソーススコアを計算するために洗練されたアルゴリズムを開発しました。このスコ
アは、最もエネルギーがあり安定した要素を特定し、改善のための優先事項を強調します。それは、要素の安定性、エ
ネルギー、接続性などのさまざまな要因を考慮し、現在表示されているリソースページを生成します。

BioCoherenceアプリ内のリソースと優先事項の詳細な理解は、ユーザーが自らの内在的な強みを活用し、健康と幸福を
改善するためのニーズのある領域に対処する明確な道筋を提供します。

リソースは、すべての利用可能な要素を考慮に入れるように開発されたアルゴリズムのおかげで、録音後に自動的に特
定されます。しかし、必要に応じてこれらのリソースを手動で変更することも可能です。たとえば、臓器セクションに
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アクセスする際に、神経伝達物質が主要なリソースとして特定された場合、それらをクリックして他の強力なリソース
の選択肢を表示できます。

このファミリーの利用可能なリソースは、最も強力なものから最も弱いものへと重要性の逆順でランク付けされます。
たとえば、神経伝達物質の代わりに舌、気管、またはニューロンの細胞核など、別のリソースを使用したい場合は、単
に選択したいリソースをクリックして選択します。それぞれのリソースが何を表しているのかをよりよく理解するため
に、花のアイコンをクリックして接続を確認し、より情報に基づいた選択をすることができます。

これらのリソースは、その後、再ハーモナイゼーションのさまざまな段階で使用されます。

リソースの簡単な紹介

私たちのアプローチは、問題のあるシステムに対処するためのパラダイムシフトを導入します。治療的実践を通じて最
初に発見されたこの方法は、個人の中の一貫性を強調します。この治療と個人の一貫性との間の自然な共鳴は、より広
い問題に対処するための基盤となります。このアプローチは内部接続性を促進し、「幸せな感染」をもたらし、外部プ
ロトコルなしで個人の癒しとエンパワーメントを強化します。 この方法論は「リソースの道」と呼ばれ、複雑なシス
テムを尊重し、シナジーを促進します。

リソースは、身体の中で最も一貫しており、力強い側面として特定され、内在的な超能力に似ています。個人の旅の理
解をさらに広げるために、今後の更新では、クリスティーヌの研究の拡張である人生の使命が含まれます。

特定の臓器は、たとえば、身体全体に力と一貫性を拡散させる重要なリソースとなる可能性があります。 アプリは、
各バイオマーカーのリソーススコアを計算するために高度なアルゴリズムを使用して、最適なリソースと優先事項を特
定します。アルゴリズムは、エネルギー、安定性、他の要素との接続性を評価し、これらの接続の強さまたは弱さを考
慮し、包括的なリソースページを生成します。

BioCoherenceにおけるリソースと優先事項

概要

BioCoherenceアプリは、詳細なスキャンを通じてユーザーの生理的およびエネルギー状態の包括的な分析を提供しま
す。初期スキャンが完了すると、ユーザーはリソースと優先事項という2つの重要な要素を提示されます。これらの要
素は、スキャン結果を解釈し、ユーザーを最適な健康と幸福へと導くために不可欠です。

リソース

定義と目的 BioCoherenceアプリのリソースは、ユーザーの身体内で最も一貫しており、安定しており、エネルギー的に
強力な要素を指します。これらの要素は、ユーザーの内在的な強みまたは「超能力」として特定され、癒しとバランス
をサポートするために活用されます。

計算: アプリは、各バイオマーカーのリソーススコアを決定するために洗練されたアルゴリズムを使用します。このス
コアは、エネルギーレベル、安定性、他の要素との接続性などの要因を考慮します。最高スコアの要素がリソースとし
て特定されます。

カテゴリ:リソースは、以下を含む10のグループに分類されます：

• 臓器グループ（例：アーユルヴェーダに基づくグループ）
• 個々の臓器
• 原子
• 経絡
• モメンタム（動的状態）
• ドライブ（感情）
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• 生物（共生または寄生）
• TCMポイント
• アーユルヴェーダのサブドーシャ
• チャクラ

カスタマイズ: ユーザーはアプリの自動選択によるリソースを受け入れるか、個人的な共鳴や治療目標に基づいて手動
で調整できます。このカスタマイズにより、癒しに対する個別のアプローチが可能になります。

バランス機能との統合

• 周波数: アプリはリソースと優先事項を使用して周波数プログラムを作成します。このプログラムには、特定の臓
器、感情、またはエネルギー構造をターゲットにする主要な周波数が含まれます。ユーザーは、このプログラムを
追加のプロトコルで強化し、効果を高めることができます。

• バランス: アプリは選択した優先事項を通じて最適な経路を計算し、ガイド付き瞑想またはバランスセッションを
作成します。このセッションは、リソースを活性化することから始まり、その後に各優先事項に順番に対処しま
す。

• PDFレポート: ユーザーは、リソースと優先事項に関する詳細な情報を含むPDFレポートを生成でき、現在の状態と
治療の焦点についての包括的な概要を提供します。

実用的な適用

使用のタイミング: アプリの瞑想および周波数プログラムは、個人の好みに応じて、日中のいずれの時間でも使用でき
ます。一部のユーザーは、静かな瞬間、たとえば早朝や夜遅くにこれらの実践を行うと有益であると感じるかもしれま
せん。

16.3. PDFレポート

生成、PDFをエクスポート、印刷、および結果を共有

章：Balanceを使用したレポートの生成と管理

Balanceの3つ目の重要な機能は、レポートの生成です。この機能により、アプリケー
ションの使用中に保持されたすべての情報を含むPDFファイルを作成できます。

PDFレポートの内容

生成されたPDFレポートには以下が含まれます：

• プロジェクトのセクションと期間
• 記入されたコメント
• 特定されたリソース
• 定義された優先事項
• 最もエネルギーのあるまたは最もエネルギーの少ない臓器
• 最も興奮したまたは最も興奮していない臓器
• コヒーレンスのある臓器
• 経絡
• 伝統中国医学（TCM）のレシピ
• その他
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レポートのカスタマイズ

レポートからセクションを追加または削除できます。これを行うには、セクションタイプにアクセスし、利用可能なツ
ールを使用してレポートをニーズに合わせてカスタマイズします。

レポートの共有と保存

PDFレポートは、いくつかのチャネルを介して直接共有できます：

• 直接共有: 共有ボックスを使用して、WhatsApp、SMS、またはメッセンジャーでレポートを送信します。
• 保存: 「PDFファイル」をクリックしてレポートを保存します。コンピュータでは、ハードドライブに直接保存でき
ます。電話やタブレット（iPad）では、ファイルに保存されます。

• 印刷: 「印刷」をクリックしてレポートを印刷します。コンピュータでは、これにより印刷ダイアログボックスが
開きます。電話では、ネットワーク上に互換性のあるプリンターがある場合、印刷オプションが表示されます。

PDFレポートは、さまざまなセクションに追加されたコメントを含む、入力されたすべての情報を保持します。この機
能により、すべての重要なデータが集中され、将来の利用のために簡単にアクセスできるようになります。

16.4.バランス：瞑想、音、ツール

ガイド付き瞑想、周波数生成、時間の結晶の溶解。この段階では、このモジュールは準備中であり、今後数ヶ月で
開発される予定です。

パーソナライズされたガイド付き瞑想によるバランス
調整

「バランス調整」セクションは、私たちの方法の重要な部分であり、各個人に必要な
周波数を統合したガイド付き瞑想またはオーディオファイルの作成に専念していま
す。この原則は、タマネギの皮をむくことに似た段階的アプローチに基づいていま
す：私たちに最も近い問題は最も簡単に対処できる一方で、より遠くの問題はより深
い治療を必要とします。このプロセスは、特定の順序でさまざまな優先要素を通過す
るために定義された理想的な道に従って、一歩ずつ実施されます。

瞑想のパラメータ

1. 瞑想速度: 録音中に検出されたパラメータに応じて、個人が瞑想に入る速度が決定されます。
2. 性格タイプ: この要因は瞑想の構成に影響を与えます。
3. 音楽: 人のレベルで開始するための和音と一般的なスケールが特定されます。

リソース選択

リソースは、それぞれのカテゴリで最も強力なアイテムを活用するように設計されています。関連するリソースは、
日々の優先事項に対処するために呼ばれます。

優先事項の選択

選択された各タイプの優先事項について、さまざまなガイド付き瞑想のシリーズが含まれています。これらのシリーズ
には、異なるプロファイルに適応した異なるタイプのガイド付き瞑想が含まれています。アプリケーションは、最初に
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開始するのに最も適切なガイド付き瞑想を決定し、次に、優先事項に対処するために生成された周波数または声に基づ
いた第二部へと進みます。

録音とフォローアップ

パーソナライズされたガイダンスが設計されると、それはユーザーのアカウントに保存されます。プロによって作成さ
れた場合、ユーザーはBiocoherenceアプリケーションをインストールし、メールアドレスを入力して、自分のパーソナ
ライズされた瞑想にアクセスできます。また、アプリを通じて各瞑想セッションの前に定期的に再評価することも可能
です。再評価は、センサーを登録するよう促し、新しい評価のために接続します。

進捗のモニタリング

進捗は、各優先事項に対応する曲線の形で表示され、進捗状況やまだ対処すべきポイントを視覚化できるようにしま
す。初期およびフォローアップの質問票など、他のトラッキング方法も利用可能です。

プランと期間

プランが策定され、パーソナライズされた瞑想が作成されると、それはユーザーのプロフィールに利用可能になりま
す。ユーザーは、アプリケーションを介してインストールするように招待され、直接ガイド付き瞑想を開始できます。
完全なバランスセッションは、3週間続く予定です。
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詳細ガイド：BioCoherenceにおけるハーモニックブースト
とパーソナルガイドの使用
ハーモニックブーストとパーソナルガイドは、ユーザーがパーソナライズされた周波数プログラムに取り組むことを可
能にするBioCoherenceアプリの2つの重要な機能です。これらのツールは、ユーザーが生物活性周波数を日常生活に統
合し、エネルギー的および生理的なバランスをサポートするのに役立ちます。このセクションでは、これらの機能を効
果的に使用する方法についての詳細ガイドを提供し、さまざまなシナリオにおけるベストプラクティスを含みます。

1. ハーモニックブースト

ハーモニックブーストとは何ですか？

ハーモニックブーストは、選択されたすべての優先事項を同時に再生する周波数ベースのツールです。短期間で包括的
で全体的なエネルギー調和を提供するように設計されています。

ハーモニックブーストの使用方法

• ハーモニックブーストへのアクセス:

◦ BioCoherenceアプリを開きます。
◦ アクティブなレコードに移動します（ホーム画面の中央にあります）または、リストからレコードを選択しま
す。

◦ ハーモニックブーストをクリックして、周波数の再生を開始します。
• ハーモニックブーストの再生:

◦ ハーモニックブーストは、すべての選択された優先事項を一度に再生します。エネルギー、身体、心によるフ
ィルタリングや、高優先度プログラム、プロトコルのあるプログラムなどが可能です。たとえば、エネルギー
のブーストのみを希望する場合や、プロトコルのあるプログラムだけをフィルタリングして深い問題に対処す
る気分の場合は、プログラムをフィルタリングします。

◦ 日常の活動を行いながらバックグラウンドで再生できます。音量は非常に低くてもかまいません。
◦ より良い共鳴のためにヘッドフォンや外部スピーカーの使用が推奨されます。ポケットに入れたインイヤーヘ
ッドフォンを使用して、生物活性周波数を含む微小な電磁場を体に届けることもできます。そのため、周波数
を聞く必要はありません。エネルギーフィールド、身体、心がそれらを電磁的に登録します。

• ハーモニックブーストのエクスポート:

◦ ユーザーは、ハーモニックブーストをMP3ファイルとしてエクスポートし、オフラインで使用できます。
◦ Mac、iPhone、iPad、およびAndroidでは、ファイルを保存またはSMS、AirDrop、WhatsApp、またはメールで直
接共有できます。

◦ Windowsでは、ファイルを手動で保存し、その後共有する必要があります。
• ベストプラクティス:

◦ 日常的な使用: ハーモニックブーストを1日1回または2回再生します。
◦ パッシブリスニング: 低音量でバックグラウンドで再生できます。
◦ 集中セッション: より深い効果を得るために、最小限の気晴らしで静かな環境で聞いてください。

2. パーソナルガイド

パーソナルガイドとは何ですか？

パーソナルガイドは、パーソナライズされた周波数を音声ガイダンスと統合したガイド付き瞑想です。構造化された視
覚化とリラクゼーション技術を通じて、ユーザーがエネルギー的および生理的なバランスに集中するのを助けます。こ
のガイダンスの目標は、日常生活に集中した癒しの意識を統合することです。
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パーソナルガイドの使用方法

• パーソナルガイドへのアクセス:

◦ BioCoherenceアプリを開きます。
◦ アクティブなレコードに移動します（ホーム画面の中央にあります）または、リストからレコードを選択しま
す。

◦ パーソナルガイドをクリックして、セッションを開始します。
• パーソナルガイドのカスタマイズ:

◦ 期間: スライダーを使って希望するセッションの長さを調整します。
◦ ダイブスピード: 使用されるリラクゼーション技術の速度と強度は、測定されたバイタルに応じて事前に計算さ
れています。

◦ 性格タイプ: スキャンに基づいて自動的に選択されます。
◦ 音楽コード: 共鳴分析に基づいてパーソナライズされます。
◦ 終了モード:

▪ ウェイクモード: ユーザーを優しく警戒状態に戻します。
▪ スリープモード: ユーザーを深い睡眠に導きます。

• パーソナルガイドの再生:

◦ セッションには音声ガイダンス、個別の周波数、バイノーラルビート、およびバックグラウンドノイズが含ま
れています。

◦ ユーザーは、周波数のみを聞きたい場合は音声をミュートすることができます。
◦ ホワイトノイズ、周波数、およびバイノーラルビートは、より深いリラクゼーションのために調整できます。

• ベストプラクティス
◦ 日常的な使用: 1日1回使用することが推奨され、特に静かな環境で行うことが望ましいです。
◦ 睡眠前: スリープモードを使用してリラクゼーションを強化します。
◦ 瞑想中: 最大の利益を得るために、ガイド付き指示に集中します。
◦ 音声なし: 一部のユーザーは音声をミュートし、周波数のみを聞くことを好みます。これは、特に21日間プログ
ラムの最終日でガイダンスがすでに内面化されている場合、睡眠前のリラックスモードになることがありま
す。

3. ハーモニックブースト、パーソナルガイド、基本プログラムの組み合わせ

個人プログラムに加えて、いくつかの基本プログラムは、旅を通じて再生するのに役立つことがあります。

基本プログラムは、特定の使用ケースのためのプリセットプログラムです。例：デトックス、眼ケア、チャクラの調
和、ストレス管理...これらの基本プログラムは、スキャンなしで一般的な使用のために専門家によって慎重に設計され
ています。

ユーザーは次のように選択できます：

• それらを別々に実行する（例：朝の基本プログラム、日中のハーモニックブースト、夕方のパーソナルガイド）。
• 基本プログラムとハーモニックブースト周波数をパーソナルガイドに追加することで、組み合わせることができま
す。

両方を組み合わせる方法

1. レコードを開き、優先事項に移動します。
2. 追加の優先事項を追加するために ボタンをクリックします。
3. 基本プログラムを選択します。例えばエネルギー > デトックス（または他の関連カテゴリー）。
4. すべての優先事項を追加をクリックして、それらをセッションに統合します。

組み合わせのためのベストプラクティス

• 朝のルーチン:エネルギーのためにフィルタリングされたハーモニックブーストを使用して、迅速なエネルギーの整
合を得ます。

• 朝のパワーポーズ:即時の reliefのために簡単な基本プログラムを再生します。
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• 夕方のルーチン: 深いリラクゼーションと統合のために、毎日の21日間プログラムのパ

16.5.ハーモニックブースト
BioCoherenceのHarmonic Boost機能は、特定の周波
数をユーザーのニーズと特定のプロトコルに合わ
せて統合することで、瞑想や周波数に基づく調和
の効果を高めるように設計されています。この機
能により、ユーザーはプリセットおよび個別化さ
れた周波数プログラムの組み合わせを使用して、
さまざまなバイオマーカーを刺激し、修正するこ
とができます。

アイテムの色とその機能
Harmonic Boostインターフェースは、異なる目的
を持つさまざまな色の要素で構成されています：

• ホワイト要素：これらは全身の調和を表して
おり、特定のバイオマーカーに関連付けられ
ています。これらは特定の臓器、鍼灸ポイン
ト、負担（例：地理的ストレス）、または他
のバイオマーカーに関連付けられた前算出周
波数セットです。これらの周波数は固定され
ており、個別分析結果に基づいて変更される
ことはありません。

• ブルー要素：これらは修正プロトコルを表し
ます。これらは個別化されており、ユーザーのデバイス上でローカルに計算されます。これらの周波数は、ユーザ
ーの特定のニーズに基づいて選択され、分析で検出された不調和を相殺するように設計されています。
◦ ダークブルー要素：これらは生物活性個別周波数または周波数のコレクション（周波数スペクトラム）であ
り、電気的または音響的に再生可能です。

◦ ライトブルー要素：これらはバイノーラルビートであり、非常に低い周波数を音響的に聞かせ、脳を特定の変
化した意識状態に訓練するように設計されています。これらは、両耳でわずかに異なる2つの周波数を再生する
ことで機能し、脳内でビート周波数を生成し、望ましい治療効果に合わせます。

アクションモードと機能

前算出周波数

• すべてのバイオマーカー調和周波数（ホワイト要素）は前算出され、ローカルおよびクラウドに保存されていま
す。これにより、低性能デバイスでもリアルタイムの計算を必要とせず、スムーズな再生が保証されます。

• 同じ前算出プロセスが、必要に応じてユーザーのデバイス上でブルー要素（非常に個別化されています）に適用さ
れ、グリッチを排除し、パフォーマンスを向上させます。

個別プロトコルのためのリアルタイム計算

• ユーザーがプロトコル（ブルー要素）を追加すると、システムは再生前に必要な周波数をローカルに計算します。
• これにより、周波数がユーザーの特定のニーズに合わせて調整され、最適なパフォーマンスが維持されます。

3.2.詳細ガイド
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同時周波数再生

• Harmonic Boostシステムは、4つの周波数を同時に再生します。
• ホワイト要素のみが選択された場合、バイオマーカー調和セットから4つの周波数が再生されます。
• ホワイト要素とブルー要素の両方が選択された場合、システムはバイオマーカー調和と修正周波数の再生周波数を
動的にバランスさせます。

周波数が同時に再生されることにより、プロトコルのターゲットアクションが可能となり、共鳴効果を介して選択され
たシステムへの直接的な架け橋を確立し、プロトコル周波数を追加して、システムに特にプロトコルをターゲットにし
たレーザー照射の効果を得ることができます。

バイノーラルビート統合

• バイノーラルビート（ライトブルー要素）が含まれる場合、それはバイオマーカー周波数の一つと混合されます。
• 例えば、地理的ストレス周波数が100Hzでバイノーラルビートが8Hzの場合、システムは一方の耳で100Hzを再生
し、もう一方で108Hzを再生して、脳内に8Hzのビートを生成します。

持続時間とタイミング

• 各周波数サイクルのデフォルトの持続時間は6.73秒で、これはプランク時間の黄金比（φ）の倍数です。
• 各ホワイトまたはブループログラムは複数のサイクルで構成されており、通常は10秒から150秒の間で持続します
（リセットサイクルは6.73秒）。

• ユーザーはプログラムの持続時間を短くしたり長くしたり調整できます。
• 完全なプログラムは1つのオーディオファイルとしてエクスポートでき、サブセットは特定のエネルギー、身体、
心、または最も注意を必要とする要素に対応するために直接エクスポートできます。

カスタマイズとエクスポート

プロトコルの追加

• ユーザーはHarmonic Boostセッションの効果を高めるためにプロトコルを手動で追加できます。
• システムは選択されたバイオマーカーに基づいて提案されたプロトコルを提供しますが、ユーザーは追加のプロト
コルを検索することもできます。2000以上のプロトコルが含まれており、リストは新しい研究で定期的に強化され
ています。

MP3ファイルのエクスポート

• ユーザーはHarmonic Boostセッションをオフラインで使用するためにMP3ファイルとしてエクスポートできます。
• エクスポートされたファイルには、アルバムカバーやキーワードなどのメタデータが含まれており、音楽ライブラ
リで整理しやすくなっています。

実用的なアプリケーション
• パーソナルガイドの強化：ユーザーは深いリラクゼーションと癒しのために、パーソナルガイド瞑想にHarmonic

Boost周波数を聞くことができます。
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• ターゲット治療：特定のバイオマーカーと修正プロトコルを選択することで、ユーザーは個別化された治療セッシ
ョンを作成できます。

• エネルギーブースト：ユーザーは迅速なアクセスが必要なときに備えて、エネルギーブースト周波数セットを作成
し保存できます。

BioCoherenceのHarmonic Boost機能は、周波数に基づく調和のための強力なツールを提供します。前算出されたバイオ
マーカー周波数と個別化された修正プロトコルを組み合わせることで、ユーザーは非常に効果的で個別化された治療セ
ッションを作成できます。これらのセッションをオフラインでエクスポートして再生できる能力は、アクセス性と使い
やすさをさらに向上させます。

3.2.詳細ガイド

94



付録 1.

よくある質問

アプリでヘルプを取得する方法
アプリの任意のページからヘルプを求めたり提案を送信したりするには、右上のメニューを開いて「フィードバックとアイデア」をクリックするだけです。「ス
クリーンショットに注釈を付ける」をクリックすると、現在いるページのスクリーンショットを追加でき、この注釈付きスクリーンショットをリクエストに追加
できます。そうすれば、こちらもあなたを助けやすくなります！

家族やクライアントは、どのようにカスタマイズされた瞑想にアクセスしますか？
カスタム瞑想にアクセスするには、biocoherence.net/installからアプリをインストールするか、App Storeまたは Playストアからインストールする必要があります。
彼らのためにアカウントを作成することで招待できますので、正しいアカウントで招待状を受け取るために、彼らのメールアドレスをアカウントに挿入してくだ
さい。その後、分析に連絡先を追加することで、彼らと分析を共有できます。彼らが作成したアカウントに指定したメールアドレスでアプリにログインすると、
アプリのホームページまたは「記録された分析」の下にこの分析が表示されます。

分析を受け取ったら、BioCoherence アプリの「バランス」セクションを通じてバランシング瞑想を聴くことができます。ここでは、音声ガイダンスと頻度が組み
合わさり、最適な結果が得られます。

BioCoherence アフィリエイトプログラム

BioCoherenceアフィリエイトプログラムへようこそ！最先端の技術の利点をあなたのオーディエンスと共有するために参加していただき、非常に嬉しく思いま
す。このプログラムでは、他の人々に健康とウェルネスへの変革的なアプローチを発見してもらう手助けをしながら、コミッションを得ることができます。

始め方
1. アカウントにログインする：https://biocoherence.net/s0,login1にアクセスしてください。
2. アフィリエイトページにアクセスする：https://biocoherence.net/n1192に移動してください。これはあなたの個人アフィリエイトハブです。

ここでは、次のことを含む、必要なすべてのツールと情報を見つけることができます：

• 招待コードを作成および管理する。
• コミッションを追跡する。
• アフィリエイトネットワークを成長させる。

アフィリエイトプログラムについて

当プログラムは、直接販売およびさまざまな購入タイプに対してサブスクリプションベースのコミッションを提供しています。また、新しいアフィリエイトをプ
ログラムに紹介することで、追加のインセンティブを得ることもできます。

直接販売のためのサブスクリプションコミッション

あなたの招待コードを共有すると、そのコードで登録したユーザーが行ったサブスクリプションやその他の購入に対してコミッションを得ることができます。こ
のプログラムは、あなたとあなたの顧客の両方に報酬を提供し、あなたのコードで参加する新しいユーザーに特典やインセンティブを提供するように設計されて
います。

追加購入

BioCoherenceプラットフォームを通じて、レポート、テスト、ハードウェアなどの購入に対してコミッションを得ることができます。これらの報酬により、あな
たの紹介したユーザーが行ったすべての取引から利益を得ることができます。

注： 地域独占 に該当する商品については、コミッションと顧客請求書は地元の独占ディストリビューターを通じて処理されます。料金はディストリビューター
の方針によって異なる場合があります。詳細については biocoherence.net/distributors3を確認してください。

招待コードの管理

あなたのアフィリエイト管理ページから、ソーシャルメディア、ビデオ、ブログなどの異なるチャネルに配布するために複数のコードを作成できます。これによ
り、各コードのパフォーマンスを追跡し、労力を最適化することができます。

1. https://biocoherence.net/s0,login
2. https://biocoherence.net/n119
3. https://biocoherence.net/distributors
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BioCoherenceアフィリエイトプログラムへようこそ！私たちは、あなたが私たちの最先端技術の利点をあなたのオーディエンスと共有することに参加してくれる
ことを非常に嬉しく思います。私たちのプログラムは、他の人々が健康とウェルネスへの変革的アプローチを発見する手助けをしながら、コミッションを得るこ
とを可能にします。

始めに
1. アカウントにログインします: https://biocoherence.net/s0,login4にアクセスしてください。
2. アフィリエイトページにアクセスします: https://biocoherence.net/n1195に移動してください。ここがあなたの個人アフィリエイトハブです。

ここでは、次のことを含む、必要なすべてのツールと情報が見つかります：

• 招待コードの作成と管理。
• コミッションの追跡。
• アフィリエイトネットワークの拡大。

アフィリエイトプログラムについて

当プログラムでは、直接販売およびさまざまな購入タイプに対するサブスクリプションベースのコミッションを提供しています。また、新しいアフィリエイトを
プログラムに紹介すると、追加のインセンティブを獲得することもできます。

直接販売に対するサブスクリプションコミッション

招待コードを共有すると、あなたのコードで登録したユーザーによるサブスクリプションやその他の購入に対してコミッションを得ることができます。このプロ
グラムは、あなたとお客様の両方を報いるように設計されており、あなたのコードで参加する新しいユーザーに特典やインセンティブを提供します。

追加購入

BioCoherenceプラットフォームを通じて、レポート、テスト、ハードウェアなどの購入に対して報酬を得ることができます。これらの報酬により、あなたが紹介
したユーザーの行うすべての取引から利益を得ることができます。

注意： 地域独占権の対象となるアイテムについては、報酬と顧客請求書は地元の独占販売代理店を通じて処理されます。料金は代理店のポリシーによって異な
る場合があります。詳細については、biocoherence.net/distributors6を確認してください。

招待コードの管理

アフィリエイト管理ページから、ソーシャルメディア、ビデオ、ブログなどのさまざまなチャネルで配布するために複数のコードを作成できます。これにより、
各コードのパフォーマンスを追跡し、努力を最適化することができます。

BioCoherenceのアフィリエイトプログラムへようこそ！私たちは、あなたが私たちの最先端技術の利点をあなたの聴衆と共有するために参加してくれたことを嬉
しく思います。このプログラムでは、他の人が健康とウェルネスの変革的アプローチを発見するのを助けながら、報酬を得ることができます。

始めに
1. アカウントにログインする：https://biocoherence.net/s0,login7にアクセスしてください。
2. あなたのアフィリエイトページにアクセスする：https://biocoherence.net/n1198に移動してください。これはあなたの個人アフィリエイトセンターです。

ここでは、以下のために必要なすべてのツールと情報を見つけることができます。

• 招待コードを作成および管理する。
• コミッションを追跡する。
• アフィリエイトネットワークを拡大する。

アフィリエイトプログラムについて

当社のプログラムは、直接販売やさまざまな購入タイプに対してサブスクリプションベースのコミッションを提供します。また、新しいアフィリエイトをプログ
ラムに推薦すると、追加のボーナスを獲得することもできます。

直接販売のサブスクリプション手数料

あなたの招待コードを共有すると、そのコードで登録したユーザーによるサブスクリプションやその他の購入に対して手数料を得ることができます。このプログ
ラムは、あなたの顧客とあなた自身の両方に報酬を与えることを目的としており、あなたのコードで登録した新しいユーザーに特典やインセンティブを提供しま
す

追加購入

BioCoherenceプラットフォームを通じて、レポート、テスト、素材などの購入に対して手数料を得ることができます。これらの報酬により、あなたが紹介したユ
ーザーが行った各取引から利益を得ることができます

注： 地域独占 に該当するアイテムについては、手数料と顧客の請求書は地元の独占販売者によって処理されます。レートは販売者のポリシーに応じて異なる場
合があります。詳細についてはbiocoherence.net/distributeurs9をご覧ください

始める
1. アカウントにログインします: Https://biocoherence.net/s0,login10を訪問 .11

2. 提携ページにアクセスします: Https://biocoherence.net/n11912に移動します。ここが個人提携ハブです。

ここで、方法を含む必要なすべてのツールと情報を見つけることができます:

• 招待コードを生成および管理します。
• コミッションを追跡します。
• 提携ネットワークを成長させましょう。

4. https://biocoherence.net/s0,login
5. https://biocoherence.net/n119
6. https://biocoherence.net/distributors
7. https://biocoherence.net/s0,login
8. https://biocoherence.net/n119
9. https://biocoherence.net/distributors
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アフィリエイトプログラムの紹介

当プログラムは、直接販売およびさまざまな購入タイプに対してサブスクリプションベースのコミッションを提供します。また、新しいアフィリエイトをプログ
ラムに推薦すると、追加インセンティブを受け取ることができます。

直接販売に対するサブスクリプションコミッション

招待コードを共有すると、そのコードを登録したユーザーのサブスクリプションおよびその他の購入に対するコミッションを受け取ることができます。このプロ
グラムは、コードを使用して加入する新規ユーザーに特典とインセンティブを提供し、販売者と顧客の両方に報酬を提供するよう設計されています。

追加購入

バイオコヒアレンスプラットフォームを通じて、レポート、テスト、ハードウェアなどの購入に対するコミッションを獲得してください。これらの報酬を通じ
て、推薦したユーザーのすべての取引から利益を得ることができます。

ご注意： 地域独占権が適用されるアイテムの場合、手数料および顧客請求書は現地の独占流通業者を通じて処理されます。料金は流通業者のポリシーにより異
なる場合があります。詳細については、biocoherence.net/distributorsを13ご覧ください。

パートナープログラムについて

当プログラムは、サブスクリプションベースのコミッションを提供し、直接販売やさまざまな購入方法に対応しています。新しいパートナーをプログラムに招待
することで、追加のインセンティブを得ることもできます。

直接販売のためのサブスクリプションコミッション

招待コードを共有すると、あなたのコードで登録したユーザーが行ったサブスクリプションやその他の購入に対してコミッションを得ることができます。このプ
ログラムは、あなたとあなたの顧客の両方に報酬を提供するように設計されており、あなたのコードで登録する新しいユーザーに特典やインセンティブを提供し
ます。

追加購入

BioCoherenceプラットフォームを通じて、レポート、テスト、ハードウェアなどの購入に対してコミッションを得ることができます。これらの報酬により、あな
たが招待したユーザーが行った各トランザクションから利益を得ることができます。

注意： 地域独占権に該当する商品については、コミッションと顧客請求書は地元の独占販売業者を通じて処理されます。料金は販売業者の方針によって異なる
場合があります。詳細については、biocoherence.net/distributors14をご覧ください。

招待コードを管理する

パートナー管理ページでは、ソーシャルメディア、ビデオ、ブログなどのさまざまなチャネルを通じて配布できる複数のコードを作成できます。これにより、各
コードのパフォーマンスを追跡し、努力を最適化することができます。

BioCoherenceのアフィリエイトプログラムへようこそ！最先端の技術の利点をあなたのオーディエンスと共有するために私たちと一緒にいてくれて嬉しいです。
このプログラムでは、他の人が健康とウェルネスの変革的なアプローチを発見する手助けをしながら、コミッションを獲得できます。

始め方
1. アカウントにログインする: https://biocoherence.net/s0,login.15を訪問してください。
2. アフィリエイトページにアクセスする: https://biocoherence.net/n119.16に移動してください。ここがあなたの個人アフィリエイトセンターです。

ここでは、次のことができるすべてのツールと情報が見つかります。

• 招待コードを作成および管理する。
• コミッションを追跡する。
• アフィリエイトネットワークを成長させる。

アフィリエイトプログラムについて

私たちのプログラムは、サブスクリプションに基づくコミッションを提供し、直接販売やさまざまな購入タイプに対応しています。また、新しいアフィリエイト
をプログラムに推薦することで、追加のインセンティブを得ることもできます。

直接販売のためのサブスクリプションコミッション

招待コードを共有することで、あなたのコードで登録したユーザーが行ったサブスクリプションやその他の購入に対してコミッションを得ることができます。こ
のプログラムは、あなたとあなたの顧客の両方に報酬を提供するように設計されており、あなたのコードで登録する新しいユーザーに特典やインセンティブを提
供します。

追加購入

BioCoherenceプラットフォームを通じて、レポート、テスト、およびハードウェアなどの購入に対してコミッションを得ることができます。これらの報酬は、あ
なたの紹介したユーザーによる各取引から利益を得ることを可能にします。

注意： 地域独占によってカバーされるアイテムについては、コミッションおよび顧客請求書は、地元の独占ディストリビューターを通じて処理されます。手数
料はディストリビューターのポリシーに応じて異なる場合があります。詳細については、biocoherence.net/distributors17をご覧ください。

アフィリエイトプログラムについて

私たちのプログラムは、サブスクリプションベースのコミッションを直接販売およびさまざまな購入タイプに提供します。新しいアフィリエイトをプログラムに
紹介すると、追加のインセンティブを獲得することもできます。

10. https://biocoherence.net/s0,login
11. https://biocoherence.net/s0,login
12. https://biocoherence.net/n119
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直接販売のサブスクリプションコミッション

あなたの招待コードを共有すると、あなたのコードで登録したユーザーによるサブスクリプションおよびその他の購入からコミッションを獲得します。このプロ
グラムは、あなたとあなたの顧客の両方を報酬するように設計されており、あなたのコードで参加する新しいユーザーに特典やインセンティブを提供します。

追加購入

BioCoherenceプラットフォームを通じて、レポート、テスト、およびハードウェアの購入に対してコミッションを獲得します。これらの報酬により、あなたが紹
介したユーザーによる各トランザクションから利益を得ることができます。

注意： 地域独占権の対象となる商品については、コミッションおよび顧客請求は現地の独占代理店を通じて処理されます。料金は代理店の方針によって異なる
場合があります。詳細については、biocoherence.net/distributors18を確認してください。

アフィリエイトプログラムについて

私たちのプログラムは、直接販売に対するサブスクリプションベースのコミッションと、さまざまな購入タイプを提供します。新しいアフィリエイトをプログラ
ムに紹介すると、追加のインセンティブを得ることもできます。

直接販売のためのサブスクリプションコミッション

あなたが招待コードを共有すると、あなたのコードで登録したユーザーによるサブスクリプションやその他の購入に対してコミッションを得ることができます。
このプログラムは、あなたとあなたの顧客の両方に報酬を提供し、あなたのコードで参加する新しいユーザーに特典やインセンティブを提供するように設計され
ています。

追加購入

BioCoherenceプラットフォームを通じて、レポート、テスト、ハードウェアなどの購入に対してコミッションを得ることができます。これらの報酬により、あな
たが紹介したユーザーによる各取引から利益を得ることができます。

注意： 地域独占に該当するアイテムについては、コミッションと顧客の請求書は、地元の独占代理店を通じて処理されます。料金は代理店のポリシーによって
異なる場合があります。詳細についてはbiocoherence.net/distributors19をご覧ください。

招待コードを管理する

アフィリエイト管理ページから、ソーシャルメディア、動画、ブログなどの異なるチャネルで配布するために複数のコードを作成できます。これにより、各コー
ドのパフォーマンスを追跡し、努力を最適化することができます。

BioCoherenceアフィリエイトプログラムへようこそ！私たちは、あなたが私たちの画期的な技術の利点をあなたのオーディエンスと共有するために参加してくれ
ることを嬉しく思っています。私たちのプログラムは、他の人々が健康とウェルネスへの変革的なアプローチを発見する手助けをしながら、手数料を稼ぐことを
可能にします。

始め方
1. アカウントにログインする: https://biocoherence.net/s0,login20にアクセスしてください。
2. アフィリエイトページにアクセスする: https://biocoherence.net/n11921に移動してください。これがあなたの個人的なアフィリエイトハブです。

ここでは、次のことを含むすべてのツールと情報を見つけることができます：

• 招待コードを作成および管理する方法。
• 手数料を追跡する方法。
• アフィリエイトネットワークを拡大する方法。

アフィリエイトプログラムについて

私たちのプログラムは、サブスクリプションベースの報酬を提供し、直接販売やさまざまな購入タイプに対するものです。また、新しいアフィリエイトをプログ
ラムに紹介することで、追加のインセンティブを得ることもできます。

直接販売のためのサブスクリプション報酬

招待コードを共有することで、あなたはあなたのコードで登録したユーザーのサブスクリプションやその他の購入に対する報酬を得ることができます。このプロ
グラムは、あなたとあなたの顧客の両方に報酬を与えるように設計されており、あなたのコードで登録する新しいユーザーに特典やインセンティブを提供しま
す。

追加購入

BioCoherenceプラットフォームを通じて、レポート、テスト、ハードウェアなどの購入に対して報酬を得ることができます。これらの報酬により、あなたが紹介
したユーザーによって行われる各取引から利益を得ることができます。

注意: 地域独占権の対象となる商品については、報酬と顧客請求書は地元の独占販売代理店を通じて処理されます。価格は代理店の方針によって異なる場合があ
ります。詳細についてはbiocoherence.net/distributors22を確認してください。

始め方
1. アカウントにログインする: https://biocoherence.net/s0,login23にアクセスしてください。
2. パートナーのページに移動する: https://biocoherence.net/n11924のリンクをクリックしてください。ここがあなたの個人パートナーセンターです。

ここでは、以下を含む、必要なすべてのツールと情報を見つけることができます:

• 招待コードを作成し、管理する方法。

13. https://biocoherence.net/distributors
14. https://biocoherence.net/distributors
15. https://biocoherence.net/s0,login
16. https://biocoherence.net/n119
17. https://biocoherence.net/distributors
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• コミッションを追跡する方法。
• パートナーネットワークを拡大する方法。

パートナーシッププログラムについて

私たちのプログラムは、直接販売およびさまざまなタイプの購入に対してサブスクリプションベースのコミッションを提供します。また、新しいパートナーをプ
ログラムに推薦する際に追加の報酬を得ることもできます。

直接販売の手数料

招待コードを共有すると、あなたのコードで登録したユーザーによるサブスクリプションやその他の購入に対して手数料を得ることができます。このプログラム
は、あなたとあなたの顧客の両方に報酬を提供するように設計されており、あなたのコードで参加する新しいユーザーに特典や報酬を提供します。

追加購入

BioCoherenceプラットフォームを通じて、レポート、テスト、機器などの購入でコミッションを獲得しましょう。これらの報酬により、推薦したユーザーによっ
て行われた各取引から利益を得ることができます。

注意: 地域独占に該当する商品については、コミッションおよび顧客アカウントは現地の独占ディストリビューターを通じて処理されます。料金はディストリビ
ューターのポリシーによって異なる場合があります。詳細についてはbiocoherence.net/distributors25を確認してください。

始める
1. アカウントにログイン: https://biocoherence.net/s0,login26にアクセスしてください。
2. あなたのアフィリエイトページへのアクセス: https://biocoherence.net/n11927に移動してください。これがあなたの個人的なアフィリエイトハブです。

ここでは、以下を含む必要なすべてのツールと情報を見つけることができます:

• 招待コードを作成し、管理する方法。
• 報酬を追跡する方法。
• あなたのアフィリエイトネットワークを成長させる方法。

アフィリエイトプログラムについて

私たちのプログラムは、直接販売に対するサブスクリプションベースの報酬とさまざまな購入タイプを提供します。また、プログラムに新しいアフィリエイトを
紹介することで、追加のインセンティブを獲得することもできます。

直接販売のためのサブスクリプション報酬

招待コードを共有すると、あなたのコードで登録したユーザーによるサブスクリプションやその他の購入に対して報酬を得ることができます。このプログラム
は、あなたとあなたの顧客の両方に報いるように設計されており、あなたのコードで参加する新しいユーザーに特典やインセンティブを提供します。

開始
1. アカウントにログインする: https://biocoherence.net/s0,login28を訪問してください。
2. パートナー専用ページにアクセスする: https://biocoherence.net/n11929に移動してください。ここがあなたの個人パートナーハブです。

ここでは、以下を含む必要なすべてのツールと情報を見つけることができます:

• 招待コードを作成および管理する。
• コミッションを追跡する。
• パートナーネットワークを成長させる。

パートナー プログラムについて

当社のプログラムはサブスクリプションに基づくコミッションを提供し、直接販売とさまざまな購入タイプに対応しています。また、新しいパートナーをプログ
ラムに紹介すると、追加のインセンティブを獲得できます。

ダイレクトセールスのサブスクリプション手数料

あなたの招待コードを共有すると、あなたのコードを使って登録したユーザーによるサブスクリプションやその他の購入に対して手数料を得ることができます。
このプログラムは、あなたとあなたの顧客の両方に報酬を与えるように設計されており、あなたのコードを使用して参加する新しいユーザーに特典やインセンテ
ィブを提供します。

追加の操作

BioCoherenceプラットフォームを通じて、レポート、テスト、デバイスなどの購入に対してコミッションを獲得します。これらの報酬により、紹介したユーザー
が行うすべての取引から利益を得ることができます。

注意: 地域のプライバシーでカバーされるアイテムについては、コミッションと顧客請求書は地元の独占的なディストリビューターを通じて処理されます。価格
はディストリビューターのポリシーによって異なる場合があります。詳細についてはbiocoherence.net/distributors30を確認してください。

あなたの招待コードの管理

パートナー管理ページから、ソーシャルメディア、動画、ブログなどのさまざまなチャネルを通じて配布するための複数のコードを作成できます。これにより、
各コードのパフォーマンスを追跡し、努力を改善できます。

BioCoherence アフィリエイトプログラムへようこそ！私たちは、あなたが私たちの最先端技術の利点をあなたのオーディエンスと共有するために参加してくれた
ことを非常に嬉しく思います。私たちのプログラムは、他の人々に健康と幸福の変革的な方法を発見する手助けをしながら報酬を得ることができます。

18. https://biocoherence.net/distributors
19. https://biocoherence.net/distributors
20. https://biocoherence.net/s0,login
21. https://biocoherence.net/n119
22. https://biocoherence.net/distributors
23. https://biocoherence.net/s0,login
24. https://biocoherence.net/n119
25. https://biocoherence.net/distributors
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使用を開始する
1. アカウントにログイン：https://biocoherence.net/s0,login31にアクセスしてください。
2. アフィリエイトページにアクセス：https://biocoherence.net/n11932に移動してください。ここがあなたの個人アフィリエイトセンターです。

ここでは、次のことに関する必要なツールと情報を見つけることができます：

• 招待コードの作成と管理。
• コミッションの追跡。
• アフィリエイトネットワークの拡大。

アフィリエイトプログラムについて

私たちのプログラムはサブスクリプションベースのコミッションを提供しており、直接販売やさまざまな購入タイプに適用されます。新しいアフィリエイトメン
バーをこのプログラムに推薦すると、追加の報酬も得られます。

直接販売のサブスクリプションコミッション

あなたの招待コードを共有すると、あなたのコードを使用して登録したユーザーのサブスクリプションやその他の購入に対してコミッションを獲得します。この
プログラムは、あなたとあなたの顧客を報酬することを目的としており、あなたのコードを使用して参加する新しいユーザーに特典や報酬を提供します。

追加購入

BioCoherenceプラットフォームを通じて、レポート、テスト、ハードウェアなどの購入に対してコミッションを獲得できます。これらの報酬は、あなたが推薦し
たユーザーの各取引から利益を得ることを可能にします。

注意： 地域独占でカバーされているアイテムについては、コミッションと顧客請求書は地域の独占ディストリビューターを通じて処理されます。レートはディ
ストリビューターポリシーによって異なる場合があります。詳細についてはbiocoherence.net/distributors33を参照してください。

招待コードを管理する

あなたのアフィリエイト管理ページでは、ソーシャルメディア、ビデオ、ブログなどの異なるチャネルで配布するために複数のコードを作成できます。これによ
り、各コードのパフォーマンスを追跡し、努力を最適化することができます。

BioCoherence アフィリエイトプログラムへようこそ！私たちは、あなたが私たちの先進的な技術の利点をあなたのオーディエンスと共有するために参加してくれ
ることを嬉しく思います。私たちのプログラムは、他の人々が健康とウェルネスに対する変革的なアプローチを発見する手助けをしながら、手数料を稼ぐことを
可能にします。

始めましょう
1. アカウントにログインする: https://biocoherence.net/s0,login34を訪問してください。
2. アフィリエイトページにアクセスする: https://biocoherence.net/n11935に移動します。これがあなたの個人的なアフィリエイトハブです。

ここでは、以下を含む必要なすべてのツールと情報を見つけることができます：

• 招待コードを作成および管理する方法。
• 手数料を追跡する方法。
• アフィリエイトネットワークを成長させる方法。

アフィリエイトプログラムについて

当社のプログラムは、サブスクリプションベースのコミッションを提供し、直接販売およびさまざまな購入タイプに対して報酬を得ることができます。新しいア
フィリエイトをプログラムに紹介することで、追加のインセンティブを獲得することもできます。

直接販売に対するサブスクリプションコミッション

招待コードを共有すると、あなたのコードで登録したユーザーによるサブスクリプションやその他の購入に対してコミッションを獲得できます。このプログラム
は、あなたとあなたの顧客の両方に報酬を与えるように設計されており、あなたのコードで登録した新しいユーザーに対する特典やインセンティブがあります。

追加購入

BioCoherenceプラットフォームを通じて、レポート、テスト、ハードウェアなどの購入に対してコミッションを獲得できます。これらの報酬は、あなたの紹介ユ
ーザーによって行われた各取引から利益を得ることを可能にします。

注意： 地域独占権に該当する商品の場合、コミッションおよび顧客請求書は、地域の独占的ディストリビューターを通じて処理されます。料金はディストリビ
ューターの方針によって異なる場合があります。詳細はbiocoherence.net/distributors36を確認してください。

招待コードを管理する

アフィリエイト管理ページから、ソーシャルメディア、動画、ブログなどの異なるチャネルで配布するための複数のコードを作成できます。これにより、各コー
ドのパフォーマンスを追跡し、努力を最適化することができます。

BioCoherenceは素晴らしい体験を提供します！私たちは幸せです。

アプリのインストールと初回起動
• Windows、Mac、またはLinuxの場合: biocoherence.net/install37からインストールファイルをダウンロードしてください。
• iPad、iPhone、またはAndroidの場合: biocoherence.net/install38の指示に従ってください。インストールはApp Storeからワンクリックで行えます。

26. https://biocoherence.net/s0,login
27. https://biocoherence.net/n119
28. https://biocoherence.net/s0,login
29. https://biocoherence.net/n119
30. https://biocoherence.net/distributors
31. https://biocoherence.net/s0,login
32. https://biocoherence.net/n119
33. https://biocoherence.net/distributors
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インストール後
インストールが完了しても、問題が発生することがあります。
1. アプリが見つからない？ "BioCoherence"と呼ばれています。Macでは「アプリケーション」にあります。WindowsとLinuxではスタートメニューにあります。

iPad、iPhone、Androidではホーム画面に追加されており、検索でも見つけることができます。
2. アプリが起動しない？コンピュータまたはタブレットが遅すぎるか、互換性の問題があります。
3. ログインできない？ アカウントがある場合は、ログイン画面で「パスワードを忘れた」をクリックしてください。パスワードをリセットするためのリンク

が送られます。アカウントがない場合は、アプリ内で作成できます。

BioCoherenceはSpookyの周波数プロトコルを使用できますか？
はい、BioCoherenceは、Spookyや他のデバイスで使用されるRifeベースのテーブルを含む、さまざまなソースからの多くの周波数プロトコルを統合しています。
将来的には、BioCoherenceがSpookyデバイスをエミッターとして機能させ、BioCoherenceからのオーディオをエクスポートして直接Spookyに供給できるようにす
ることを目指しています。私たちは、できるだけ多くのデバイスにオープンであり、それらがオープンな場合には直接インターフェースを持つことを計画してい
ます。いずれにせよ、周波数プログラムのオーディオエクスポートにより、周波数をさまざまなデバイスで再生できるようになります。

現在使用している技術を「置き換える」ことができるのでしょうか？
BioCoherenceは、特定のニーズに応じて他のバイオフィードバックおよび健康分析ツールを置き換えたり、補完したりする可能性があります。特にランダム番号
生成器に基づくデバイスのほとんどを置き換えることができますが、異なる証明されたアクションモードを持つデバイスを完全に置き換えることはできないかも
しれません。

クライアントのスキャン結果が異なる場合、中心的なテーマに関する情報をどのように取得できますか？
クライアントの中央テーマに関する情報を取得するには、複数のスキャンを比較することが役立ちます。スキャン全体で一貫したパターンや繰り返される問題を
探して、中央テーマを特定してください。メデリックは、クライアントの中心的な問題をより包括的に理解するために、スキャンのトレンドを探すことが重要で
あると述べました。
結果は一般的にスキャン全体で非常に一貫しており、リンクやシステムの相対的なエネルギーまたは動揺の変動があります。これらの変動は健康的であり、進展
を示しています。
実際、アプリケーション内でいくつかのスキャンを横に並べて比較することで、特定のバイオマーカーがどのように進化するかを見ることができます。たとえ
ば、特定の治療が適用される前後での変化を確認できます。

クライアントは、施術者のオフィスの外でどのようにレポートにアクセスできますか？彼らはどのように
レポートを確認し、瞑想にアクセスしますか？

クライアントはアプリを通じてレポートや瞑想にアクセスできます。以下は、プラクティショナーがクライアントのアクセスを有効にする方法です：
• アプリにクライアントを新しい連絡先として追加します：

◦ プロフィール写真の隣にある2つの矢印をクリックして「連絡先」にアクセスします。
◦ クライアントのメールアドレスを含めて、新しい連絡先を作成します。

• クライアントのプロフィールの下でスキャンを実行します。
• レポートを共有します：

◦ 完了したレポートを開き、「...と共有」オプションを選択します。
◦ アプリのダウンロードリンクとログイン情報を含む招待メールをクライアントに送信します。

クライアントがログインすると、レポートを確認し、アプリ内で瞑想に直接アクセスできます。また、リモートテストを実施することもでき（彼らにとってはロ
ーカルテスト、センサーを使用）、結果はあなたのソフトウェアに戻されます。

家族やクライアントは、彼らのために生成されたカスタム周波数をどのように使用できますか？
カスタム周波数を家族やクライアントと共有するには、次の手順に従ってください：

• BioCoherenceアプリで周波数レポートを表示しているときに、周波数セッションのオーディオファイルをエクスポートします。
• その後、メッセージング、メール、またはその他の通信方法を通じて、オーディオファイルを共有できます。
クライアントや家族にアプリのインストールを招待し、分析を共有することもできます。そのためには、彼らのメールアドレスでクライアントアカウントを作成
できます。

BioCoherenceはどのようにユニークですか？
BioCoherenceは、高度な数学アルゴリズムとECG技術を組み合わせて、詳細な健康インサイトを提供します。これは、体の電気信号の多層分析を提供し、エネル
ギー/身体/心のアプローチ、複数のグラフィカルディスプレイ、およびバイオマーカー間のリンクを含むことで際立っています。また、バイオフィードバックに
適応した瞑想と周波数も含まれています。

アプリを更新する方法
常に最新のアップデートを使用してください。問題がすでに解決されているか、アイデアがすでに実装されているかもしれません！
使用しているプラットフォームによって、アップデートの方法は異なります：

ベータ版
• TestFlightを使用してベータ版を利用している場合：各アップデートごとに通知が届くはずです。TestFlightを起動し、「アップデート」をクリックしてくだ
さい。

• TestFlightの外でMac、Windows、またはLinux用のベータ版をインストールした場合：biocoherence.net/beta39にアクセスし、最新バージョンのインストーラー
をダウンロードして実行してください。すべてのデータは保持されます。

パブリック版
• TestFlightの外でMac、Windows、またはLinux用のパブリック版をインストールした場合：biocoherence.net/install40にアクセスし、最新バージョンのインスト
ーラーをダウンロードして実行してください。すべてのデータは保持されます。

• App StoreまたはPlay Storeからパブリック版を使用している場合：App StoreまたはPlay Storeを開き、アプリのページからアップデートしてください。

34. https://biocoherence.net/s0,login
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36. https://biocoherence.net/distributors
37. https://biocoherence.net/install
38. https://biocoherence.net/install
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BioCoherenceによるBluetooth接続の問題の解決

BioCoherenceでBluetooth接続に問題が発生している場合は、スムーズな設定を確保するために以下のトラブルシューティング手順に従ってください：

一般的なガイドライン
• まずプロセスを開始してください：

◦ BioCoherenceアプリで録音やテストを開始してください。センサーを早すぎる段階で接続しようとすると、多くの接続問題が発生します。
◦ アプリは録音やテストを開始すると、自動的に接続プロセスを管理するように設計されています。

• システム設定を避ける：
◦ デバイスのシステム設定を通じてBluetoothセンサーを接続しようとしないでください。中断を避けるために、アプリにこのプロセスを任せてくださ
い。

• Bluetoothがアクティブであることを確認する：
◦ Windows：設定パネルまたは右下のタスクバーにあるBluetoothショートカットからBluetoothをオンにします。
◦ Mac：右上のメニューバーからBluetoothを有効にします。システム設定でBioCoherenceにBluetoothの権限が付与されていることを確認してください。
◦ iOS/Android：通常はWi-Fiオプションの近くにあるデバイスの設定メニューからBluetoothをオンにします。

• 親指を湿らせる：
◦ 重要：親指が水または導電性ゲルで適切に湿っていることを確認してください。これにより接続が強化され、センサーの読み取りが正確になります。

ステップバイステップのトラブルシューティング
1. Bluetoothを有効にする:

◦ このステップで停止した場合は、以下を確認してください:

▪ デバイスにアクティブなBluetoothチップがあること。
▪ Bluetoothがオンになっていて機能していること。

2. センサーをオンにする:

◦ センサーはクレードルから取り外すと自動的に電源が入ります。湿らせた親指をセンサーに置いてください。通常、1〜2秒で接続されます。接続され
ない場合は:

▪ アプリでBluetoothを再起動をクリックしてください。
▪ 親指を取り外し、再度センサーに置いてみてください。

3. 接続状況:

◦ アプリはBluetoothパネルで段階的な指示を提供します:

▪ Bluetoothを有効にする: Bluetoothがオンになっていることを確認してください。
▪ センサーをオンにする:アプリはセンサーの接続を準備しています。
▪ センサーが接続されました:センサーが正常にリンクされ、準備が整いました。
▪ 初期データの交換:アプリはバッテリーの状態やシリアル番号などの初期データを受信しました。
▪ アクティブデータ: ECGデータが受信され、記録またはテストが開始されます。

4. 複数デバイスの接続を管理する:

◦ センサーが以前に複数のデバイスとペアリングされている場合は、干渉を避けるために未使用のデバイスでBluetoothを無効にしてください。

追加の注意事項
• 初回認証:

◦ アプリを初めて起動する際、プロンプトが表示されたらBluetoothの権限を付与してください。誤ってこれらの権限を拒否した場合:

▪ システム設定で調整してください。
▪ または、アプリをアンインストールして再インストールし、権限をリセットしてください。

• センサーの接続解除:

◦ 使用中にセンサーが接続解除された場合は、以下を確認してください:

▪ バッテリーの残量。
▪ 親指がセンサーに適切に置かれていること。

これらの手順に従い、親指が適切に湿っていることを確認することで、ほとんどのBluetooth接続の問題を解決し、BioCoherenceでスムーズな体験を楽しむことが
できます。問題が解決しない場合は、追加のサポートを求めることを検討してください。

BioCoherenceの価格は何ですか？
BioCoherenceは、価格において最大の柔軟性を提供します。無料で始めて、自分に最適なプランを選択できます。すべてのプランは、biocoherence.net/price41にて
詳細に説明されています。

無料プラン
無料プランでは、無制限の録音を行い、プロと接続し、1つのカスタム瞑想を受け取ることができます。スキャンに関しては、いくつかの一般情報ページを開く
ことができますが、ほとんどのページはぼやけています。1つのレポートを購入することで、それを解除できます。Apple Watchや私たちのセンサーを使って録音
することができます。また、テストカタログにアクセスし、希望するテストの支払いを選択できます。
無料プランを利用するには、アプリをインストール42し、無料アカウントを作成するだけです。
さらに進みたい場合、こちらが私たちの有料プランです：

個人用の有料プラン
価格は私たちのウェブサイトで確認してください。価格は月ごと（契約なし）から生涯ライセンスまで、すべての更新が生涯含まれています。また、割引付きの
年次プランもあります。

• Me Playは、周波数と瞑想の無制限再生を許可します。
• Me Essentialは、最大2つのアカウントの無制限スキャンとバランス（瞑想と周波数）を許可し、レポートの重要な画面と無料テストにアクセスできます。必
要に応じて、完全なレポートや有料テストを購入できます。

• Me Customは、選択した3つの常に解除された画面を許可します。
• Me Plusは、最大6人のための無制限のフルスキャン画面、編集可能なリソースと優先順位、カスタムバランスを提供します。

プロ用の有料プラン
• Pro Essentialは、無制限のスキャン（ローカルまたはリモート）と無制限のクライアントのためのバランスを許可し、レポートの重要な画面と基本テスト作
成にアクセスできます。必要に応じて、完全なレポートや有料テストを購入できます。

• Pro Customは、選択した3つの常に解除された画面を許可します。
• Pro Plusは、無制限のフルスキャン（ローカルまたはリモート）、無限のクライアントのためのすべての画面、編集可能なリソースと優先順位、カスタムバ
ランス、および収益化を含む完全なテスト作成を提供します。

• Medは、ECGにおける医療的に検証されたバイオマーカーのみに焦点を当てています。
プランの詳細については、biocoherence.net/price43にアクセスしてください。
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40. https://biocoherence.net/install

付録 1. よくある質問

102

https://biocoherence.net/price
https://biocoherence.net/price
https://biocoherence.net/install
https://biocoherence.net/install
https://biocoherence.net/price
https://biocoherence.net/price
https://biocoherence.net/beta
https://biocoherence.net/beta
https://biocoherence.net/install
https://biocoherence.net/install


BioCoherenceは何を最も得意としていますか？
BioCoherenceソフトウェアは、体の電気的および磁気的活動の包括的な分析を提供し、さまざまなバイオマーカーと全体的な健康状態についての洞察を与えま
す。リソース、優先事項、および臓器間のリンクを強調し、さまざまな分野からの複雑なデータを、セラピストの日常的な使用のためにシンプルでグラフィック
な方法で提示します。高度な数学的操作を独占的に使用して多層分析を行い、体の電気センサー（心電図）から直接意味のあるデータを抽出します。これらの特
定されたリソースと優先事項に基づいて、カスタマイズされたガイド付き瞑想やバランス調整プロトコルを提案することができます。

BioCoherenceは何をするために設計されていませんか？
BioCoherenceは特定の医療条件を診断したり、従来の医療アドバイスを置き換えることを目的としていません。一部のバイオマーカーは公式の学術医療研究から
来ていますが、その主な目的は迅速な理解と根本原因の特定のためのツールを提供することです。これは家庭ユーザーの自己支援をサポートし、必要に応じて高
度な治療者とつなげます。

スキャンプロセスが完了したことを確認する最良の方法は、分析に少なくとも130秒かかることを考慮する
ことです。

分析は正確な結果を得るために少なくとも約130秒かかる必要があります（少なくとも128回の有効な心拍が必要です）。スキャンの下部には各タイプの分析に必
要な時間を示すプログレスバーがあります。バーが緑で満たされているときに完了しているように見えても、スキャンが完全な期間を実行するようにしてくださ
い。スキャンの全期間を完了することは、結果の正確性にとって重要です。

生成されたファイルの品質はどうですか？
アプリ内での高品質な音生成の開発に重点を置いており、フル機能のリアルタイムシンセサイザーとシーケンサーが含まれています。これらのツールは、ノイ
ズ、周波数、録音されたガイド付き瞑想のためにアプリ内ですでに利用可能です。生成されたパラメータは常に開発中です。音楽は瞑想や同時グループセッショ
ンの調整をサポートします。

どのような結果が測定または報告されていますか？
まだベータ版の段階ですが、BioCoherenceはその効果を検証する初期テストから非常に好意的なフィードバックを受けています。私たちは、さらなる検証と使用
の拡大のために多様なフィードバックを収集しています。顧客の証言や特定のケーススタディは、より多くのデータが収集されるにつれて利用可能になります。

BioCoherenceには、すべてのバイオマーカーとバランシングモードを科学的に検証するために、匿名化されたデータ（オプトインあり）を収集する方法が含まれ
ています。このデータは、信頼できる機関からのリクエストに応じて、匿名化された生データへのアクセスと共に科学的記事を発表するための基礎となります。

エントリーレベルの使用例と高度な使用例は何ですか？
エントリーレベルの使用: Me Play（自動スキャンまたはテスト、および自動カスタムバイオフィードバック強化瞑想）。高度な使用: Pro（40のグラフィックペー
ジ、リンク、リソース、および優先順位の特定と変更、ユーザーとセラピストの接続のためのProディレクトリ）。将来的な機能には、比較スキャンや複数ユー
ザーのための同時瞑想も含まれます。

なぜスキャンを完了した後もセンサーが青または緑に点滅し続けるのですか？
センサーをセンサーケースに戻す必要があります。そうすると、自動的にオフになります。使用面に関して非常にシンプルに設計されているため、オンとオフを
切り替えることを心配する必要はありません。自動的に行います。スキャンが完了した後、数秒から最大1分間、緑または青が点滅し続けることがありますが、
その後はシャットダウンして次のスキャンが始まるのを待ちます。

Bluetoothがスキャン中に接続に失敗する理由は何ですか？
Bluetooth接続中にスキャンに問題が発生している場合、それはBioCoherenceスキャナーが複数のデバイスとペアリングされている可能性があります。このような
場合、スキャナーは現在使用されていないデバイスに接続しようとすることがあります。この問題を解決するには、BioCoherenceスキャナーに以前接続されてい
た他のデバイスのBluetoothを完全にオフにしてください。これにより、スキャナーは正しいデバイスにスムーズに接続し、スキャンが中断されることなく進行す
ることができます。
トラブルを避けるために、アプリでBluetooth接続プロセスを最初に新しい録音やテストを開始することで立ち上げ、その後センサーをつかむことが非常に重要で
す。センサーに親指を置くことで、センサーが起動し、この時点で既にリサーチモードにあるアプリに自動的に接続されます。

どのアカウントタイプを使用して寄生虫を検出できますか？
この機能は専門のユーザーにのみ提供されています。この情報は専門家によって解釈される必要があり、私たちはそれが正確かつ責任を持って使用されることを
目指しています。これはエネルギー評価の範囲内に留まり、寄生虫の存在の直接的な観察ではありません。

41. https://biocoherence.net/price
42. https://biocoherence.net/install
43. https://biocoherence.net/price
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補遺3。
参考文献

1. 「プロロジー：あなたの人生プロジェクトを実現する - 書籍1：病気、癒し、
変容：資源の道」クリスティーヌ・デゴイ著
システム的アプローチを通じて健康と幸福を再考する革新的なガイドであり、
あなたの存在を再定義し、人生プロジェクトのより深い理解にアクセスできる
ようにします。この本は、内なるコミュニケーションを育むために必要なツー
ルを提供し、現実の認識を変革し、あなたの存在理由を完全に具現化する手助
けをします。

2. 「プロロジー：人生の意味を再発見する - 書籍2：身体の中の人生プロジェク
ト：理解し、解放し、変容する」クリスティーヌ・デゴイ著
プロロジカルな器官のデコーディングに飛び込み、あなたの身体の各部分がど
のように存在のより深い次元を反映しているかを発見します。この本は、あな
たの人生経験と身体的健康の関連を探求し、エネルギー的なブロックの理解、
解放、変容への鍵を提供します。内なる資源と隠された潜在能力に焦点を当て
ることによって、この本はあなたにホリスティックな視点を通じて人生プロジ
ェクトを受け入れるよう招待し、身体と心を調和させた完全に満たされた人生
を実現できるようにします。

エネルギーと電気医学
3. "ボディ・エレクトリック: 電磁気と生命の基盤" ロバート・ベッカーとゲイリー・

セルデン著
この画期的な本は、人間の体の電磁場とその治癒、エネルギーの流れ、健康へ
の深い影響を探ります。ベッカーの生体電気に関する研究は、体のエネルギー
システムの背後にある科学を理解するための重要な洞察を提供します。

4. "機械の中の火花: 鍼治療の科学が西洋医学の神秘を説明する方法" ダニエル・
キオウン博士著
キオウン博士の研究は、西洋医学の科学と古代の鍼治療の実践のギャップを埋
め、エネルギーが体を通してどのように流れるか、そしてそれを治癒のために
どのように活用できるかを包括的に説明します。

5. "エネルギー医学: 科学的基礎"ジェームズ・L・オシュマン著
この本は、エネルギー医学の背後にある科学を徹底的に探求し、電磁場、経
絡、その他のエネルギーシステムが健康にどのように影響するかの証拠を示し
ます。オシュマンは物理学と生物学から引き出して、体のエネルギーシステム
を従来の治癒法と代替治療法の両方を補完する方法で説明します。

6. "振動医学: 微細エネルギー療法の第一ハンドブック"リチャード・ガーバー著
ガーバーの古典的なテキストは、微細エネルギー医学の分野を理解するための
重要なリソースです。エネルギー場、チャクラ、そして振動療法がどのように
体と心を癒すかの詳細な概要を提供します。

7. "交差電流: 電気汚染の危険性、電気医学の約束"ロバート・O・ベッカー著
ベッカーのボディ・エレクトリックの続編として、この本は現代の電気技術の
健康への影響を調査し、電磁療法が治癒にどのように役立つかを探ります。

8. "信念の生物学: 意識、物質、奇跡の力を解き放つ"ブルース・H・リプトン著
この本は、生物学と信念の交差点を掘り下げ、心が細胞レベルで体にどのよう
に影響するかを示します。リプトンは、エネルギー場と意識が生物学的過程に
どのように影響するかを説明します。

9. "フィールド: 宇宙の秘密の力を求めて"リン・マクタガート著
マクタガートは、全ての物質を結びつける普遍的なエネルギー場であるゼロポ
イントフィールドに関する最先端の科学を探ります。この本は、生命のエネル
ギー的性質と、そのエネルギーを治癒のためにどのように活用できるかに関す
る洞察を提供します。

10. "癒しは電圧: ハンドブック"ジェリー・テナント著
テナント博士は、特に細胞レベルでの体内の電圧が健康にとって重要であるこ
とを説明します。彼は、適切な電気的ポテンシャルを維持することが癒しと幸
福の基本であるという包括的な見解を提供します。

現代のスピリチュアリティ
11. "私の大きなTOE（全ての理論）"トーマス・キャンベル著

現実、意識、物理的と形而上学的なもののつながりを探求する包括的な三部
作。物理学者で意識の研究者であるキャンベルは、科学とスピリチュアリティ
を融合させ、瞑想、変容した意識状態、宇宙におけるエネルギーの理解を支え
る存在のモデルを提示します。

12. "照らされた心：仏教の知恵と脳科学を統合した完全な瞑想ガイド" ジョン・イ
ェイツ（クーラダサ）著
クーラダサのガイドは、古代の仏教教えと現代の神経科学に根ざした瞑想の実
践についての徹底的なステップバイステップの説明です。伝統的な瞑想技法と
現代の脳に関する科学的理解とのギャップを埋めます。

13. "変容した特性：科学が明らかにする瞑想があなたの心、脳、体をどう変える
か"ダニエル・ゴールマンとリチャード・J・デイビッドソン著
この本は、瞑想に関する科学的研究に深く掘り下げ、脳と体に対するその深遠
な影響を探求します。ゴールマンとデイビッドソンは、瞑想が持続的な心理的
および生理的変化をもたらす方法を説明するために数十年の研究から引き出し
ています。

14. "目覚める：宗教なしのスピリチュアリティへのガイド"サム・ハリス著
神経科学者で哲学者のサム・ハリスは、科学と個人的な経験の両方に基づいた
スピリチュアリティと瞑想への合理的アプローチを提示します。彼の本は、瞑
想が認識と意識の理解において深遠な変化をもたらす方法に特に注目していま
すが、宗教的枠組みを必要としません。

15. "今の力：精神的啓発へのガイド"エックハルト・トール著
トールの広く読まれている本は、マインドフルネスと今この瞬間にいることの
重要性を強調しています。彼の教えは、より完全に、より意識的に生きる方法
に関する実践的な洞察を提供し、Sing the Body Electricで議論されている健康の
エネルギー的および精神的側面と一致しています。

16. "リアルマジック：古代の知恵、現代の科学、宇宙の秘密の力へのガイド" デ
ィーン・ラディン著
ラディンは、超心理学の分野での第一人者として、テレパシー、予知、サイコ
キネシスのような現象に関する科学的証拠を探求し、意識、エネルギー、現実
の広範な構造との関連を描きます。この本は、物理的なものを超える他の現実
を理解するための基盤を提供します。

17. "意識の物理学：量子マインドと人生の意味"エヴァン・ハリス・ウォーカー著
この本は、量子物理学と意識との関係を掘り下げます。ウォーカーは、量子力
学における観察者の役割を探求し、意識が宇宙の根本的なものであるという理
論を提示し、エネルギーと存在のより広範な理解に貢献します。
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18. "秘密の教義" H.P.ブラバツキー著
この神智学の基礎的なテキストは、宇宙、意識、精神的進化の本質を探求しま
す。

19. "永遠の哲学"アルドゥス・ハクスリー著
ハクスリーは、さまざまな宗教におけるスピリチュアリティの共通の糸を探求
し、普遍的な真実を強調します。

20. "人間の運命"ピエール・ルコント・デュノイ著
この本は、科学、哲学、宗教の交差点を探求し、人間の進化は神聖な目的によ
って導かれているという考えを主張します。人類の精神的な可能性と、人間の
意識に伴う道徳的責任について論じます。

21. "理性への道"ピエール・ルコント・デュノイ著
この哲学的な作品では、ルコント・デュノイは宇宙を理解する上での理性と科
学的思考の重要性について論じます。彼はまた、科学の進歩が道徳的および精
神的発展と統合されるべきである方法について掘り下げます。

デジタル信号処理
22. "デジタル信号処理の理解"リチャード・G・ライオンズ著

この本はデジタル信号処理（DSP）への明確でアクセスしやすい入門を提供
し、複雑な概念を初心者でも理解できるようにしています。フィルタリング、
フーリエ解析、サンプリング理論などのトピックを実用的でわかりやすい方法
で扱い、音声分析のための信号処理の基本に興味のある人に最適です。

23. "科学者とエンジニアのためのデジタル信号処理ガイド" スティーブン・W・スミ
ス著
実用的な例と応用を通じてDSPの概念を紹介する人気のある読みやすい本で
す。信号処理がどのように機能するかを段階的なガイドと実世界の例で説明す
る無料のオンラインリソースで、特に音声や音楽信号分析に興味のある初心者
にとって非常にアクセスしやすくなっています。

24. "デジタルオーディオ信号処理"ウド・ゾルツァー著
この本はデジタルフィルタ、オーディオエフェクト、時間-周波数解析などの
分野に焦点を当て、デジタルオーディオ信号処理の原則と応用を紹介します。
技術的ではありますが、DSPの基本的な知識を持つ読者にとっても親しみやす
い形で資料が提供されています。

25. "音声コンテンツ分析の入門：信号処理と音楽情報学への応用" アレクサンダ
ー・ラーシュ著
このテキストは音声と音楽の信号処理に興味のある人に特に役立ちます。音声
コンテンツ（音楽の構造、リズム、ハーモニーなど）を信号処理アルゴリズム
を使用して分析するための技術を紹介します。この本は実用的で、学生や専門
家の両方にとってアクセスしやすいものです。

26. "C言語によるオーディオエフェクトプラグインの設計：デジタルオーディオ
信号処理理論とともに"ウィル・パークル著
オーディオ信号処理の応用面に飛び込みたい人のために、この本はC言語を使
用してオーディオエフェクトをコーディングおよび設計するためのユーザーフ
レンドリーな入門書です。リアルタイムのオーディオエフェクトを作成するた
めにDSPをどのように適用できるかを理解しようとする初心者に理想的です。

ユングと無意識
27. "思い出、夢、反省"カール・G・ユング著

半自伝的な作品であるこの本は、ユングの人生と重要なアイデアを扱ってお
り、集合的無意識、アーキタイプ、シャドウなどの概念の発展を含んでいま
す。彼の心理学的理論に対する個人的な洞察を提供します。

28. "アーキタイプと集合的無意識"カール・G・ユング著
この本はユング心理学の中心的なテキストで、彼は無意識の心に関する理論、
特に集合的無意識とそのアーキタイプのイメージを概説しています。ユングの
人格や心理についての考えを理解するための基本的な読み物です。

29. "心理的タイプ"カール・G・ユング著
この作品でユングは心理的タイプの理論を紹介し、後にマイヤーズ・ブリッグ
ス・タイプ指標（MBTI）の発展に影響を与えました。彼は内向性と外向性の二
分法や、人格を形成する他の心理的機能について議論しています。

30. "人間とその象徴"カール・G・ユング著
ユング思想へのアクセスしやすい紹介として書かれたこの本は、夢や芸術にお
ける象徴の使用を無意識のプロセスの表現として掘り下げています。幅広い読
者を対象としており、人間の心理に関する洞察を提供します。

31. "発見されていない自己"カール・G・ユング著
ユングは、個人の成長の必要性と現代社会の圧力との間の対立を探求します。
無意識や人格のシャドウの側面をナビゲートする上での自己認識の重要性を強
調しています。

32. "自分のシャドウを受け入れる: 心理の暗い側面を理解する" ロバート・A・ジョ
ンソン著
ユングのシャドウの概念を理解するための実用ガイドで、この本は心理的バラ
ンスと個人的成長のためにシャドウセルフを認識し統合する方法を説明してい
ます。

33. "ユングの魂の地図: はじめに"マレー・スタイン著
この本は、影、無意識、個性化についてのユングの人格理論の紹介を提供しま
す。ユング心理学に初めて触れる人々にとって良いリソースです。

34. "異なる贈り物: 人格タイプの理解" イザベル・ブリッグス・マイヤーズとピータ
ー・B・マイヤーズ著
この本は、ユングの心理的タイプに基づいたMBTIシステムの人格タイプを説
明しています。異なる人格タイプがどのように相互作用し、個人および職業生
活にどのように影響を与えるかについての洞察を提供します。

音による癒し
35. "音の癒しの力: 音、声、音楽を使った生命を脅かす病気からの回復" ミッチェ

ル・L・ゲイナー著
この本は、癒しのための音療法の使用について掘り下げ、振動と周波数が病気
からの回復をサポートする方法に焦点を当てています。ゲイナーは、医療の見
識と音の癒しの実践を組み合わせています。

36. "人間のバイオフィールドの調整: 振動音療法による癒し" エイリーン・デイ・マ
クキュースキック著
マクキュースキックは、バイオフィールドの解剖学を探求し、音、周波数、振
動が人間のエネルギーフィールドにどのように影響するかについて論じていま
す。この本には、チューニングフォークやその他の音の道具が癒しを促進する
方法に関する情報が含まれています。

37. "癒しの音: ハーモニクスの力"ジョナサン・ゴールドマン著
この本は、音とハーモニクスを使って身体と心を癒す概念を説明しています。
発声トーニングやオーバートーンの取り扱いなど、音の癒しのための実践的な
技術が含まれています。

38. "サウンドメディスン: 体と心を癒すための古代の音の科学の使い方" クルリー
ト・チョードリー著
この本は、古代のアーユルヴェーダ医学と現代の音療法の実践を組み合わせて
います。チョードリーは、マントラから現代の音技術まで、音の周波数と振動
が癒しと健康にどのように利用できるかを説明しています。

意識、エネルギー、現実
39. "水の第四のフェーズ: 固体、液体、蒸気を超えて"ジェラルド・ポラック著

ポラックは水の特性と生物学およびエネルギー医療への影響に関する画期的な
研究を提示します。

40. "LSDと宇宙の心"クリストファー・ベイチ著
ベイチは、個人的な体験と科学的洞察を通じて、サイケデリックス、意識、現
実の本質の交差点を探求します。

41. "死後の意識: 臨死体験の科学"ピム・ヴァン・ロンメル著
ヴァン・ロンメルは臨死体験の包括的な検証を行い、それらが意識や物理的存
在を超えた自己の継続性に与える影響を考察します。

42. "奇跡を信じなかった男"ディディエ・ヴァン・コウウェラート著
この小説は、意識と量子物理学のテーマを絡め、現実と信念の本質を魅力的な
物語を通じて探ります。

43. "目的を持って健康に: 自己治癒のためのインパルス" フォルカー・マイスナー
著
マイスナーはエネルギー医療の背後にある科学的原則を調査し、その治療的可
能性とメカニズムへの洞察を提供します。

44. "つながり: グローバル意識の出現"ロジャー・ネルソン著
ネルソンは人間の意識の相互関連性を考察し、集合的経験やグローバル意識を
理解するための影響を探ります。

45. "形態形成的水 - 健康 - 情報と意識の場"マーク・ヘンリー著
ヘンリーは生物システムにおける水の重要性とエネルギー移動および意識の媒
体としての役割について論じます。
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46. "人生の後に"レイモンド・ムーディ著
ムーディの画期的な作品は、臨死体験の概念を紹介し、それを経験した人々に
よって報告された共通の要素を強調する多数のケーススタディを提示します。

47. "光に抱かれて"ベティ・J・イーディ著
この回顧録は、イーディの臨死体験を語り、彼女の洞察や旅の中で出会った深
い精神的啓示を共有します。

48. "天国の証明: 神経外科医の死後の旅"エベン・アレクサンダー著
神経外科医であるアレクサンダーは、自身の臨死体験を共有し、意識と死後の
世界に関する従来の科学的見解に挑戦する魅力的な説明を提供します。

49. "私になるために死ぬ: 癌から臨死、真の癒しへの私の旅" アニータ・ムールジ
ャニ著
ムールジャニは、癌との闘いの中での彼女の変革的な臨死体験と、自己受容と
癒しについて学んだ強力な教訓を共有します。

50. "体外への旅"ロバート・A・モンロー著
この古典的な本は、モンローの体外旅行に関する個人的な体験を記録し、物理
的な体を超えた人間の意識の可能性を探ります。意識研究の基礎的なテキスト
の一つとして広く認識されています。

51. "遠い旅"ロバート・A・モンロー著
この「体外への旅」の続編は、物理的な次元を超えたモンローの旅をより深く
掘り下げ、存在の異なる次元を探求し、意識の理解を広げます。

52. "究極の旅"ロバート・A・モンロー著
この三部作の最終巻で、モンローは意識の変容した状態での体験からの洞察を
共有し、死後の世界、存在の本質、人間の目的といったテーマに焦点を当てま
す。

53. "宇宙的意識"リチャード・M・バッケ著
バッケは宇宙的意識の自身の体験を説明し、それが精神的進化に及ぼす影響を
探ります。

54. "ヤキ族の知識の道"カルロス・カスタネダ著
この本は、ヤキ族のシャーマンとの弟子入りを通じて、シャーマニズムの実践
と現実の本質を掘り下げます。

バイオ倫理学と医学
55. "バイオ倫理学: 原則、問題、および事例"著者: ルイス・ボーン

ボーンは、医療実践における重要な倫理原則と問題を提示し、実世界の応用の
ためのケーススタディを提供しています。

意識研究
56. "意識と宇宙:量子物理学、進化、脳と心"著者:サー・ロジャー・ペンローズとス

チュアート・ハメロフ
このエッセイ集は、意識の量子起源を探求し、物理学、神経科学、哲学の洞察
を組み合わせて、脳内の量子プロセスが意識的経験を説明する方法を調査しま
す。

57. "意識の説明"著者: ダニエル・デネット
デネットは、意識の包括的な理論を提示し、従来の見解に対抗しながら心の働
きについての洞察を提供します。

58. "目覚め: 宗教のない精神性へのガイド"著者: サム・ハリス
ハリスは、意識、瞑想、精神性の本質について論じ、心を理解するための世俗
的アプローチを提唱します。

量子物理学と形而上学
59. "量子と蓮: 科学と仏教が出会う最前線への旅" マチュー・リカールとチン・シュ

アン・トゥアン著
この本は、量子物理学と仏教哲学の間の類似点を探求し、両方の分野からの洞
察を論じています。

60. "ホログラフィック宇宙"マイケル・タルボット著
タルボットは、宇宙がホログラムのように機能し、量子物理学の洞察と形而上
学的な含意を融合させるという考えを提示します。

心理学と心理療法
61. "人間の意味を求めて"ヴィクトール・E・フランクル著

フランクルは、最も厳しい状況においても目的を見出す心理的な旅を探求し、
実存哲学と心理学を統合しています。

62. "体は記憶する: 脳、心、身体のトラウマ治癒"ベッセル・ヴァン・デル・コルク著
この本は、トラウマが身体と心に与える影響を論じ、治癒への革新的なアプロ
ーチを強調します。

63. "コアエネルゲティクス"ジョン・C・ピエラコス著
この本は、ピエラコスのコアエネルゲティクスへのアプローチを概説していま
す。彼は、身体のエネルギーを解放することで感情的および心理的な癒しにつ
ながる方法について掘り下げ、精神性と心理療法を統合します。

64. "自己変容の道作り"エヴァ・ピエラコス著
ジョン・ピエラコスの妻エヴァ・ピエラコスが著したこの本は、コアエネルゲテ
ィクスの精神的およびエネルギー的な基盤を理解する上で不可欠です。これ
は、ピエラコス自身の治療的な仕事に強い影響を与えたパスワークガイドから
の教えのコレクションを提示します。

65. "私の声はあなたと共に行く: ミルトン・H・エリクソンの教えの物語" ミルトン・
H・エリクソン著、シドニー・ローゼン編
この本は、エリクソンの治療的な物語と教えの物語のコレクションです。彼の
間接的な技法やメタファーの使用を強調し、深い心理的変化を促進する方法を
提供し、エリクソンが患者を癒しへと微妙に導いた方法についての洞察を提供
します。

66. "非凡な療法: ミルトン・H・エリクソンの精神医学技術"ジェイ・ヘイリー著
ヘイリーは、エリクソンの短期療法における革新的な技術を詳細に見ていきま
す。この本は、エリクソンの非伝統的でしばしば驚くべき方法、特に数回のセ
ッションで患者を迅速な治療的突破口に導く能力を強調しています。

システム理論とシステム思考
67. "一般システム理論：基礎、発展、応用" ルートヴィヒ・フォン・ベルタランフィ

著
システム思考の古典であるベルタランフィの作品は、一般システム理論の基本
を紹介し、科学の分野における学際的研究の基盤となりました。彼のアイデア
は、生物学から社会科学に至るまで、あらゆる分野に影響を与えました。

68. "心の生態学へのステップ"グレゴリー・ベイトソン著
パロアルトグループの重要な人物であるベイトソンのエッセイ集は、コミュニ
ケーション、心理学、生態学などのテーマを扱っています。彼の作品は、人間
のコミュニケーションと相互作用におけるシステム思考の基礎を築きました。

69. "心と自然：必要な統一"グレゴリー・ベイトソン著
ベイトソンのもう一つの重要なテキストで、心と環境がどのように相互に関連
しているかを探求しています。彼のアイデアは、人間の相互作用、学習、生態
系におけるシステム理論を理解する上での基礎となっています。

70. "現実の社会的構築：知識の社会学における論文" ピーター・L・バーガーとトー
マス・ラッカン著
この本は、社会システムと現実がどのように構築され、維持されるかを探求す
ることで、システム思考に結びついています。

71. "生命のシステム的観点：統一的なビジョン" フリチョフ・カプラとピエール・ル
イジ・ルイジ著
システム思考の重要な人物であるカプラは、生きたシステムの現代的かつ統合
的な理解を提示しています。この本は、システム理論を生物学、生態学、意識
に結びつけています。

72. "変化：問題形成と問題解決の原則" ポール・ワッツラウィック、ジョン・ウィー
クランド、リチャード・フィッシュ著
パロアルトグループからのもう一つの重要な作品で、人間のシステム、特に家
族や組織において、どのように変化が起こるかをシステム的な視点から探求し
ています。

73. "知識の木：人間理解の生物学的ルーツ" ハンバート・R・マトゥラーナとフラン
シスコ・J・バレラ著
この本は、生物学、認知、システム思考を結びつけ、自己創造システム（オー
トポイエーシス）に焦点を当てています。これは、生きたシステムを理解する
上での中心的な概念です。

74. "サイバネティクス、または動物と機械における制御とコミュニケーション"

ノーバート・ウィーナー著
サイバネティクスの基礎的なテキストで、機械と生き物の両方で通信と制御の
プロセスがどのように機能するかを探求しています。
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75. "第五の規律：学習する組織の技術と実践"ピーター・M・センゲ著
センゲの作品は、組織の発展にシステム思考を適用しています。これは、ビジ
ネスと教育の両方において重要なテキストと見なされており、複雑な組織が学
習と適応のためにどのように構成されるかに焦点を当てています。
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